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　初めて彼を見たとき、漠然と、獣人ってこういう感じなのかな、と思った。

　それくらい、司狼しろう純じゅんという男は恐ろしいほどに目を引く外見をしていたし、ほかの男性よりも体躯がよかった。

　泉いずみはやや離れたキッチンからその美丈夫を眺めながらも、よく通る低い声に耳を傾けた。

「四月一日より、東方防衛師団の司令補佐官として着任した司狼だ。三月までは西方司令部にいた。皆も知るとおり、これからは各寮に警務課の隊員が入寮することになった。理由は、お前たちの方がよくわかっているだろう。俺はここ第一寮の担当だ。規律を乱す者などいないと思いたいが、万が一のことがあれば容赦はしない。これからよろしく頼む」

　第一寮の一階にある食堂スペースで、男性隊員を睨むように目を細めながら殺伐とした挨拶をした彼は、続けて食堂のキッチン側に立つ十数人の支援課の女性に視線を向けた。

（司令補佐官って、キャリア組でしょ。そんな人がこの寮で起こるセクハラやらパワハラを取り締まるって言うの？　この人がもしやりたい放題し始めたら、誰も止められないし、抑止力どころか、部屋に連れ込まれて犯される未来しか見えないんだけど）

　泉は、司狼の言葉を聞きながら、胸騒ぎを覚えた。ここの規律を乱しているのも男なら、規律を正そうとする彼もまた、同じ男だからだ。

　ただ、今よりもひどくならなければそれでいいと思うくらいには、泉はこの環境に慣れてしまっている。

　肩や尻を撫でられる程度は日常茶飯事。「やらせろ」「胸もみたい」などという会話は朝の挨拶のように交わされる。それくらい、ここでの女性蔑視は甚だしい。

　徒党を組んで支援課の女性隊員を部屋に連れ込み強姦した、というような噂がまことしやかに流れているくらいだ。

　どうかそんな男ではありませんようにと、泉は祈るような気持ちで唇を噛みしめた。

「今後、君たち支援課の隊員は、必ず二人一組で行動することとする」

　今までと変わらないのでは、という支援課の女性隊員の視線を受けてか、司狼は話を続けた。

「隊員が一人にならないようにペアでシフトを組ませる。行き帰りや休憩時間もだ。被害に遭った場合はどんなに小さなことでも報告を上げること。窮屈に思うかもしれないが、隊員らの意識が変わるまでは自己防衛のためと考えるように」

　司狼は眉尻を吊り上げて、支援課の隊員を見回した。あんな目で睨まれたら足が竦んでしまいそうだ。

（顔、こわ……）

　とびきりのイケメンなのに、不機嫌そうに寄った眉間のしわ、冷然とした口調やその態度を見て、彼の言葉を信じられる人はいない。だが、萎縮しているのは支援課の女性隊員だけではなかった。男性隊員もまた、怖々とした顔で直立不動の姿勢を取っていた。

　寮でしか隊員と関わらない泉は知らないが、東方防衛師団の司令補佐官という地位は、それだけ影響が大きいのかもしれない。

「散々我慢を強いられた君たちが俺を信用するのは難しいとは思うが、力を尽くしたいと思う」

　司狼の目が一瞬だけこちらを捉えた……気がした。視線だけで人を殺せるのではないかと思うほど鋭い目をしていたのに、そのときだけは、苦しいような、切ないような、叶わぬ恋をしているような表情に思えて、泉の胸に動揺が広がる。

　睡眠は足りているはずだが、白昼夢でも見ていたのだろうか。泉はそっと息を吐き、もう一度司狼に視線を向けた。彼の目はもうこちらを向いてはおらず、残念なような安堵のような気持ちになった。

「君たちを必ず守ると約束しよう」

　その言葉が泉の耳に届いたとき、君を必ず守ると約束しよう──おかしなことに、そう聞こえて、さらに動揺してしまう。

（さっきからどうしちゃったの。滅多に見ないイケメンに浮かれてるのかな？）

　泉が恥ずかしさのあまり俯いていると、彼の口から規律の徹底が再度伝えられた。

　もしかしたら、彼ならここの空気を変えてくれるかもしれない。そんな期待に色めき立つ支援課の女性隊員に煽られたのか、泉の心臓はなんらかの予感に早鐘を打っていた。









　司狼が異動してきた翌日の夕方。

　泉は、二人一組でという司狼の指示通りペアを組んだ一条いちじょう彩乃あやのと共に、洗濯カゴを抱えて二階へ上がる。すると、背後から階段を上がってくる足音が聞こえた。

「彩乃、もう隊員たちが戻ってきたみたい。早く済ませちゃおう」

「そうね」

　毎日のことながら、隊員たちが帰寮してからの時間は、いやな緊張感を伴う。どうか何事もありませんようにと、泉は早歩きで部屋の前にカゴを置き、踵を返した。

　すると、階段を上がってきた男性隊員がにやりと口元を歪めた。男性隊員の腕が伸ばされ彩乃の胸に軽く触れた。

「きゃ……っ」

「やめてくださいっ！　司狼司令補佐官に報告しますよ！」

　泉は眦まなじりを上げて声を出す。弱気でいればやられ続けるだけだと、ここで学んだのだ。

　彼の名前が抑止力になるかどうかは賭けだった。どうやら効果は覿面てきめんだったようで、男性隊員は司狼の名を聞くと、顔色を変えて彩乃から離れた。

「でかい声出すなよ。手があたっただけだろ」

「失礼します。行こう、彩乃」

「えぇ」

　泉は彩乃の手を引き、階段へ向かった。

　背後から男性隊員の舌打ちが聞こえる。全神経が背中にあるような緊張感の中、一段抜かしで階段を駆け上がるような音が響き、司狼が姿を現した。

「なにを騒いでいる？　君たちは支援課だな」

　司狼は泉には目も向けず、彩乃に聞いた。

「はい」

　事情を察したらしい司狼が、青ざめた隊員を睥睨へいげいし自分たちを守るように前に立った。

「あとで調書を取らせてもらうが、ひとまずは仕事に戻りなさい」

「わかりました。失礼します」

　彩乃の言葉に合わせて、泉も会釈をすると、司狼の横を通り過ぎた。その際、司狼がくんと鼻を鳴らしたような気がして振り返るが、彼はもうこちらを見てもいなかった。

　後日、彩乃をセクハラ被害に遭わせた隊員が処罰を受けたという話を聞いた。それがどのような処罰だったのかは泉たち支援課の隊員には聞かされていないが、その隊員が唇を震わせながら謝罪をしてきたのを見る限り、相当なものだったのだろうと思う。

　どうやら司狼は宣言通り、支援課の女性隊員を守るべく力を尽くしてくれているらしい。泉を含めた支援課の女性隊員が、司狼を信用するのにそう時間はかからなかった。
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「こっちはあともうちょっと。彩乃は終わった？　手伝おうか？」

　椎原しいはら泉は、額の汗を拭いながら、同僚である一条彩乃に声をかけた。

　泉は話しながらも、アイロンをかけ終えた洗濯物を一枚ずつ畳み、横に置いたカゴに入れていく。洗濯物を入れたカゴの中には隊員たちの制服、戦闘服、下着、私服、パジャマが入っている。

　洗濯物は、各隊員が部屋番号の書かれたカゴの中に入れて、朝七時までに部屋の前に置いておく。それらを支援課の早番シフトの隊員が回収し洗濯、乾燥をかけ、遅番シフトの隊員がアイロン掛けまで行い、各隊員の部屋の前に戻すのだ。

　制服や戦闘服は国からの貸与品のため名前は書いていない。名前と部屋番号の書かれたカゴでわけられており、間違えないように一人分ずつ終わらせなければならない。

　肩の下まである泉の髪は、綺麗にした洗濯物を汚さないように後ろでアップにしている。染めてはいないが色素が薄いのか、光に当たると茶色く見える。

　それでも垢抜けた印象に見えないのは、仕事上、白のシャツに黒のズボンという出で立ちで、化粧っ気もなくおしゃれからも遠ざかっているからだろう。

　泉は、汗を拭いたハンカチをポケットにしまうと、アイロンをかけたシャツを綺麗に畳み、元のカゴに入れていく。黒のズボンも同様に、ぱりっと糊を利かせてしわにならないように折りたたんだ。

（取り忘れは……なしっと）

　すべての洗濯物を畳み終えると、ずらりと並んだ洗濯乾燥機の中に取り忘れがないかをチェックしていく。洗濯室には十台もの洗濯機と乾燥機が置かれており、中央には大きなテーブルが鎮座している。だが、エアコンは設置されていなかった。そのため、冬はまだいいが、夏は地獄のような暑さだ。

　泉は、タブレット端末に自分の名前で洗濯の業務完了報告のサインをする。

「こっちも終わるから平気よ。早くこの部屋出たいわね。暑い」

　彩乃は手のひらで顔を扇ぎながらも、鈴を転がすような声で言った。暑いと言いながらも、自分と違いまったく顔に汗をかいておらず涼しげで羨ましい。どこぞのお嬢様かと見間違うほどの清楚な見た目に佇まい。どうやら以前は大企業の社長令嬢だったらしい。

　そんな彼女がなぜここで働いているのか、なんとなく察するものがあった。泉も同じだからだ。

　泉には、親がいない。両親とも泉が幼い頃に亡くなった。頼る親戚もいない泉はその後、児童養護施設に預けられ、高等学校を卒業してから二十七歳の今まで国土防衛隊、東方防衛師団の支援課に勤務している。

　ここ、国土防衛隊は国の組織の一つだ。

　国土防衛隊には大きくわけて東西南北に四つの師団があり、泉が所属するのは東方防衛師団である。

　国土防衛隊は有事の際に実働を求められるが、安定した職業で給料もいい。その名の通り他国の脅威から国を守るための役割を果たしている。

　東方防衛師団の広大な敷地内には、訓練施設、教育施設、射撃場、飛行場、公園などもあり、隊員たちが暮らす寮も複数、敷地内に建っている。まるで一つの街のように様々な建物があるものの、国防を担う重要な施設として出入りは厳重にチェックされていた。

　なお、支援課は昔ながらの慣習が変わることなく女性隊員のみで構成されており、主な仕事は寮に住む隊員の食事の用意と洗濯、共有フロアの掃除だ。朝五時から十四時までの早番と、十二時から二十一時の遅番の二交代制としており一週間交替で回している。

　ここ、第一寮は五階建ての建物で、一階に食堂や洗濯室、風呂、二階から上が隊員たちの部屋となっている。

　トイレと風呂の掃除だけは隊員の持ち回り制となっているのだが、寮に住んでいるのはおよそ男性三十人。掃除はまだしも、食事と洗濯だけでもかなりの重労働だった。

　時刻はすでに十六時を過ぎている。隊員が部屋に戻ってくるまであと一時間ほどしかなかった。そのあとは夕食の準備を手伝わなければならない。

「また付けっぱなしだったみたいね」

「徽章きしょう？　また？　こっちが注意しても、支援課は舐められてるから全然直らないし……なくしたらどうするんだろうね」

　泉は彩乃が手にする金色の徽章を見つめながらため息をついた。早番の隊員から引き継ぎで預かったのだろう。

　二本の剣が交差する形をした徽章は陸上防衛課のものだ。裏側に個人を示す名前が彫られており、持ち主はすぐにわかる。

　陸上防衛課でここ第一寮に住む早川はやかわのものらしい。それを万が一にでも紛失しないように、早川の仕事が終わる時間まで預かっておかなければならない。

「えぇ、本当にね。つけたまま洗濯をしてしまったら、制服の生地が破けてしまうかもしれないし、預かっておくのも気を使うわ」

「徽章もだけど、部隊章とかも付けっぱなしの隊員が多いよね。こっちで一つずつ外すのも手間だしさ。なくしたら罰則があるのに」

「つい取り忘れてしまうのかもね。早川さんは常習だけど」

「あの人、私たちへのあたりも強いから、言いがかりをつけられないようにしないと」

「そうね。あ、そろそろ、カゴを二階に持っていかない？　時間がないわ」

「うん、ちゃっちゃと終わらせちゃお」

　泉は彩乃と洗濯カゴを持ち、各隊員の部屋と洗濯室を行ったり来たりする。三十人分の洗濯カゴを運ぶのも重労働である。

　何往復かして、なんとか時間内に最後のカゴを運び終えて、二人で洗濯室の椅子にぐったりともたれかかった。洗濯室は地獄のような暑さだが、今は座りたかった。彩乃も頬を若干赤く染めて、ハンカチで額を拭っていた。

「はぁ～立ちたくない」

　これで洗濯の仕事は終わり、あとは夕飯の準備だけだ。泉と彩乃の今日の担当は洗濯のため、すでに調理に入っている厨房担当の手伝いをすればいい。少しくらい休んでいても問題はなかった。

「ふふ、私たちの仕事って太る暇がないわよね。運動量が多くて、デスクワークより美容にはいいかもしれないわ」

「支援課の募集で、ダイエットに最適とか広告を打てばたくさん募集あるかもね」

「それくらいで集まればいいけれど」

　彩乃は自嘲的な笑みを浮かべて言った。

　国土防衛隊で働く女性隊員は支援課か治療課にしか配属されない決まりだ。そもそも女性隊員の割合は非常に低く、全体で数十万人いる隊員の中で一パーセントにも満たない。

　待遇がよくても、入隊したいと思う女性が少ないのだ。それには事情がある。

　この国は、就職においてなによりも学歴が優先される。十八歳まで通う高等学校を卒業した後は、ほとんどの者がより専門的な知識を身につけるため学術院へ通う。だが、泉のように家の都合、金銭的な都合で通えない者もいる。

　国土防衛隊の一般隊員は学歴不問のため、そういった事情で学術院に通えなかった者の就職先として選ばれることが多いのだ。

「彩乃は、ここで働くの、やっぱりいや？」

「そうね……学術院へ行けたら、もっとまともな企業で働けていたのに、とは思うわ。たらればを言ったところで、私の境遇が変わるわけではないのにね。お母様は家のお金を全部持って出ていったし、お父様も借金を残したまま出ていって戻らないし、私は一人きりだし……それは変わらない。でも……たしかにこの仕事はいやだけど、泉と出会えたのは嬉しかったのよ？」

「うん、私も。彩乃と出会えてよかった。妹みたいなものだもん」

「あら、私が姉でしょう？　私の方が誕生日が早いわ」

「えぇ～同い年なら誕生日は関係ないでしょ」

「甘えさせてあげるわよ？」

「そうね～どうしようかな。彩乃お姉ちゃんに甘えちゃおうかな～」

「ふふふ、泉なら大歓迎よ」

　たわいない話に花を咲かせていると、時間はすぐに過ぎる。そろそろ厨房に行かなければいけない。

「そうだわ、私、これを早川さんに返さなきゃ。泉は先に厨房に行っていて」

　彩乃は、シャツの胸ポケットに入った徽章を取り出し、椅子から立ち上がった。

　そろそろ隊員が戻ってくる時間だ。早川に返却するのは夕食後でもいいが、大事な物をずっと預かっておきたくない。

「危ないから一緒に行くよ。そういう決まりだしさ」

「平気よ。部屋に届けるだけだもの。東方防衛師団のあの人がいる第一寮で、悪事を働く隊員はもういないでしょう？」

　彩乃は微苦笑を浮かべながら言った。

　そもそも国土防衛隊の規律は非常に厳しく、破れば警務課による捜査が入り、隊員の逮捕もあり得るため、普段、問題を起こすような男性隊員は少ない。

　だが、隊員のプライベートスペースである寮においては、警務課の目が届かず、起こった問題が放置されることも少なくなかった。というのも、隊員同士で結託し、多少の羽目を外すくらいなら目を瞑るような風潮が出来上がっているのだ。

　その被害に遭うのはほとんどの場合、支援課の女性隊員である。

　隊員の部屋を訪れた際に強引に身体を奪われたり、集団レイプに遭ったり、さらにその動画を撮られ隊員たちに共有されたりなどの被害も過去にはあった。支援課の女性ならば軽く扱ってもいいと考えられている節がある。

　そこまでの被害は滅多にあることではなくとも、そういう目で世間から見られているのは間違いなく、支援課で働いているのは自分たちのような事情のある者ばかりだ。待遇がいくらよくとも、男性からは見下され、女性からは忌避される職場であった。

「まぁ、司狼司令補佐官、怖いもん」

　泉が言うと、彩乃が同意するようにぶんぶんと首を縦に振った。

「あの怖さのおかげで、ここ第一寮の平和は保たれているのよ」

「あはは、たしかに！」

　司狼は三年ほど前から、国土防衛隊、東方防衛師団の幹部である司令補佐官の地位に就いており、同時期に第一寮に入寮した。三十歳にしてその地位を得るのは、かなり早い出世らしい。

　体躯もよく、さらに見た目も抜群にいい男であった。

　国土防衛隊は陸上や海上などの部隊ごとに階級体系があり、さらに部隊を指揮する階級がある。一般隊員は各部において下から順番に、第三等から第一等で副隊長、隊長がおり、その上に第三曹から第一曹、副曹長、曹長、副部隊長、部隊長となっている。

　司狼の所属する警務課は、要人警護を始め、隊内で起きた犯罪を取り締まり、未然に防ぐ役割のほか、各課の業務監査の務めも果たしていた。

　そんな彼には、警務課の隊長という役職もあるが、そう呼ばれることはほとんどない。

　司令補佐官という立場は、一般隊員とは別でキャリア組と呼ばれている。東方防衛師団を統括する総司令官の次、つまり次席のエリートである。

　部隊長より上の役職を持つ者は、学卒、それもトップクラスの実力を誇る学術院を卒業した者にしかなれない決まりだ。

「司狼司令補佐官ってけっこう人気あるよね」

　司狼は、同じく幹部である木虎きとら隆治りゅうじ司令官と人気を二分している。愛想がよく親しみやすさで言えば木虎が圧倒的だが、司狼の近づきがたさがクールでいいと女性隊員が噂しているのを聞いたことがあった。

「あら、泉もそう思うの？　あなた、ああいう人がタイプ？」

　彩乃が綺麗な顔で微笑みながら聞いてくる。

「も～なに言ってんの。そういうのはないって。ただイケメンだなって話」

　たしかに司狼の制服姿はかっこいいし魅力的だ。彼の職務上、戦闘服に身を包むことはなく、寮に戻ってくる際も制服姿だからこそ、余計にそう思うのかもしれない。

　夏用の制服は、白のシャツの右上腕に部隊章のワッペン、肩のループに布製の階級章、そして左右に大きなポケットがついている。ポケットの上にネームプレートと徽章をつけてネクタイを締めるのが一般的だ。下は黒のズボンで、こちらは特に装飾はない。警務課の徽章は、平和の意味が込められたオリーブの葉と枝で縁取られ、中央には二つの丸が重ねられたようなマークがある。公平さを表していると聞いたが、手錠のようにも見える。

　階級が上の幹部はシャツのループに金糸で編まれた豪華な階級章をつける。当然、司令補佐官である司狼もそうだった。

　賓客を迎えるために正装を着用しているときなどは、そのシャツの上から黒の開襟ジャケットを羽織っており、司狼の制服姿に女性隊員たちの目が吸い寄せられている。

　制帽を被り、金の飾り紐や飾線のついた豪華なジャケットを着ている姿はそれはもう見事としか言いようがなく、ここ第一寮で彼のプライベートの姿を見ている泉からしてもかっこいいと思う。

「そうね、泉は恋人がいるし、浮気はしないわよね。残念ね」

　彩乃が心底残念そうに言うため笑ってしまう。たしかに司狼のファンは多い。女性だけでなく男性からもモテる。

　ただ、もし自分に恋人がいなくても、司狼と恋人関係を築く想像がまったくつかなかった。得体が知れないというか、一般人からするとあの美貌は持て余してしまう気がする。

「なにが残念なの。浮気なんてするわけないでしょ。そりゃ彼氏がいてもあの人はかっこいいと思うけど、ちょっと人間離れしてない？」

「人間離れ……たしかにそうね。司狼司令補佐官って、こういってはなんだけど獣人っぽいわよね。私たちの想像する獣人像そのもの、とでも言えばいいかしら」

　彩乃は人差し指を立てながら言った。

「私もそれ思った！　獣人を見たことがないから、夢見ちゃってるだけかもしれないけど」

　人間か獣人かと問うこと自体が、男性か女性かを問うのと同じように、現代では差別とされている。積極的に自分は獣人だと触れ回る人はいないし、この世界にどれだけ獣人がいてどれだけ人間がいるか、泉のような一般人にはわからない。

　ただ、獣人と人間、見た目に差はないと言っても、獣人には人と異なる特殊な性質がある。たとえば、異常に鼻がいい、耳がいい、身体が大きい、などだ。もちろん個体差はあるらしいが、容姿に優れた者が多いのも特徴だ。

「どうせ夢なら、それこそ獣人の番つがいになって愛されてみたいわ。そう思わない？」

　元お嬢様のわりに、彩乃は俗っぽい話題が好きだ。あまり現実に夢を見られない泉からすると、話す相手が彩乃でなかったら、あり得ないと一笑に付していただろう。

「番かぁ。獣人は自分の番だけを愛するって話だっけ？　たしかに素敵だと思うけど」

「そうよ、想像すると楽しいでしょう？　司狼司令補佐官が獣人だとして、番を見つけたら彼のような人でも女性を溺愛するのかしらって」

「寿命でどちらかが死ぬときは、もう一人もあとを追うくらい強い絆で結ばれてる……とか？　たしかにロマンティックだけど、あの人のイメージと全然違うから想像なんてできな～い。ほんと彩乃ってこういう話好きよね。笑わせないでよ～」

　司狼は溺愛とは真逆にいそうな雰囲気がある。隊員から鬼だと恐れられている司令補佐官が、女性に愛おしげな目を向けて微笑んでいるという想像をして、思わず噴き出しそうになった。

「ふふ、浮気の心配はいらないわね」

「うん、それは羨ましいかも。一回くらい本物の獣人に会ってみたいね」

「そう？　私は会いたくないわ。想像してる方がきっと楽しいもの。奇談なんてものはね、得てして事実からはほど遠いものよ。実物に会って幻滅したくないわ。獣人っぽいわと思いながら司狼司令補佐官を眺めている方が目の保養になるでしょう？」

「そんなものかなぁ」

　それでも、獣人の番なんて話を少しだけ羨ましいと思ってしまうのは、今日会う予定の恋人と、あまり上手くいってないからかもしれない。

「俺がなんだ？」

　すると、突然背後から声をかけられ、泉は跳び上がらんばかりに驚いた。洗濯室のドアが開けられたことにも気づかなかった。

「ひぇっ」

　振り返らなくてもわかる。腹の底にずくずくと響くような低い声、それなのにどこか艶めかしさもある。まさか噂話の当人がここに来るとは思ってもおらず驚いた。

「し、司狼司令補佐官……っ、失礼、しました！」

「失礼いたしました」

　泉が振り向きざまに頭を下げると、彩乃もそれに続いた。

　国土防衛隊の隊員はがっしりとした体躯をしている者が多い。ワイルドと言えば聞こえがいいが、荒々しく近づきがたいのも否めない。その中でも、司狼はほかの隊員から頭一つ突き抜けた長身で、さらに鍛えられた体躯をしている。

　彼の制服を洗濯していて、ふと、肩口に頭が入るのではないかと思ってしまったぐらいだ。好奇心に駆られたがさすがに試してはいない。

　泉はちらりと司狼の顔を覗き見る。

　するとばっちり目が合ってしまい、鋭い目で見据えられて、まるで心臓を凍らされたかのように全身から汗が滲みだす。

（こ、こわっ！　怒ってる!?　でも、悪口言ってたわけじゃないし）

　立っているだけで漂う威圧感。にこりとも笑わないため、なにを考えているかまったくわからない。

　司狼に話しかけられたのは初めてだ。支援課の女性隊員は、直接、男性と密に接することがないように仕事内容が工夫されているため、隊員から話しかけられなければ言葉を交わすこともない。と言っても、司狼以外の隊員は声をかけてくることも多いのだが。

（こんな怖い雰囲気じゃなければ、彩乃の言うとおり目の保養になるけど。間近で見るとやっぱり怖い）

　叱責を受けそうな雰囲気の中、マジマジと顔を見ることなどできない。

　泉はいつも遠目に見る彼に、品性と知性を兼ね備えた孤高の人という印象を持っていた。

　鋭く細められた目の奧には、深い闇を思わせる瞳。瞳と同じ色の艶やかな黒髪はきっちりと整えられているわけではなく、いつも無造作に流している。

　近くで見つめているだけで囚われて抜け出せなくなりそうなほど、隙のない完璧な美貌を持ち、そこに知性的な雰囲気が加われば、立っているだけで見るものを圧倒させてしまう。司令補佐官という地位だけでなく、その雰囲気もあって、彼は隊内で恐れられていた。彼の住むここ第一寮の治安がいいのはそのためだ。

「その徽章は？」

　司狼は彩乃が手にしている徽章を指差して言った。

「制服から外さないまま洗濯に出してしまった隊員がおりまして、さすがにカゴの中に戻すわけにはいかないので、今からお届けにあがるつもりです」

　彩乃はいつもよりややはっきりとした口調で言った。

「まったく……またか」

　司狼はため息をつきながら、前髪をぐしゃぐしゃに乱した。

「俺が渡しておく。徽章をこちらに」

　彼が手のひらを差し出すと、彩乃は手に持っていた徽章をなぜか泉に渡してきた。

　司狼の前で「なんで私に？」などという会話はできず彩乃を睨むと、縋るような目を向けられる。つまり、司狼が怖いから泉に渡してほしいということだ。

「お願い、します」

　泉はため息を押し隠し、彩乃から受け取った徽章を司狼に手渡した。その際、指先が彼の手のひらに触れてしまった。自分が手を引こうとする前に、彼がびくりと手を震わせ腕を引く。あまりに大袈裟な挙動に驚き司狼を見たが、彼は表情一つ変えてはいない。

（手が当たった、だけだよね？　静電気でも走った？）

　女性に触れられて動揺するなど彼のキャラではない。おそらく泉の気のせいだろう。

「ここでの仕事が終わったのなら、早く出なさい」

　司狼は徽章を受け取ると、眉間にしわを寄せて言った。仕事が終わり、サボっていたと思われたのかもしれない。

「はいっ！」

　泉と彩乃は直立不動の体勢で彼を見送ったのだった。









　その日の二十一時過ぎ。

　泉は、門の近くに立つ守衛に、ＩＤカードを見せて、外に出る。寮に住む隊員も出入り時は必ず守衛のチェックを受けるようになっている。

「じゃあね、お疲れ～」

「えぇ、お疲れ様。また明日ね」

　門の前で彩乃と別れた泉は自宅マンションとは反対方向へ向かった。泉は東方防衛師団から徒歩圏内に家を借りており、彩乃もまた同じだ。

　今日は、最近ずっとすれ違いが続いていた恋人の家に行く予定だ。彼からプロポーズされてからは特に、顔を合わせるたびにある事情でケンカになってしまっていた。

　落ち着くまで連絡を控えていたが、泉もようやく覚悟を決めた。そのため話があるとメッセージを送ったのだ。彼からも了承の返事があった。週の半ばではあるが、その約束の日が今日だった。休日である土日にゆっくり話す時間を取れたらと思っていたけれど、仕事が忙しいらしい。

　彼──足立あだち啓太けいたからプロポーズされたのは半年ほど前。結婚するにあたり彼は、泉に東方防衛師団を退団してほしいと訴えてきた。それに対して泉は、考えさせてほしいと答えを先延ばしにしていたのだ。

　啓太は、泉が東方防衛師団の支援課で働くことを交際当初からよく思っていなかった。

　というのも、支援課のマイナスイメージのせいだ。

　国土防衛隊で働く女性のことを、男性隊員専用の娼婦とまで言う人もいて、啓太も報道などで同じような印象を抱いているようだった。

　三年ほど前まで、支援課はかなり隊員の入れ替わりが激しかった。親しくしていた先輩隊員も、男性に対して恐怖を抱くようになり辞めてしまった。なにがあったのか詳しくは聞けなかったが、当時の寮の治安を考えれば想像に難くない。

　マイナスイメージを払拭するのは簡単ではないが、今は二人一組で行動するなどの対策も取られており被害に遭ったことはない、そう言っても彼は納得してくれない。

　啓太が泉を大事に思ってくれているのは理解している。泉だって啓太が大事だ。

　けれど、親がおらず最終学歴が高等学校の泉にとって、国土防衛隊の仕事ほど安定した職業はほかになく、退団する決意はできなかった。

　父が病気で亡くなったのは泉が九歳の頃だった。それがきっかけで生活は一変した。母は最終学歴高等学校卒で、父と結婚してからは専業主婦だった。

　母は泉を育てるために必死に働いたが、暮らしていけるだけの金は稼げず、泉が十二歳のときに過労の末、父のあとを追うようにして亡くなった。

　どうしようもないことだと諦めながらも、家族のいる友人が羨ましかった。自分もいつか家庭を持ちたい。家族を作りたい。それが夢になった。

　ただ、母の苦労を見てきた泉は、プロポーズされてからも簡単に仕事を手放せなかった。父が突然亡くなったように、もしも啓太になにかあったら、と悪いことばかり考えてしまうのだ。

　それでも、啓太からすれば納得できるものではなかったのだろう。

　結婚して一緒に暮らすようになったら、今よりもっと心配になって仕事が手につかなくなるとまで言われ、気持ちは揺れた。

　どちらも譲らなければ、待っているのは別れだけだ。啓太に折れる気がないのなら、自分が折れるしかない。せめて新しい働き口が見つかるまでは待ってほしいと頼むつもりだ。

　転職先はそう簡単には見つからないだろうが、それでも彼をこれ以上悩ませたくなかったし、ようやく掴んだ幸せを手放したくはなかった。啓太と家族になれる。自分の夢がもうすぐ叶うのだから。

　泉は、啓太の住む最寄りの駅で電車を降りると、駅前のスーパーで翌日の朝食用に、パンやスープに使う野菜、卵などを買い、彼の家へと向かった。そのまま泊まることになるから、いつもそうしている。

　彼のマンションの前に着き、二階を見上げた。部屋の電気はついており、泉は急ぎ足でマンションの階段を上がった。

　ドアの前に立ち、チャイムを鳴らすと、すぐに鍵が開けられる。出てきた啓太は、やましいことでもあるかのような顔をして泉から目を逸らした。

「入って」

「あ、うん。お邪魔します」

　玄関で靴を脱ぎ、部屋に入る。

「話があるから、ちょっとそこに座って」

　いつも二人で過ごすリビングではなく、ダイニングテーブルの椅子を引かれる。不思議に思ったものの、真面目な話をするつもりなのだとすぐに察して、彼の言うとおりにした。食材は足下に置いておいた。

「うん」

　泉が座ると、啓太も向かい側に腰かける。普段なら勝手に冷蔵庫を開けて、飲み物を出すところだが、重苦しい雰囲気が漂う中で普段通りに過ごすことはできなかった。

（たぶん、私が、辞める決意ができないと思ってるから、だよね）

　半年も待たせてしまったのを申し訳なく思う。気の重くなる話はさっさと済ませてしまおう。そうすれば、啓太だっていつもみたいに笑顔を見せてくれるはずだ。

「あのね」

「別れてほしい」

　泉が声をかけたと同時に啓太が言った。

　一瞬、なにを言われているのか理解できず、戸惑う。

「え？」

　聞き返すと、啓太は同じ言葉を繰り返した。

「俺と、別れてほしい」

　その口調からは、泉と別れることへの迷いは見えなかった。寂しさや切なさも感じられない。ただ、泉がなにを言ったところで揺るがない決意は感じられた。

　泉がどうすれば歩み寄れるかを模索している間に、啓太は一人で決断してしまっていたらしい。

（三年も付き合ってたのに……こんなものなのかな）

　別れの理由は、泉が国土防衛隊を退団する決意がなかなかできなかったからか。

　しかし、プロポーズをしておいて、そんな簡単に別れを決められるくらい、泉の存在は軽かったのだろうか。泉は一生、啓太と過ごしていく覚悟でいたのに。すると、啓太がさらに言葉を続けた。

「好きな人ができた」

「好きな、人？」

　その理由は予想外だった。

　啓太は泉にプロポーズをしながら、ほかの誰かに恋をしていたのか。もしかしたら、最初から泉と結婚する気なんてなかったのでは、と疑心暗鬼に陥る。

　泉は深いため息をつき、テーブルに視線を落とした。

（どうして？）

　退団する決断をなかなかしなかったから、だめだったのか。それとも、結婚前に泉以上に好きな人ができてしまったのか。気になりはしたが尋ねなかった。

　理由を尋ねたところで、自分のこのもやもやは晴れないとわかっていた。言い訳をしてすっきりするのは啓太だけだ。

「そっか」

　泉はすべてを諦め、俯いた。

「その人と、結婚するの？」

　泉が聞くと、啓太は小さく頷いた。申し訳なさそうで、けれど、どこか泉を責めるような目をしている。

「俺だって……泉と結婚したかった。でも……」

　彼は言おうかどうしようか逡巡するように、テーブルに置いた手を何度も組み直す。

「恋人が国土防衛隊の支援課で働いてるなんて、恥ずかしくて親に言えないだろ」

　啓太は、泉の仕事を恥ずかしいと思っていたのだ。

　それもそうか、と納得してしまう。啓太が、プロポーズの後も泉を両親に紹介してくれなかったのは、国土防衛隊の仕事が理由だったのかと。

「ごめんね、恥ずかしい仕事で」

「お前が、すぐ辞めるって言ってくれてたら」

「そんな簡単に辞められないよ。私には頼る人もいないんだし。働かなきゃ生活できない」

　自分が彼と別れたくなくて、そうしないで済む方法を必死に考えていたのがバカみたいではないか。啓太にとって自分は簡単に切り捨てられる存在だったのに。

「……帰るね」

　泉は立ち上がり、彼に背を向けた。バッグと食材の入ったビニール袋を手に持つ。次の仕事が決まったら国土防衛隊は退団するつもりだったと、今さら口に出したところでもう遅い。

　マンションの階段を下りて、駅へと向かう。買ってきた食材が無駄になってしまった。この重い荷物を持って三十分の距離を歩き、電車に乗りたくない。

「こんなの……いらなかったな」

　泉はマンションのゴミ捨て場にビニールごと置いて、来た道を戻った。荷物を捨てたのに足取りは重かった。

（恥ずかしい仕事かぁ）

　彼の浮気より、支援課の仕事を恥ずかしいと言われたことがショックだった。

　自分の職業を口に出したとき、他人の見る目が変わる。女性からは同情の目。男性からは蔑みの目に。けれど、誰になにを言われても、気にしないように努めてきた。

　必死に頑張っているのを、啓太だけはわかってくれていると思いたかったからだ。

　仕事内容は言ってしまえば家事だけれど、現場で働く隊員たちの衣食住を整えることは、必要不可欠な仕事だと思ってきた。

（そう思われてるって……なんとなく、知ってたけどね）

　啓太は、自分の仕事についてはよく話すのに、泉から仕事の話を聞きたがらなかった。言葉の端々から、支援課の仕事を見下しているのは感じていた。仕事内容が家事だから、ではない。泉が隊員たちの慰み者になっている可能性を常々考えていたのだろう。

　彼をこれ以上悩ませたくないからと退団の決意をした自分はなんと滑稽なのだろう。一緒にいたい、結婚したい、という啓太の言葉を信じていたのに。

　目の前の景色が滲み、手の甲で頬を拭うと、泣いているつもりなどなかったのに、ぼろぼろと涙がこぼれ出ていた。

「家族、ほしかったなぁ」

　か細く震えた声が漏れた。

　孤独感に苛まれそうになる。今、自分がどこかでひとり死んだとしても、泣いてくれる人はいない。このままいなくなったとしても、心配してくれる人も。支援課の同僚たちは、多少は心配してくれるかもしれないが。

（啓太の望んだとおりに、もっと早くに国土防衛隊を辞めていたら……別れようなんて言われなかった？）

　詮方ないことを考えてしまう。

　ああしたらこうしたら、なんて今となってはなんの意味もないのに。

　泉は気づくと、電車を乗り換え、動物園へとやって来ていた。国土防衛隊で働き始めてから、ここへは月に一度は来ていて、何人かのスタッフとも顔見知りだ。

　とっくに閉園時間を過ぎていて、動物園前の広場には誰もいない。ゲートが閉められ、中に入ることは叶わなかった。

　泉は、ゲートの前でぼんやりと佇む。

　ここは、両親との思い出の動物園だ。ここを家族で訪れていたのは父が亡くなるまでだったが、この場所に来ると幸せな頃の記憶をすぐに思い出せる。

　泉は動物と触れ合える「ふれあいコーナー」が好きで、時間が過ぎてもモルモットを放さずに両親を困らせていたものだ。飽きずにもう一回もう一回と言うから、係員にまで覚えられてしまった。

（そういえば……啓太と一緒にここに来たことって、なかったな）

　自分の両親が亡くなったことを彼は知っているが、仕事の話と同様に、家族の話をするといつも困った顔をさせてしまう。だから泉は自然とその話題を避けていた。

　もしかしたら、泉に両親がいないことも、啓太にとっては〝恥ずかしいこと〟だったのかもしれない、と思い至った。

　両親が亡くなったのは自分のせいではないし、国土防衛隊で働いているのは生きるための選択だ。親に顔向けできないような仕事に就いているわけではないのだから、と自分を納得させてきた。

（家族がほしいって……そんなに贅沢な願いなのかな）

　ただ恋愛をして結婚をするだけのことが、こんなにも難しい。好きな相手から言われる〝恥ずかしい〟は、泉の心の深い部分をぐっさりと抉っていた。

















第二章












　啓太と別れ、週末を挟んだ翌週の金曜日。

　数日はかなり失恋を引きずってしまったが、仕事を辞めなくて済んだのだと考えることで少し持ち直した気がする。

　今週は早番のため、洗濯機を回し終えた後、洗濯ものを乾燥機にかけた。間違いのないように乾燥機に部屋番号のプレートをかけておく。

　本来なら洗濯が終わったら、昼食の手伝いに行かなければならないが、今日は彩乃が体調を崩して休んでおり、たまたま厨房当番にも欠勤が出てしまったため、洗濯の当番を一人でこなさなければならず、その時間もなさそうだ。あとは遅番に引き継ぐしかない。

　すると、洗濯室のドアがノックなしに開けられ、陸上防衛課の隊員、早川が中を覗いてきた。昼の休憩にもう隊員が戻ってきているようだ。急がなければ。

「あの、なにか？」

「あんたさ、今週の洗濯当番だろ。俺の徽章預かってないか？　昨日からないんだけど」

　泉は洗濯カゴを置き早川に向き直った。

　早川は徽章をつけたまま洗濯に出す常習者だ。先週、司狼が徽章を届けに行ってくれた相手である。外すのが面倒で支援課の泉たちに預からせている節もあり、困っていた。

「預かっていません。昨日の早川さんの制服に徽章はついていませんでしたよ」

　支援課の早番は、洗濯をする前に徽章やほかのバッジがついていないか、ポケットになにかが入っていないかを確認している。徽章だけではなく、ポケットから小銭が出てきたり、避妊具が出てきたり、よくわからない工具が出てきたりするが、幸い昨日、今日はなにもない。

「いやそんなはずない。俺、昨日、徽章付けたまま洗濯に出したし」

「え？」

　外し忘れたわけではなく、堂々と付けたまま出したと言われ、開いた口が塞がらない。

「べつにいつものことだろ。そっちで外して預かってくれんだから」

「いえ、でも困ります。大事な物でしょう？　万が一なくなったら」

「あんたらがなくさなきゃいい話だ。で、俺の徽章は？」

　早川は泉が持っていると確信しているような口調だ。今週の洗濯当番は自分だから、もし早川が徽章を付けたまま出していれば気づくはずである。徽章はついていなかった。

（チェック……ちゃんとした、はずだよね……）

　言い切られると、本当にそうだったか自信がなくなってくる。けれど、万が一外さずに洗濯したとしても、ピンでしっかりと留められている徽章はそう簡単に外れない。

　昨日も乾燥機をかけた後に洗濯機の中をチェックしたが、なにも入っていなかった。遅番の隊員も洗濯機内をチェックしてくれているはずで、なにも報告は受けていない。

「私は、預かっておりません」

「はっ？　んなはずないだろ」

「本当です」

　泉がきっぱりとそう言うと、早川は目を吊り上げて泉のすぐ近くの壁を強く叩いた。だんっと音がして肩が震える。

「まさかお前、俺の徽章を盗んだんじゃないだろうな？」

「そんなことするわけないじゃないですか！」

「わかんねぇだろ。あれ、マニアには高く売れるらしいし。早く返せよ！」

　耳の近くで怒鳴られて頭がきんきんする。こういった荒事にも慣れたつもりでいたけれど、さすがに一人で対応するのは怖い。

　しまったな、と思う。

　洗濯室にいる間だけでも、支援課のほかの隊員に一緒に来てもらえばよかった。

　二人で行動していれば、もう一方が司狼を呼ぶこともできるのに。

「だから私は預かってません！」

　毅然と返すと、洗濯室のドアの開く音がしてそちらに視線を移す。

「おい、なにをしている？」

　司狼の声はいたく不機嫌そうで、泉と早川を見る目つきも鋭い。

　普段はその声や表情に緊張してしまうのに、今日ばかりは安堵の思いで全身から力が抜けそうだった。

　助かった、と司狼に目を向けると、早川は慌てたように体勢を整え泉から身体を離す。

「いえ、司狼司令補佐官のお手を煩わせるようなことはなにもありません！」

「俺は、なにをしているのかと聞いたんだ」

　凍てつくような声に驚いたのは泉だけではない。早川は褒められる行動ではないと自覚しているのか、悔しそうに唇を噛んだ。

「早川、答えろ。俺には、お前が支援課の隊員を脅しているように見えたが」

　泉は、縋るような目で司狼を仰いだ。泉が言葉を発して、いいことなどなにもない。早川に逆恨みされるのが関の山だ。けれど、早川が言い訳を口にしてそれを司狼が信じてしまう可能性もないわけではなかった。

「違います……この女に徽章を盗まれたから、取り返そうと」

「盗んだ？　証拠はあるのか？」

　司狼の目が冷ややかに泉を見下ろす。自分は警務課で裁かれるような行いをしていない。しっかりと司狼を見つめ返すと、嘆息が聞こえた。

「付けたまま、洗濯に出したので……こいつが持っていると、思いました」

　言い訳がましいと自分でも思ったのか、早川の口は重かった。

「徽章の管理は自己責任だ」

「そうですがっ」

「その責任を支援課の隊員に押しつけるな。たとえ洗濯時に徽章が外れ、どこかに落としたとしても、それは制服に付けっぱなしにしていたお前のせいであり、彼女の責任はどこにもない。先週も俺が部屋に届けに行ったな？　その際も注意したはずだが」

「は、い……失礼、しました」

　早川が頭を下げるが、泉を睨むように見つめてくる。その視線から隠すように司狼が前に立った。

（庇ってくれるんだ……）

　泉の頭は彼の肩甲骨の下にくる。彼が前に立つと、泉などすっぽりと覆い隠されてしまうくらい力強く大きな背中だ。ほかの隊員からは怖がられているが、自分の味方になってくれればこれほど心強い存在もなかった。

（女性だと侮って早川さんみたいに無茶を言う人も多いけど……司狼司令補佐官は、誰に対しても、冷たくもなければ特別優しくもないって感じだった。この人から、見下されてるって思ったこと、そういえば一度もないかも）

　司狼と話したことはほとんどないが、支援課で働く女性が困らないように目を光らせてくれているのは常々感じる。先週、彼が早川に徽章を届けに行ってくれたのも、こちらへの気遣いからだ。

　それに、見た目で威圧感を覚えるものの、頭ごなしに部下を押さえつけているわけではない。ただ、規律を乱す者に対して容赦がないだけだ。

　ふと視線を感じて泉が顔を上げると、司狼がこちらをじっと見下ろしていた。いつもとは違う柔らかい眼差しに見つめられ戸惑う。

（なに……？）

　目が合うとすぐに逸らされ、彼は早川と向き直った。

　そういえば、ここ最近──啓太と別れてから、司狼と視線を交わす頻度が高い。それまでは挨拶以外で言葉を交わしたことも、目が合ったこともないのに。

（また、だ）

　この一週間ほどずっと、視線を感じて振り向くと司狼が立っていたり、昼食や夕食の際に厨房に立っているとじっと見られていたりするのだ。それも、かなり好意的な視線で。ただ、目が合うとすぐに逸らされるのもいつものことだから、職務の一環で見守ってくれているだけだとは思うが。

「早川、もう一度室内を探せ。紛失した場合は始末書だ。その上で、管理棟に行き再交付手続きを取りなさい」

「承知しました！」

　早川が頭を下げて洗濯室を出ていく。

　その後ろ姿を見て、泉はようやくほっと息をついた。

「あの、ありがとうございました」

　後ろから声をかけると、振り返った司狼がどうしてか驚いた顔をして後ずさった。思っていたよりも近い距離にいたから驚いたのだろうか。

　わずかに彼の頬が赤くなっている気がして、あの司狼司令補佐官が女性に照れるはずがないと思いながらも、なんだか妙な雰囲気になってしまう。

「いや……なるべく二人で動くように。いつも一緒にいる女性隊員はどうした？」

　司狼は太い腕で口元を隠し、泉から目を逸らす。

　いつも一緒にいる女性とは彩乃のことだろう。泉は同い年の彩乃とペアを組むことが多い。それにしても、本当によく見てくれているのだと実感する。彼の仕事は、寮内の治安維持だけではないのに。

「今日は体調不良でお休みなんです。たまたま厨房担当でも欠勤が出てしまったので、ヘルプを頼めなくて」

「そうか。今日の仕事はもう終わりか？」

「はい」

　支援課の仕事は洗濯と掃除、厨房担当と分かれているが、厨房は毎日戦争のため洗濯の担当がヘルプに入ることも少なくなかった。

「なら、出口まで送ろう」

　司狼は顎をしゃくり、洗濯室の外を示した。

「そこまでしていただくわけには。私なら、大丈夫ですから」

　泉は戸惑いながらも洗濯室の電気を消して部屋を後にする。

　まさか司狼が送ると言い出すとは思ってもいなかった。支援課の女性は二人行動と決められてはいるが、司狼の目のある第一寮で滅多なことは起きない。それに、女性一人一人にそんなことをしていたら、司狼の身体がいくつあっても足りない。

「俺が心配なだけだ。いいから送られておけ」

　そう言い切られると、断るのも忍びない。泉が頷くと、安心したように司狼の口元が緩んだ──気がした。

（笑った……？　うそ）

　泉は思わず赤くなりそうな頬に両手を押し当て、もう一度そっと司狼の顔を下から窺い見た。だがそこにはいつもの仏頂面があるだけだった。

（たぶん見間違いだよ。角度でそう見えただけ、うん）

　司狼が笑っているところなど見たことがない。しかも送られることを承知しただけで喜ぶなんて。失恋のショックから立ち直ろうとしておかしな幻想を見ているのかもしれない。

「ほら、行くぞ」

　そう声をかけられて、我に返る。

「は、はいっ」

　慌てて頷き、司狼のあとを追った。

　東方防衛師団の敷地は非常に広い。寮は比較的、門の近くにあるが、それでも徒歩で二十分はかかる。訓練場から寮へ戻るとなると数キロの距離になるため、隊員たちは敷地内を車で移動している。

　泉は自家用車を持っておらず、勤務先が寮ということもあり、常に徒歩移動だ。司狼と数十分間、二人きりでなにを話せばいいかと戸惑いながらも、寮を出た。

「たまに夕食で出る牛肉の煮込み料理、あれ美味いよな」

　隣を歩く司狼に言われて驚いた。それは泉が考案した料理だった。

　寮で使用する食材は予算が限られているため、一か月分のメニューをあらかじめ考え、一週間ごとに食材をまとめて発注している。

　レシピは支援課で話し合うのだが、自分の得意料理を提案することはままあった。牛肉と余った根菜を出汁だしで煮込むだけだから、冷蔵庫に余り物しかない金曜日に作ることが多かった。

「実は……私が提案したんです」

「そうなのか。あれ、好きなんだ」

　この人にも料理に好みがあったのか、と泉は目を瞬かせた。

　好みがあって当然なのに、なにを食べても表情を変えないため、支援課の女性の間で密かに「味覚がないのでは」なんて言われていたのだ。

「好き、なんですか？」

「あぁ。君が作っているからかもな」

　ぐぅっと喉の奥からおかしな声が出そうになった。

　そういう意味ではないとわかっているのに、まるで口説かれているような気持ちになってしまい、全身から汗が噴きでてきた。

「そ、そうですか……っ、ありがとうございます」

「ところで」

「は、はいっ！」

　話が変わりそうなことに胸を撫で下ろすと、発した声が裏返った。恥ずかしさで顔を赤らめると、司狼の口元が緩み、目が穏やかに細まった。

「可愛いな」

　夢でも見ているのかもしれない。失恋を忘れるために、あり得ない出来事を夢に見るというショック療法。

　司狼が自分に「可愛い」などと言うわけがないし、司狼はそんな優しげな顔をする人ではない。隊員たちから鬼だと恐れられている東方防衛師団の司令補佐官なのだ。

「あの、ところで、なんでしょう？」

「あぁ……部下の失態のお詫びに、食事でもごちそうさせてくれないか？　さきほど、怖い思いをしただろう？」

「そんなに気を使わないでください！　よくあることですから！」

　泉は手を顔の前でぶんぶん振り、申し出を断る。

　司狼が支援課の女性を気遣ってくれるのはありがたいが、いちいちこんな風に仕事終わりに送ったり、お詫びに食事に誘ったりしていたら、勘違いする人も出てくると思う。

　失恋のショックで恋愛気分ではない自分でさえ、胸をときめかせてしまうくらいだ。彼のようなエリートがわざわざ支援課の女性を好んで選ぶ理由もないから、勘違いなどしないが。

「よくある？」

　なぜだろう。司狼の纏う空気が十度くらい一気に下がったような気がした。なにか叱責されるような間違った発言をしてしまっただろうか。自分の言葉のなにが彼を不機嫌にさせたのかと必死に考える。

「あ、あの、いえっ」

「第一寮であのような行為は滅多にないと思っていたが、俺の目が届かないところで危ない目に？」

　警務課の司令補佐官として見過ごせないと思ったのか。司狼は探るように泉の瞳を覗き込んでくる。

「危ない目には遭っていません。司狼司令補佐官のおかげです。必ず女性二人で行動することというルールを徹底してくださったので、私たちも安心して働けます」

　今日のように男性と洗濯室で二人きりになることなど滅多にない。ただ、通りすがりに身体に触れられる程度の接触は多々あり、悲しいことに自分もそれに慣れてしまっていた。

（胸とかお尻じゃないから、そういうつもりじゃないって言われると、こっちはなにも言えないんだよね）

　肩に手を置かれたり、腕を掴まれたり、頭を撫でられたり。

　それくらいと言えばそれくらいだ。ただ、職場での関わりしかない男性に接触される不快さは、触られた者にしかわからないだろう。

　ちょうど門に着き、泉が「ここで大丈夫です」と口を開きかけたとき、彼が言った。

「では、なぜ〝よくある〟と？」

　司狼は、泉の言い逃れを許してくれなかった。道路沿いにあるガードレールに腰かけて、話すまで帰さないという雰囲気を醸し出している。

　そこまで気になるのだろうか。司令補佐官として責任感が強いにも程がある。女性蔑視は問題だが、ここまで真剣に考えてくれる人はなかなかいない。

「あの……男性からすると、その程度と思われるかもしれませんが……」

「いい。言ってみろ」

「肩とか腕とか頭とかに、触れられることはよくあります」

　泉がそう言うと、どこからかメキッとなにかが割れるような音がした。恐る恐る音のした方を見ると、なんと司狼が掴んだ鉄製の手すりが不自然に曲がっている。

「は？」

　見間違いだろうか。泉が目を擦ると、手すりから手を離した司狼がしまったとばかりにばつの悪い顔をした。

「ほかには？」

　彼は手すりを曲げたことをものの見事に流した。自分が肩に触れられる程度のことなどどうでもよくなってくる。普通、人の力で太い鉄製の手すりは曲がるものではない。

「それだけ、です」

　あまりに司狼が普通だからか。

　自分がおかしいと思うことがおかしいような気がしてくる。

「わかった。君たちが働きやすくなるように考える。我慢しなくていい。いやだと思うことがあったら、すぐに相談してほしい」

「わかり、ました」

「ところで……食事の件だが」

「はい？」

「明日は休みだろ。マンションまで迎えに行く。用意しておいてくれ」

　自宅マンションを聞き出され、驚きのあまり断る理由も見つからず、すらすらと答えてしまう。

　ふたたび食事に誘われたのだと気づいたときには、寮へ戻る司狼の後ろ姿がかなり遠ざかったあとだった。









　なにがどうしてこうなったのか。

　翌日の休日、泉は司狼との食事のため夕方頃、マンションの前で待っていた。

　泉が住んでいるのは住宅街の一角にある六階建てのマンションだ。築年数は十年いっておらず、暮らし始めた当初は新築だった。

　訳がわからないまま食事の約束に頷いてしまったのは、今考えても不覚としか言いようがない。きっと、その直前にあった出来事によるパニックで正常な判断ができていなかったのだろう。それに、泉を食事に誘う司狼が必死に見えて、断れなかったのだ。

（司狼司令補佐官が、どうして私をご飯に誘うの？）

　高等学校を十八歳で卒業し、東方防衛師団で働いて九年目。司狼とは、今まで挨拶以外の会話をしたことがないのに。たまに見られているような気はするが、寮の治安維持に目を光らせていただけだとばかり思っていたのだが。

　昨日の一件で、やはり偶然ではないのではと考えてしまう。

　まさか自分を好きとか──そう考えるたびに勘違いだと否定する。司狼のようなエリートは、事情があって国土防衛隊の支援課でしか働けなかったような女を選びはしないだろう。ただ、理由がわからなかった。

（万が一にもあり得ないけど、もしそうだとしても、今は、新しい恋をしたいって思えないんだよね。この人って思っても浮気するし〝恥ずかしい〟仕事だって思われそうだし）

　両親がいないことや、国土防衛隊で働いていることで見下されるくらいなら、安定したこの仕事にしがみついて一生一人で過ごした方がいい。家族がほしい気持ちはあるが、それよりも安定を望む。

　車の音が聞こえて、顔を上げる。運転席には司狼が座っていた。マンションの前でゆっくりと黒の大型ＳＵＶが停止し、運転席から司狼が降りてくる。

「待たせて悪かった。暑かっただろう」

「いえ、そこまで待っていませんから」

「そうか。では、乗ってくれ」

　助手席のドアが開けられる。彼のような美形にエスコートされると、嬉しいような面映ゆいような気持ちになってしまう。

　司狼の車は、山道でも走れそうなほど車高が高く、大きい。司狼の身体が大きいからか、ゆったりと運転席に座ろうとすると、このサイズしかないのかもしれない。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

　どうしてだろう。泉を見つめる彼の目に熱が籠もっているような気がして、妙に落ち着かなかった。

　シートベルトをすると、すぐに車が発進する。身体の大きな司狼が座っていても窮屈な感じはしない。後部座席は三人掛けで車幅も広く、隣に座る司狼との距離もそれなりにあるのに、車内に二人きりだと思うと緊張してしまう。

「暑かったら、エアコンを好きなように設定してくれ」

　泉の額に滲む汗に気づいたのか、司狼がそう言った。

「すみません、設定温度を下げてもいいですか？」

「あぁ」

　焦るあまり額や背中に恥ずかしいほど汗が滲んでいた。ちょうどよかったとばかりに設定温度を下げると、髪を靡かせるほどの強い風が吹き出し口から出てくる。

「司狼司令補佐官は寒くないですか？」

「俺も暑いくらいだったからちょうどいい。今日は、司令補佐官はやめないか？」

「えっと、なら……なんと呼べば？」

　名前を呼ぶほど気安い関係ではないし、さん付けならいいだろうか。ぐるぐると考えていると、司狼が「そうだな」と呟いた。

「名前で呼んでくれ」

「名前？」

　愕然としながら口を開くと、少しばかり眉を寄せた司狼が続けた。

「俺の名前、知らないか？」

「いえ、存じております。純さん……ですよね」

　泉が彼の名前を口に出した途端、不機嫌そうな表情が一変し、今にも歌い出しそうなほどの機嫌のよさで頷かれる。

（私に名前を呼ばれると嬉しいってこと？　意味がわからない。なんで？）

　この人は本当にあの司狼司令補佐官だろうか。いつもとは別人になってしまったみたいだ。泉は信じがたい気持ちになりながら、仕方なく頷く。彼を名前で呼べるか自信はないが、流されるまま返事をしてしまった。

「あの、そういえば今日って、どこに？」

　行き先は司狼が決めておくというのですべて任せてしまっていたが、手持ちの金で足りるだろうか。心配になって尋ねると、司狼から意外な言葉が返された。

「親族が経営してるレストランがあるんだ。味はたしかだし、雰囲気も悪くない」

「そうですか」

　泉は嘆息し、窓の外を見つめた。

（そういえば……啓太とも、よくドライブしたな）

　プロポーズされて、仕事のことで気まずくなる前は、週に一度は会っていた。付き合いは三年と長くなり、互いの家を行き来するデートが一番多かったけれど、行く当てもなくドライブをするのも楽しかった。

　結婚の話が出る前は、泉の仕事について啓太が苦言を呈することはなかったが、おそらくそれは言い出せなかっただけだろう。

　先週の別れは、既定路線だったのかもしれない。泉が答えを出すのが遅すぎたのだ。

　窓の外をぼんやりと眺めながら三十分ほど車に乗っていただろうか。

　道路の標識さえまともに見ていなかったため周囲を見回すと、地下鉄の駅があった。

　懐かしい雰囲気のある商店街入り口を通り過ぎ、大通りを進むと、近代的なオフィスビルが建ち並ぶ中に、古めかしい商店や個人経営のレストランがちらほらと目につく。さらに住宅街を進んだ先で車が停められた。

「着いたぞ」

「ありがとうございます」

　礼を言って車を降りた。

　目の前にはレンガ造りのような二階建ての建物が建っている。建物は横に広く、壁には煙出しがついており、そこからもくもくと煙が上がっていた。

「こっちだ」

　木製のドアを開けて店内に足を踏み入れる。二階部分を吹き抜けにしており天井が高くなっているため、外から見るよりもずっと広く見える。木の温もりを感じる店内は暖色系の照明で照らされており、天井には壁と同じ色のシーリングファンが取り付けられていた。

　店内はほぼ満席で、女性やカップル客が多いようだ。彼女らの視線が司狼を捉え、続けて彼と一緒にいる泉に突き刺さる。

　案内されたテーブルに座ると、司狼が片手を挙げて誰かに挨拶をする。

「純くん、いらっしゃい」

　テーブルに近づいてきたのは四十代半ばくらいに見える女性だ。目鼻立ちの整った美人だが、間近で見ると目尻に細かいしわが刻まれているから、実際の年齢はもう少し上かもしれない。

「お久しぶりです。貴子たかこさん」

　貴子と呼ばれた女性はふわりと笑みを浮かべて、司狼の肩を叩いた。ずいぶんと気安い間柄らしい。司狼も彼女に触れられてもいやそうな顔をしなかった。職場で司狼の肩を叩いている同僚など見たこともない。どういう関係だろうか。

「ほんとよ。もうちょっと顔を見せてくれてもいいのに。こちらの女性が例の……ね。それにしても純くんが女性を連れてきたのなんて初めてね」

　例の、とはどういう意味だろう。司狼に視線を向けても、その答えはくれなかった。貴子に微笑みを向けられて、小さく頭を下げる。

「ゆっくりしていってね。うちはお任せコースしかないの。苦手な食材やアレルギーがあったら教えてくれる？」

「嫌いなものもアレルギーもありません。なんでも大丈夫です」

「そ、よかった。飲み物はどうする？　純くんは飲まないでしょうけど、気にせず頼んで平気よ？」

「あぁ、好きなものを飲んでいい」

　とはいえ、自分だけ酒を飲むわけにはいかないし、司狼の前で酔っ払いたくもなかったため、泉はフルーツティーを頼んだ。

　注文を伝えるため厨房に行く貴子の背中を見送っていると、目の前から視線を感じる。司狼にじっと見つめられて、それに気づかないふりをして水の入ったグラスを手に取る。

「あの人は、俺の伯母だ。父の兄の妻でここの店長をやっている」

「そうなんですか」

　それ以上会話が広げられない。司狼は困ったように口元を緩めると、泉と同じようにグラスを手に取った。

「君は……どうして今日俺に誘われたのかと戸惑っているだろう？　部下が迷惑をかけたお詫びというのは本当だが、今日誘ったのはそれだけが理由ではない」

　彼は水を一口含むと、ゆっくりと言葉を紡いだ。テーブルに肘をつき、組んだ両手の上に顎を載せている。普段の司狼にこの体勢で見据えられたなら、まるで尋問でもされているような気分になってしまうのだが、こちらを見る彼の目がやたらと優しくて戸惑ってしまう。

「お詫びだけ、じゃないなら、どうしてですか？」

　なにを言われるのかと身構えながら背筋を正す。だが、彼の口から出てきた言葉は、泉が予想しなかったものだった。

「ここ最近、ずっと元気がなかったな。落ち込んでいるように見えた。それに……君からあいつの匂いがしなくなった。もしかして恋人と別れたのか？」

「落ち込んで……え、匂い？　あの？」

　自分の聞き間違いか。匂いがどうとか言われた気がしたが。

「恋人と、別れたのか？」

　どうしてそんなことを聞くのがわからないが、司狼の目は真剣だった。しかしその口調は、泉が恋人と別れたことを確信しているようだ。

「あ、はい……少し前に」

「なにがあった？」

　動揺のせいか、はたまた司狼から感じる妙な圧のせいか、プライベートなことを話す理由はないと突っぱねられなかった。

「……実は」

　料理が来るまでの間、啓太と仕事を辞める辞めないで揉めた結果、別れを告げられたことをすべて白状させられた。

「……たぶん、私に親がいないことも、彼は恥ずかしいって思ってたんでしょうね。普通の人と結婚なんて、私には……高望みだったのかもしれません」

　自嘲的な笑みが漏れた。すると司狼は、痛ましそうに泉を見つめ、組んでいた腕をテーブルにつくと、おもむろに頭を下げた。

「すまない」

「は？　あ、あの!?」

　司狼に謝られる謂れはない。戸惑う泉を余所に、司狼ははっきりとした口調で言った。

「支援課の仕事に、恥ずべきことなんてなにもない。支援課が世間からどう見られているかは知っている。そんな印象を世間に抱かせてしまった……部下を管理できなかった上層部の責任だ。東方防衛師団を預かる司令補佐官として、これから女性隊員のイメージ回復に努めていくと誓う。君たちが働きやすくなるように。もう少しだけ、時間がほしい」

　司狼はそう言って、もう一度頭を下げた。

「あの、司狼司令補佐官のせいじゃありませんから……頭を上げてください！　困ります！　お気持ちはわかりましたからっ」

「ありがとう」

　衆人環視の中、頭を下げるイケメンは非常に目立つのだ。ただでさえ、店に入った瞬間から女性客の目が彼に釘付けになっているというのに。泉は、司狼が頭を上げたことでようやくほっと肩の力を抜いた。

　喋り続け喉が渇いたのと緊張で、グラスの水を一気に飲み干す。

「お待たせしました」

　するとちょうどドリンクと前菜が運ばれてきた。

「純くんは炭酸ね。はい、フルーツティー」

　貴子は司狼の飲み物の好みも知っていたのか、テーブルには泉が頼んだフルーツティーとガス入りのミネラルウォーターの瓶が置かれた。

「ありがとうございます」

　貴子はすぐにテーブルから離れてしまう。できるなら、貴子にもここにいてほしいくらいだ。司狼の真意をはかりかねるため、話していると疲れるのだ。

「食べるか」

「はい、いただきます」

　カトラリーを手に取り、野菜とフルーツが盛りつけられた前菜を一口食べる。

　司狼が味はたしかだと言ったとおり、薄い味付けなのに素材の味が生かされており、いくらでも食べられるくらい美味しかった。

「美味しい」

「口に合ってよかった。それで、さっきの話の続きなんだが」

　先ほどの話には続きがあったようだ。これ以上驚くような話は勘弁してほしい。

「はい」

「俺は、君が好きだ」

「は……」

　驚きのあまり、口を開けたまま固まってしまう。

　回りくどさなど欠片もない。そこまで率直に気持ちを告げられれば、恋愛感情を向けられているのを勘違いだとは言えなかった。

「椎原さんが俺をなんとも思っていないのも、今、困らせているのも理解している。でも俺は……君じゃなきゃだめなんだ。だから、付き合ってほしい」

「すみません。お付き合いは無理です」

　泉は間髪入れずに断った。司狼は東方防衛師団の司令補佐官だ。かたや自分は、支援課勤務の一隊員。立場も身分も違いすぎる。

　泉はイケメンに告白されてラッキーなどと思えるほど楽観的ではなかったし、そもそも、失恋のショックも抜け切らないうちに、ほかの誰かを想えるはずもない。

　しかし、司狼はまるで身を切られたかのように顔を歪ませた。

（なんで……っ!?　泣くの!?　あの司狼司令補佐官が!?）

　やはり夢でも見ているのかもしれない。ほかの隊員から鬼と恐れられているあの司狼が、泉に振られて泣きそうになっているだなんて、誰かに話したとしても誰も信じないだろう。

「わかっている。でも、俺も無理だ」

「はい？」

　彼の返しに不穏な気配を感じて顔を上げると、司狼は熱の籠もった視線をこちらに向けて微笑んだ。思わず胸を打つような綺麗な微笑みに息を呑む。

「君が俺を選んでくれないと困る。椎原さんが俺を受け入れてくれるまで何年でも口説くし、逃げたらどこまででも追いかける。これはそういうものなんだ」

　なにがそういうものなのか。彼の思考は普通ではない。泉には選択肢が与えられていないのに、それを当然だとする考えは到底理解できるものではなかった。

　恋愛なんて微塵も興味ないという顔をしながら、実は危ない男だったなんて。

「逃げたら追いかけるって、怖いです。私は、誰とも付き合うつもりはありません」

「それでも、俺と付き合うつもりになるまで待つだけだ」

「迷惑です！」

　話の通じない相手に対して、泉も意固地になっていた。啓太に「泉が国土防衛隊を辞めないと、結婚はできない」と言われたときのことが脳裏に蘇ってくる。

　司狼も同じなのか。どうしてみんな、泉の気持ちを無視するのだろう。支援課で働いている女性は、男の言いなりになるのが当然だと思っているのか。

　それが、悔しくて悲しい。啓太を好きだったけれど、別れてほっとしたのも事実だ。

　司狼は啓太ではない。それはわかっている。けれど、自分の話を少しも聞いてくれない啓太の姿が目の前にちらつき、啓太にぶつけられなかった怒りを司狼にぶつけてしまう。

「絶対に付き合いません！　あなたなんて好きじゃありませんから」

　そこまで言うつもりはなかった。けれど止められなかった。

「前の男を忘れられないのか？」

　かっと頬に熱が走る。図星を突かれたことの恥ずかしさもあったが、自分の気持ちをかき乱す司狼に対する怒りがますます大きくなっていく。

「その通りです！　三年も付き合った人なんです！　結婚すると思ってた！　そんな簡単にほかの人ってなるわけがないでしょう！」

「そうだな、その男とは三年交際していた。俺にとっては、地獄のような日々だった。ほかの男がいるとわかっていながら、君に対する愛情を抑えられない本能は、まるで獣けもののようだ……苦しかったよ、ずっと」

「は……なんですか、それ」

　司狼がなにを言っているのか、本気でわからない。それでは、三年前からずっと泉を好きでしたと言っているようではないか。

（たしか……司狼司令補佐官が東方防衛師団に来たのって、三年前？　その前は、西方にいたって聞いた。三年前からなんて、まさか）

　泉に一目惚れをしたが、泉には啓太という存在がおりどうにもできなかった、とでも言うつもりなのか。

　先週まで話したこともなかったのに、三年前からずっと好意を持っていたという話を信じられるはずがない。

（でも、啓太のことで司狼司令補佐官に八つ当たりするなんて……上官なのに）

　泉は深く息を吐き出し気持ちを落ち着けると、司狼を見据えた。

「どうして私なんですか？　話したのって、昨日が初めてですよね」

「話なんてしなくてもわかる。君を一目見た時からずっと、いつか来るチャンスを待っていた。君からあの男の匂いがしなくなって、ようやく……ようやくだと思ったんだ」

　熱烈とも言える司狼の思いが怖すぎる。

「さっきから、匂いがどうのって……意味がわかりません」

「休日明けなんて男の匂いしかしなかった。休みの間に俺以外の男に抱かれていたのかと想像すると、苦しくて、憎くてたまらなくなった。その男が許しがたかった。君が纏う香りは俺だけでいいのにと、何度も思った」

「な……っ」

　泉は息を呑み、言葉を詰まらせる。

　彼の言葉の意味を察して、頬に熱が集まってくる。休日に、啓太と過ごすことはままあった。大人の付き合いだ。身体を重ねることだって少なくない。

（匂いでそれがわかったなんて、あるわけないでしょ！）

　司狼に啓太と自分のそういう関係を想像されている。それが不快でたまらない。

　泉は眉を寄せて司狼を睨んだ。睨まれることさえ嬉しいという顔で笑みを返され、もうどうしていいかわからない。

「純くん、彼女を前にしたら無理な話かもしれないけど、あまり興奮しちゃだめよ」

　すると、貴子がワゴンで料理を運び、テーブルにメインの肉料理が並べていく。第三者の介入はありがたかった。ただ、話の内容が内容なだけに、カトラリーを持つ手は止まったままだ。

「そんなの無理に決まってる。今まで抑えてきたんだ。限界だ」

「でも、彼女を怖がらせてる」

　貴子に言われて、司狼は初めて気づいたかのようにはっと目を瞠った。

　そしてテーブルの上で血管が浮きでるほどに強く拳を握ると、深呼吸を繰り返す。

「怖がらせてすまない。ただ、俺が簡単な気持ちで君に好意を持っているわけじゃないということを知ってほしかった。ほかの男になんてもう二度と渡したくない。恋人を作ってもいいと思うときが来たら、俺を選んでほしいんだ。頼む。俺は君だけを生涯愛し続けると、この命に誓うから」

　君だけを生涯愛し続ける、だなんて。まるでお伽噺の番のようではないか。司狼がもし獣人だったら、という話を思い出し、そんなまさかと口元を歪める。

「……」

　泉は、司狼の言葉にどう返せばいいかわからず、切った肉を黙々と口に運びながら考えを巡らせていた。柔らかく煮込まれた牛肉が、口の中でほろほろと崩れていく。美味しいと思うのに、料理に集中できず食べている気がしない。

（生涯、愛し続ける……か。プロポーズしてくれた啓太でさえ、呆気なくほかの女性を選んだのに。一生の恋なんて、口ではなんとでも言えるよね）

　そう思いながらも、彼の真摯な言葉が胸に刺さったのは、親がいなくても、支援課で働いているのを知っていても、泉を好きだと言ってくれたからだ。危ない人だとは思うが、それだけは嬉しかった。

「お気持ちは嬉しく思います。でも、司狼司令補佐官がどうして私を？　一目惚れされるほどの見た目じゃないのは自分が一番よくわかっています」

「俺は、獣人だ。そして君は俺の番なんだ」

「そういう冗談はやめてください」

　泉が思わず鼻で笑うと、困った顔を向けられる。番なんて冗談を言われるくらいなら、まだ一目惚れだと言われた方が信じられるのに。

「冗談じゃない。俺は狼の獣人だ。そして君は俺の番だ。父も俺も見た目は人間と変わらないが、人間より目や鼻、耳がいい。一キロ程度なら君の匂いを追える」

「なに言ってるんですか。司狼司令補佐官が獣人なのは本当だとしても、番なんて、そんなことあるわけないでしょう」

　番の話はお伽噺だろう。そもそもどうやって番だとわかるのか。

　だから、なんの関わりもない泉にこれだけ執着しているのだと聞かされても、はいそうですかと納得できる話ではない。

「あるわけがないとどうして言い切れる？」

「逆に、番だとどうして言い切れるんですか？」

「会えばわかる。そして出会ったら、生涯、番を忘れることはない」

　食事の手はすっかり止まっていた。

　火のない所に煙は立たぬとどこかの国では言うようだし、番についてあるわけがないと完全に否定することはできない。かといって、信じられるだけの根拠もないのだ。

「それで、番だから私を好きだと？　そんな嘘をつけば、失恋したばかりの私を簡単に落とせるとでも思ったんですか？　まぁ本当にそうだったら、お伽噺みたいで素敵だと思いますが、信じられません」

　泉の言葉に司狼が自嘲的に笑った。

「素敵か。あぁ、そうか……番の話は、そういう風に人々の間で解釈されているんだな」

　司狼は苦しげに眉を寄せながら、重苦しいため息をついて言った。

「そんなにいいものではない。番を見つけた獣人のほとんどが、生涯、実らぬ恋情に苦しむこととなる」

「どういう、意味ですか？」

　彼が獣人だという話も、番の話も信じたわけではなかった。ただ、真剣な面持ちで沈んだ顔を見せる彼の話を、少しは聞いてもいいかと思っただけだ。

「そもそも、獣人が番を見つける確率は低く、一千万分の一と言われている。だからほとんどの獣人は、自分の番を探しはせず、人間と同じように相性のいい相手を見つけて恋愛をして結婚をする。もちろん結婚しない者もいる。だが、どんな選択をしても、番に出会ってしまったら、もう番しか愛せなくなる」

「それって」

　生涯、番を忘れることはない。もうほかの誰かを愛することはできない。ならば、結婚した後に番に出会ってしまったらどうなるのだろう。

　司狼は、神妙な面持ちをする泉に気づいたのか肯定するように頷くと、感情のこもらない口調で話を続けた。

「そうだ。もし結婚した後に番を見つけてしまったら、どちらにとっても不幸でしかない。相手に情があればあるほど、本能に抗えない自分に苦しむこととなる」

　司狼が誰かと結婚していて、そのあとに番である自分と出会ったら。結婚相手と番、どちらを取るかなど明白だ。番と出会った獣人は、番しか愛せないのだから。

　たしかにそれは不幸でしかない。

「番が、自分よりも五十も年上だったら。生まれたばかりの赤子だったら。そもそも番に出会うこと自体が奇跡のような話だ。それでもいないわけじゃない。だが……年齢が近く、パートナーのいない番に出会えるのは、奇跡だ」

「あの……もし、パートナーのいる番に出会ってしまったら……どうするんですか？」

　泉が恐る恐る聞くと、司狼は自嘲的な笑みを浮かべながら、遠くを見つめた。

「番のパートナーを殺す」

「……っ」

　彼の殺気に当てられ、恐怖で全身が震えた。

　口の中がからからに乾き、唇が張りついて、吐く息さえも細かく震えた。もう、獣人の話も、番の話も冗談だと茶化す気にもなれなかった。

　そんな泉の恐怖に気づいたのか、司狼が頭を軽く振り、茶化すような口調で続けた。

「うそだ。この国でそんなことをしたら捕まるだろう」

　うそだと言ったけれど、彼の目に本気の色を感じて、恐怖で身が竦む。

「君を怖がらせたかったわけじゃない。ただ……自分から番を奪う相手を、殺したいくらい疎ましく思うという話だ。番を前にした獣人は、理性よりも本能が勝ってしまうから」

　彼の話のすべてを信じられるわけではない。だが、もしこれが嘘だとしたらとんでもないペテン師だ。しかし、番についてこれだけ詳しく、まるで自分のことのように語れるのは、この話が本当だからではないのか。

　もし本当だとして、泉は彼を受け入れられるのか。答えは否だ。

　啓太が獣人で、自分が番だと言われたなら、喜んでその手を取ったかもしれない。

　けれど、好きでもない人から好意を向けられてもやはり迷惑でしかない。たとえ目を瞠るほどの美形であろうが、自分が好きになれなければ。

（司狼司令補佐官は美形だし、エリートだし、結婚相手って考えるなら引く手数多だろうけど、番の話が本当だったらよけいに付き合えない。だって、私はまだ、啓太のこと）

　啓太とやり直したい思いはなくとも、彼と過ごした三年間をすぐになかったことにはできなかった。別れて気持ちが冷めたわけではないのだ。

「三年前、東方防衛師団に配属され、第一寮の視察に来た際、君に出会った。それからずっと、俺はこの恋に溺れ続けている。君を見ているだけで気持ちが高揚し、目が離せなくなる。君の声を聞けば、ほかのどの音も雑音にしか聞こえなくなる。君の指先に少し触れただけで、狂おしいくらいの喜びに包まれる。こんな衝動を覚えるのは、番を相手にしたときだけなんだ」

　まるで乞うように伸ばされた手を、泉は咄嗟に拒絶できなかった。

「……っ」

　人差し指の先端をそっとすくうように持ち上げられた。

（どうして、そんな嬉しいって顔……）

　ほんの少し指先に触れているだけなのに、極上の幸福に満たされたかのような顔をしないでほしい。彼を好きになれないことを申し訳なく思ってしまう。

「触れてすまなかった。三年間、我慢していたから……抑えられなかった」

　名残惜しそうに指先が離れていく。手に触れるくらい、大したことでもないのに。

（あぁ……そっか、だからあのとき……あんなに怒ってたの？）

　男性隊員とのいざこざなどよくあることだ、と泉が言ったとき。頭を撫でられたり、肩に触れられたりすると彼に話すと、殺気立った目をした。

　自分がそう簡単に触れられないのに、ほかの男が気軽に触れていると知って平静でいられなかったのかもしれない。

「それくらい、大丈夫です」

　もっとぐいぐいくる男なんていくらでもいる。それこそ、支援課で働いていると、相手にするのは男性隊員ばかりだ。下ネタを流すのも日常茶飯事だし、手どころか肩を組まれることだって頻繁にあった。

（三年も我慢して……指に触るだけって）

　そういえば司狼からは、そういうセクハラを受けたことが一度もない。本能で自分を求めているなら、触れたいと思っていたはずなのに。

「どうして、今までは……話しかけてこなかったんですか？」

　彼は男だ。強引に身体を奪うことだってできたはずだ。既成事実を作られたら、啓太への申し訳なさで別れていたかもしれないのに。

「君には恋人がいると匂いでわかったし、近くにいたら強引にでも自分のものにしていたかもしれない。俺は……君を不幸にしたくなかった」

　君を不幸にしたくなかった──そう言われて、ようやく彼が今までなんの行動も起こさなかった理由を察した。本能を抑え我慢し続けていたことも。強引に奪って手に入れようとまではしなかった。それが、泉の幸せを考えていたから、なんて。

（そこまで……私を好きだってこと？）

　自分は啓太をそこまで愛していただろうか。啓太は自分をそこまで愛してくれていただろうか。おそらく泉は、それほどの感情は持っていなかった。

　泉は家族がほしかった。この人なら家族になってくれると思って恋人になった。打算があってのことだ。こんなに深い愛情を、自分は知らない。

「もし、私が啓太と別れなかったら、どうするつもりだったんですか？」

　泉が聞くと、傷ついた顔を向けられる。

「待つことしか、できない」

　そんな風に悲しい顔をしないでほしい。

　なにも知らなければ、考えなくて済んだのに。番と出会ってしまった獣人こそ不幸ではないか。狂おしい恋に溺れて忘れることもできないなんて。

　本能を抑えきれない恋情がどれほどのものなのか、泉にはまったく理解できない。ただ、司狼の不幸が自分と出会った瞬間に始まったのだと知ると、彼に同情したくなる。

「料理がすっかり冷めてしまったな。新しいものを頼もう」

「いえ……大丈夫です」

　泉はフォークとナイフを手にして、冷えた肉を切り口に運んだ。なにを食べても、きっと味などわからない。

　断る以外の選択肢が見つけられない。けれど、はっきりと拒絶することもできない。泉は、司狼と話を続けることも憂鬱で無言で食事を進めた。

「そうか」

　司狼も同じように冷えて硬くなった肉を切り分けた。

　泉が考え込んでいるのがわかったのか、司狼も話しかけてこなかった。

　無言のまま重苦しい時間が過ぎていく。その間も、司狼の話がめまぐるしく脳内を駆け巡る。そうして最後のデザートが運ばれてきた。

　デザートは夏らしくシャーベットの盛り合わせ。それを一口食べると、清涼感が口の中いっぱいに広がる。最後まで司狼とは気まずいままではあったが、食事は十分すぎるほど美味しかった。

「ここの料理、全部……美味しかったです」

　泉が礼を言うと、安堵したように苦笑が返される。

「楽しい食事……とはいかなかったな。すまない」

「謝らないでください。べつに、司狼さんのせいでは」

　番が獣人という種族の体質的なものなら、誰のせいでもない。

　ただ、どれだけの偶然が重なれば、そんな奇跡のような出会いが起こりえるのかと考えてしまっただけだ。

　自分が就職先に国土防衛隊を選んでいなければ。自分の配属先が東方防衛師団の第一寮ではなかったら、きっと司狼とは出会わなかった。

「椎原さん」

「は、はい」

「君の気を重くしてしまうだけだと承知しているが、あえて言う。俺は君を諦められない。番とはそういうものだと思ってほしい」

　諦められないと言われても、無理なものは無理だ。

　司狼から話を聞いて理解はした。泉はそもそも獣人を知らない。だから本当の意味で理解できてはいないのだろうが、獣人の番に対する執着心の大きさはわかった。

　それでも、司狼は上官でしかない。忌避感はないし、美形に言い寄られればそれなりに嬉しくは思う。司狼の状況に同情もする。けれど、それだけなのだ。

「答えは、変わりません」

「君がまたほかの男のものになるのを、俺に指を咥えて見ていろと言うのか？　俺は、君以外を愛せないのに？」

「でも……司狼さんを、好きになれるか、わかりません」

「今は、それでいい」

　泣きそうな顔で告げられて言葉に詰まる。

　彼の気持ちを受け入れられない自分が悪いみたいではないか。

（この人は、私以外を愛さない。そんなことを言われても……私が、好きになれなかったらどうするの。司狼さんを、もっと傷つけることになるんだよ？）

　どれだけ見目麗しい外見をしていようとも、どれだけ優しい性格をしていようとも、その人を好きになれるとは限らない。恋心とはままならないものだ。

「それに、別れたと言っても、そんな簡単に忘れられるものじゃないんです」

「まだ、その男が好きなのか？」

　泉が躊躇しながらも頷くと、司狼が手に持っていたグラスが粉々に砕け散った。テーブルに残っていた水が広がり、泉はタオルで慌てて拭く。

「わかってる……わかっているが、無理だ」

　司狼がぼそりと呟いた。

　彼の手のひらに血が滲み、テーブルにぽたぽたと滴り落ちた。彼は肩で息をしながら、必死で怒りを静めようとしている。

「血が……っ」

　泉がバッグから取り出したハンカチを慌てて差し出すと、司狼はそれを断り、自分のハンカチを手に巻いた。

「あらあら派手にやったわね。そんなに怒らないのよ」

　貴子がやってきて、彼の割ったグラスを手早く片付けた。

　そして新しいグラスをテーブルに置く。

「勝手だとは思うけど、あまり追い詰めないであげて」

　貴子は、去り際に小さな呟きを残した。申し訳なさそうな貴子の表情で初めて気づく。貴子は知っていたのだ。泉が司狼の番であることを。

　番の執着は、獣人が一方的に相手に対して感じるものだ。そこには、番とされてしまった相手の気持ちなどいっさい考慮されていない。

　いくら泉がいやだと拒否しようと、司狼の番であることは変わらない。泉の言葉一つでこんなにも簡単に、あの鬼だと恐れられている男が苦しむのだ。

「ごめんなさい」

「いや、こんなことくらいで、動揺する俺が悪い。すまない。離れていればまだマシなんだが、近くにいればいるほど抑えるのが難しい」

「私が……ほかの寮に異動すれば、苦しまずに済みますか？」

　司狼は緩く首を振った。

「たしかに……君と出会わなければ、と思ったこともある。でも今は、苦しみだけではないとわかったから。こうして一緒にいられるだけで、幸せなんだ。俺と同じだけの気持ちを返してほしいとは思っていない」

「そう、ですか」

　泉は肩を落としたまま、それ以上なにも言えなかった。

　司狼はその間に精算を済ませて、席を立つ。

「そろそろ出よう」

「あ、お金」

　慌てて椅子の後ろに置いた自分のバッグを手にすると、財布を出すのを手で制される。

「怖がらせた詫びだと言ったはずだ」

「すみません……ごちそうさまでした」

　ようやく司狼と過ごす時間が終わったと胸を撫で下ろした。

　彼を忌避する気持ちはないが、かといって急に恋愛感情を持てるはずもない。ただ、失恋のショックはずいぶんとマシになっている。

　それは間違いなく司狼のおかげだ。気持ちを返せはしないけれど、自分の仕事を認めて、家族がいないことも気にせず愛してくれる人がいる。そのことが嬉しかったのだ。

「家まで送る」

　車の助手席に乗り込むと、エンジンをかけながら司狼が言った。泉が断ったとしても、彼は固持して譲らないだろう。

「ありがとうございます」

　それきり会話はなく、車内にはエンジン音だけが響いている。

　彼の想いを知った今、あとは自分次第だ。すぐに答えを出せるような話ではなくとも、考えなければならない。

（どうすればいいの……受け入れる覚悟なんてないよ）

　泉は、司狼の端整な横顔を覗き見て、ため息を漏らしたのだった。

















第三章












　司狼とのデートから一週間と少し経つ。

　現在、朝の四時三十分。日が昇り、空が明るくなり始めた。凍えるように寒い冬の朝と違い、夏のこの時間は涼しくていい。

　泉は出勤の支度を終えて、マンションを出た。

（またいるし……もう）

　マンションのエントランス近くに背の高い男性が立っている。

「おはよう」

「おはようございます」

　先々週のデートの日から、司狼はこうして毎日のように泉の送迎をしている。

　何度断っても番だからと押し切られ、正直、これではまるでストーカーではないかと思う。今週は早番だと司狼に教えた覚えもないのに、この時間にマンション前にいるということは……。

「偶然かと思ってましたけど、私の勤務表をチェックしてますね」

　司令補佐官である司狼が、支援課の勤務表を手に入れるのはたやすいだろう。毎月、支援課の部隊長の下に提出されている勤務表を見せてほしいと言えばいいだけだ。警務課は各課の監査も業務の一環だ。司狼の立場を考えると、どの課も協力的なのは間違いない。

（私が、司令補佐官に待ち伏せされてるなんて思わないだろうしね）

　自分と司令補佐官である司狼、なにか問題を起こせば切られるのは自分の方だ。支援課の一隊員でしかない泉が司令補佐官を諫めることなどできるはずもなかった。

　隊内で起こった犯罪を取り締まるのも警務課の仕事のはずなのに、その警務課の部隊長が万が一ストーカー行為に及んだ場合は誰に助けを求めていいのやら。

「公私混同だとわかっている。ただ、少しでも一緒にいたい」

　司狼は眉を下げ、苦笑交じりに言った。

　そう言われてしまうと、仕方がないかと許容してしまう自分もいて困ったものだ。迷惑に違いないが、自分と出会わなければ司狼がこうなることもなかったのにと思うと、そこまで冷たくもなれない。

（ほかの人の前では、もっと威圧感丸出しのくせに）

　この人のこんなに弱り切った姿を見たことがあるのは自分だけだろう。強引なのに、その強引さを恥じているようでもある。抗いがたい欲求と闘っているような。

　獣人が番を求めるのは本能らしい。本能ならば、べつに司狼は自分を好きなわけではないのだ。本能だから、抗えないから、泉を求めているだけで。

　それは恋愛感情とは言わないだろう。

（べつに、恋愛感情があってほしいわけじゃないけど）

　本能だからと言われると、好きではないが仕方なく付き纏っていると言われているようで、告白をしてもいないのに振られているような複雑な気分になるのだ。

　とりあえず、迷惑だと言っても諦めてくれるわけではないので、泉は放置することにした。

　幸い……と言っていいのか、強引に身体を求めてくるわけでもなく、付き纏われている以外に害はない。

「こんな時間に起きてたら、寝不足になりますよ？」

「心配してくれるのか？」

　泉が言うと、司狼の顔に喜色が浮かぶ。

　司狼の勤務は隊内で重大な事件でも起こらないかぎりは日勤だ。隊員の起床は六時である。あと一時間強は寝られるのに、泉の早番の出勤時間に合わせていたら身が持たない。

「違います。私に付き纏っているせいで仕事に影響が出たら、周りに迷惑でしょう？」

　冷ややかな視線を送りつつ告げるが、司狼はまるで意に介した様子もなく頷いた。

「そうだな。君が早番のときは、早めに就寝する」

「付き纏わないでくれるのが、一番だと思います」

「それは無理だ。君は俺の番だから」

　番だから。やはりそうなのだ。

　泉自身にはなんの価値もない。ただ、番だから一緒にいたいと思っているだけ。

「そうですか」

　何度目かわからない会話をして、東方防衛師団に向かい歩き出すと、少し後ろを司狼がついてくる。

　本人は護衛のつもりのようだが、ただの一般人である自分に護衛は必要ないし、職場までは歩いて十五分の距離だ。特になにも話すこともなく歩いていると、ランニング中の男性とすれ違う。

　名前は知らないが、早番のときはたまに顔を合わせる相手だ。

「おはよう。いってらっしゃい」

「おはようございます。いってきます」

　男性は司狼をちらりと見てぎょっとした顔をすると、泉にいつものように挨拶するとすぐに立ち去っていった。泉も歩き出そうとすると、後ろから腕を掴まれる。

「今の男は？」

「え、ただの顔見知りですけど？」

　不機嫌な司狼の顔を見て察した。おそらく司狼は、男性を威嚇していたのだと。

　泉が男性に挨拶をしただけで、彼の心は揺れるらしい。

　番の執着心というのは相当なものだ。これが自分の身に起こったことでないのなら、愛されていて羨ましいと思ったかもしれない。

「そうか」

　司狼がほっとした顔を見せた。

　告白を断ろうが冷たくしようが、司狼は泉から離れるつもりはない。泉が受け入れるしかないのだろうか。









　その翌日は休日で、泉は食材の買い出しに出かけるため、朝早くから準備をしていた。

　買うものをメモして、部屋を出る。マンションのエントランスを抜けて駐輪場に向かう途中、入り口近くに司狼が立っているのが見えた。

「おはよう」

　彼は泉の姿を見て、頬を緩めた。

（休日まで……もう）

　司狼の顔はやや赤くなっていた。マンションの前で何時間待っていたのだろうか。

「おはようございます。今日は休みですよ？」

　職場の近くに家を借りてしまったことを今さら後悔するが、多少離れていたとしても司狼なら通ってきそうだ。

「椎原さんに会いに来た」

「私が出てこなかったらどうするんですか。せめて、連絡してから来てくれませんか？」

　休日にマンションの前で何時間も待たれていたら、気になって仕方がない。この暑さの中、ずっと外にいるなんて自殺行為である。

「連絡先を教えてくれるのか？」

　そういえば、司狼とは連絡先の交換さえしていない。だからマンションの前で待ち伏せするしかなかったのだと気づいて、渋々頷いた。

　ずっと待たれているより、連絡があった方がまだマシだ。

「連絡先くらいならいいですよ。でも、一日何十件もメッセージとか送られるのは困りますけど」

　だんだんと司狼に絆されているような気がしないでもない。

「ここに来る前はメッセージを入れる。あと、一日一回で我慢するから、君の声が聞きたい。電話をしてもいいか？」

「一回くらいなら……」

　彼の行動に慣れてしまっている自分が怖い。

　泉は携帯電話を取り出して、司狼と番号を交換した。司狼純の名前が登録されるのを不思議な気持ちで眺めてしまう。

「ありがとう。ところで、今から出かけるのか？」

「はい、食材の買い出しに」

　携帯電話をバッグにしまって言うと、司狼は周囲を見回して「車は？」と尋ねた。

「車なんて持ってないですよ。歩きです。近いですし」

「荷物が重いだろう。なら、俺も一緒に行く」

　堂々とついてくる宣言をされるが、すでにいろいろと諦めの境地である。

　滅茶滅茶な言い分で泉に近づいてきたくせに強引に距離を詰めてこない。今すぐに一緒に暮らしたいだとか、結婚してほしいだとか、そういう無理を言われているわけではないから、こちらもそれくらいならと許容してしまう。

「一緒に来てくれるなら、重い物も買っていいですか？」

「もちろんだ。君の役に立てるなら嬉しい」

　向けられるのはひたすら純粋な厚意だ。これでは自分が彼を手のひらで転がしているような気分になるではないか。事実そうなのかもしれないが。

　二人並んでスーパーマーケットまでの道を歩く。途中、車道近くを歩く際、さりげなく車道側を歩いてくれる。

（でも、この人……強引にどころか、全然、私に触ってこないよね）

　あのデートの夜だって、触れたのは指先だけだった。寮に住むほかの隊員は、下心のあるなしにかかわらず、わりと気安く支援課の女性に近づいてくるのに。

　それを言えば司狼がまた怒りそうだから口には出さないが、そこまで泉を好きでいてくれるなら、強引に触れてきても良さそうなものだ。

　自分を見る司狼の目は、確実に劣情を孕んでいる。それなのに彼は、少しの触れあいさえ躊躇ためらっているような気がした。

「あの……司狼さんは、結局、私にどうしてほしいんですか？」

　泉が聞くと、司狼は迷う間すらなく口を開いた。

「番になってほしい」

　恋人になってほしい……という言葉を想像していた泉は面食らう。彼の番であることからは逃げられないのではなかったのか。

「すでに番なんでしょう？」

「そうじゃない。俺の番であることを受け入れてほしい、と言うべきか。たとえば〝恋人〟〝夫婦〟そんなものよりも、もっと固い絆で結ばれるのが〝番〟だ。今は、俺からの一方通行だろう？」

「私が受け入れたら、なにか変わるんですか？」

　司狼と同じくらい強い気持ちで彼を愛するのは難しい。彼を嫌っているわけではなくとも、恋愛感情すらないのに。

　ただ、彼が泉に求めているのはただ交際を受け入れることではないような気がした。

「気持ちの問題だ。ただ、俺が嬉しい」

　心底嬉しそうに笑うから、困る。

　泉が困った顔を見せると、切なそうに目が細められた。だから、そんな顔をしないでほしい。情で流されてしまいそうになるではないか。

「先週も言っただろう。今は、一緒にいられるだけでいいと。迷惑に感じたらそう言ってくれ。多少は我慢できるから。ただ……ほかの男と関わるのだけはやめてくれないか。悪いが、こうして話している今は自分を制御できる自信がないんだ。身勝手な言い分だが、俺以外の男と触れられるような距離で接しないでほしい」

「三年も我慢できていたのに、ですか？」

「三年間我慢し続けてきたからこそ、だ。同じことがもう一度あったら、耐えられない」

　自分勝手だと思うのに、そんな風に切実に言われたら頷くしかなくなってしまう。彼自身も、自分の本能に抗えず苦しんでいる。それが何度となく伝わってくる。

「誰かと付き合おうって気持ちがないので、男性に近づくなんてあり得ません」

　司狼とこうして過ごすようになって、番という本能に振り回されている司狼を見ると、啓太を好きだった自分の気持ちがひどく軽いものに思えてきた。

　今となっては、本当に好きだったのかさえ自信がない。司狼のような狂おしいほどの感情を啓太に抱いたことはなかった。

　別れ話をされてもすんなり受け入れてしまったのがその証拠。

　啓太も同じだ。泉に親がいなくても、国土防衛隊の支援課で働いていても、それを乗り越えて幸せになりたいと願うほどには自分を好きではなかったのだろう。

「そうか」

　司狼は目に見えてほっとした様子で息を吐いた。

　スーパーマーケットに着き、カートにカゴをセットして野菜コーナーへと向かった。横から腕が伸びてきてカートを奪われる。

　その際に司狼と腕が触れてしまい、謝ろうと口を開きかけたところで、頬を赤らめた彼の顔が視界に飛び込んでくる。

「すまない」

　司狼は気まずそうに泉から距離を取って歩き出した。

（こんな見た目で純情……とか、あり得ない、よね？）

　レストランでは、指先に触れただけで嬉しそうな顔をしていた。あながち自分の想像は間違っていないような気がしてくる。

（でも、なにもそんなに離れて歩かなくても。なんだか避けられてるみたいだし）

　もしかしたら、泉になるべく触れないようにしてくれているのかもしれないが、離れているため、いちいち選んだ商品を司狼のもとまで持っていかなければならない。

（べつに、それくらいならいいのに）

　多少、手や腕が触れるくらいでいやだとは思わない。そう思う自分は、司狼に流されかけているのかもしれない。

「あの、司狼さん……ちょっと」

　泉はカートを押す彼の腕にそっと触れた。買いたい野菜があったから、立ち止まってほしかったのだ。

　腕というより服だったが、それでも彼の動揺はかなりのものだったようで、ぎょっとしたように目を見開き、後ずさった。

（そこまで!?）

　彼に距離を取られていたからといって、傷つく理由はない。べつに触れてほしいわけでもないし、恋愛感情だってないのだから。それなのに、そんな風に拒絶されるとなんだか無性にイライラして仕方がない。

「どうした？　急に」

　司狼は警戒するように泉と一メートルほど距離を開けている。そんな彼の態度にさらに苛立ちが増す。自分がショックを受けている事実に気づきたくなかった。

「なんでもないです」

　泉は司狼を無視して、ずんずんと先に進んだ。肉や魚を手に取り、無言でカゴに入れていった。だが、苛立ちとなんだかよくわからない焦りで周りをよく見ていなかったのか、前から歩いてきた男性にぶつかりそうになった。その瞬間、腕を掴まれ、引き寄せられる。

「あっ……すみません」

　目の前の男性に謝り、背後から泉を抱えるように腕を回す司狼に視線を送る。不思議と先ほどまでの苛立ちは落ち着いているのだが、今度は言いようのない焦りに襲われる。

「なんで、抱き締めるんですか？」

「ほかの男に触れさせるなと言ったよな」

　耳元で聞こえてきた司狼の声に安堵する自分がおかしかった。もう男性は通り過ぎている。けれど、肩を抱えるように回された腕はなかなか離れていかない。それにしても、彼に対して少しも忌避感がないのはなぜだろう。

「ぶつかりそうになっただけです」

「俺が、君に触れるのをこれほど我慢しているのに？　意地悪なことを言う」

　彼の言葉に胸を高鳴らせているのは。我慢だと言われ、ならよかったと胸を撫で下ろしているのは、どうしてなのか。

（それじゃあ……触れてほしいみたい）

　迷惑だと言いながらも、彼の好意を当然のものとして享受している自分に気づくと、とてつもなく恥ずかしい。司狼が自分を好きでいることにほっとしているなんて。

「司狼さん」

「なんだ」

　ぐっとさらに強く腕の力を込められて、苦しさに眉を寄せた。通路の一角でたまたま人がいないとはいえ、いつ誰に見られるかわからないのに。

「あの、人が見てます」

「君の近くにいると、触れたくなる気持ちが抑えられない。だから……触れないようにしてる。こうなるって、わかっていたから」

　彼の呼吸は荒々しく、背中に触れた胸元からは激しい鼓動が伝わってきた。首元に吐く息がかかり、くすぐったさで身を捩る。すると、シャツを無理矢理押し下げるように肩を露わにされ、そこに唇が触れた。

「ん……っ」

　口づけなどでない。荒っぽく肩に噛みつかれて、焼けつくような痛みが走る。けれど、それだけではなかった。彼の舌が触れると、甘い疼きが背中を這い上がってきて、とても落ち着いてはいられなくなる。気持ち良いと感じている自分を認めたくなかった。

「い、たっ……ん、ちょっと、やめて、くださいっ」

　腕を突っ張り、勢いよく彼の足を踏んづけた。

　だんっとその場で音がして、ようやく我に返ったのか、司狼が腕を放した。

「はぁ……っ、は」

　司狼は肩で息をしながら、手のひらで顔を覆った。

　その間に泉は、ずり下がったシャツを直し、身なりを整える。

　足を踏んだことを謝るつもりはなかったが、彼を煽ったのは自分だという自覚もある。

「すまない。いやな思いをさせた」

「べつに、いいです。自分では、どうしようもないんでしょう？」

　そうだ、それも本能なのだ。恋愛感情などではなく、食欲や性欲と同じ。触れられる距離に番がいたら触れたくなるという本能。飢えた獣の前に食事を置くようなもの。そう思うと、胸の中でぐるぐると渦巻いていた不可思議な感情がすっと消えていく。

「だからと言って、していいことではない」

　司狼は落胆しきった声色で言った。どうやら本気で落ち込んでいるらしく、肩を落とし、一歩、二歩と泉から離れようとする。

「ちょっと待ってください」

　泉は今度こそ、彼の腕をしっかりと掴んで、それを引き留めた。

「俺に、触らない方がいい。さっきみたいなことになりたくないだろう？」

「それって、我慢しすぎているから爆発するんじゃないんですか？」

　考えて口にしたわけではなかった。ただ、また距離を取られるのはいやだっただけで。

　口に出してから後悔する。それではまるで、司狼に触れられてもいいと言っているようではないか。

（そういうんじゃなくて、ただ私は……）

　苦しそうな顔をする司狼を見ていられなくなった。本能に振り回される彼を哀れに思っただけだ。泉のせいではないにしても、自分が原因なのは間違いないのだから。

「離してくれ。触れていると、我慢できなくなる」

「いや、です」

　泉の手から逃れようとする司狼を無視し、力の限りぎゅうっと袖を掴んだ。さすがに番の手を乱暴に振り払えないらしく、困った顔をする。

「司狼さんは、今、なにを我慢してるんですか？」

　司狼は欲望を抑え込みすぎだと思う。すぐに性的な関係を持ちたいというわけではないだろう。きっと彼の望みはそんなことではないと確信していた。

「触れられると、自分から、触れたくなる」

　顔を赤らめる彼を可愛い、なんて思ってしまう。普段、寮で見る司狼と違いすぎる。この顔を見たことがあるのは自分だけ。そう考えると、なにやら満たされた心地にもなる。

「いいですよ」

　泉は嘆息し、カートを押す彼の手をそっと掴んだ。さすがに指は絡めなかったが、彼の反応は顕著だった。

「片手じゃ……カート押しにくいですか？」

　窺うように真下から司狼を見ると、参ったと言わんばかりに顔を隠し、項垂れてしまう。

「好きでもない男と、手を繋ぐなよ」

　苦しそうに息を吐き切りながら司狼が言う。

「嫌いじゃ、ありません」

「は？」

　司狼の間の抜けた顔など初めて見たかもしれない。

「ふふ」

　泉はしてやったりと口元を緩めて笑うと、掴んだ手に力を込めた。

「だから、嫌いじゃありません……今は、それでもいいですか？」

　彼を受け入れられるわけではない。交際を始めるわけでも。ただ、今の自分の気持ちを素直に言うのなら「嫌いじゃない」だっただけ。

　わりと勇気を出して言った一言だったのだが、司狼は壊れたおもちゃのように微動だにせず、よくよく見ると瞬きさえしていない。

　大丈夫だろうかと顔を覗き込み、目の前で手を振った。

「司狼さーん？」

　呼びかけて我に返ったのか、司狼が泣きそうに目を細める。

「どうかしましたか？」

「君が……」

　司狼の発した声は震えていた。先週から、彼の意外な面ばかり見ているからか、もうこの程度では驚かなくなってしまった。表情を見る限り、傷ついているわけではなさそうだ。

「はい」

「俺に、笑いかけてくれたのが……信じがたくて」
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　そんなことで、これほど喜んでくれるのか。泉は、言いようのない胸の苦しさを覚えて、いったいこの感情はなんなのかと戸惑った。

　諦められないからそういうものだと思えとか、ほかの男には近づくなとか、彼の言い分は身勝手なものばかりだ。

　それなのに、獣人である彼の心の脆さを知ったからなのか、司狼への情のようなものがたしかに芽生えてしまっている。これではもう、彼を拒絶できない。

「楽しければ、笑うくらいします」

「ん」

　はにかむように口角をほんの少し上げて、ふわりと微笑まれる。

（ん、って、なに、可愛い……もうっ、本当に、勘弁して！）

　ぶわっと顔中に熱が集まってきて彼の顔を直視できない。真っ赤になったであろう頬を見られたくなくて視線を落とすと、繋いだ手を引き寄せられ顔を覗き込まれる。

「具合でも悪いのか？　顔が赤い」

　手の甲で頬に触れられ、ますます熱が籠もる。

（さっきまで、手を繋いだだけで赤くなってたくせに……っ）

　身体中をぐるぐると渦巻くような得体の知れない感情のせいで、悲しくもないのに目の奥が熱くなる。自分が手の上で転がしていたと思っていたのに、いつの間にか逆転されていたような悔しさまであって、意味もなく彼の胸を叩いてしまう。

「どうした？」

　叩かれているのに嬉しそうな顔をしないでほしい。

「熱は……ないようだな」

　ぴたぴたと頬に触れられ、額に手のひらが押し当てられた。

　司狼が触れたところがじんじんと熱を持ち、それは冷めることなく全身を駆け抜け、心の真ん中に温かくて優しい熱を灯した。

「司狼さん」

「ん？」

　泉はつま先立ちをして司狼を見上げると、腕を伸ばし彼の頬を両手で包んだ。その瞬間、泉と同じくらい司狼の顔が紅潮していく。

「司狼さんの、バカ」

　唇を尖らせて言うと、意味もわかっていないだろうに、司狼が頬を緩ませた。悪口を言われても喜ぶとは。泉が彼になにをしても、たとえば傍若無人に振る舞ったとしても嫌いにはなれないのかもしれない。

（番だから、私を好きだって思ってるだけだし）

　たとえば、番が自分ではなくほかの女性だったとしても、獣人の本能には逆らえない。たまたま自分が彼に選ばれてしまっただけなのだ。

　どうしてか、そのことがひどく遣る瀬ない。

　帰り道、司狼は十キロにも及ぶ荷物を片手で持ち、空いた片手はしっかりと泉の手を握りしめていた。両手にわけて持てば負担が少ないのではと思うが、手を繋いだだけでどれだけ喜んでいるかを知ると、口には出せなかった。

　十分ほどでマンションに着き、彼が迷うように足を止めた。なにを躊躇っているのか、顔を見ればわかる。泉は、くいっと司狼の手を引き、マンションのエントランスを潜った。

「俺を入れていいのか？」

「いいですよ。その荷物、一人じゃ運べませんし、お礼にお茶くらいは出します」

「ありがとう」

「お礼を言うのは私です。助かりました、ありがとうございます」

　泉は笑みを浮かべて軽く頭を下げた。

　こちらが笑うたびに嬉しそうな顔をするものだから、どんな反応をしていいか困る。

　マンションのエレベーターを上がり、三階で降りて部屋に案内した。

　泉が住む部屋は寝室とダイニングキッチンの１ＤＫだ。玄関は二人が立つのもやっとの広さしかない。泉と司狼が靴を脱いだだけでスペースが埋まってしまう。

「どうぞ」

「あぁ」

　玄関に綺麗に揃えられた司狼の靴。

　そういえば寮でも、ほかの隊員たちが乱雑に脱ぎ捨てる中、彼だけはいつもこうして靴を揃えて脱ぐ。司狼に品の良さを感じるのはこういうときだ。

　十キロの荷物を片手で軽々と持ち、涼しい顔をしている。普段から鍛えているのは体格を見ればわかるが、なにをしていても粗野に見えない男だと改めて思った。

「どうした？」

　玄関に立ったまま靴を凝視していた泉は、我に返り、司狼を室内に案内した。

「いえ、なんでも。荷物は冷蔵庫の前に置いてもらえますか？」

「あぁ」

「今、お茶を用意するので、そこに座って……って、座れますかね？」

　ダイニングキッチンには、テレビ、冷蔵庫、食器棚、ダイニングテーブルを置いており、椅子が壁にあたるため三十センチほどしか引けない。司狼は椅子を引き、なんとか足を入れようとするが、無理だった。

「ですよね……床に座ることになっちゃいますけど、あっちで待っていてもらえますか？」

「わかった」

　隣の部屋を開けて、司狼が中に一歩踏み出したところで、足を止めた。こちらを振り向き、疲れたようにため息をつく。

「君に好意を寄せている男を、寝室に入れるな」

「私だってそれくらいはわかってますよ。でも、ほかに座るところがないんだから仕方ないじゃないですか」

　女性としての危機感くらいはある。けれど、重い荷物を運んでくれた司狼をいつまでもダイニングに立たせておくわけにいかないし、ほかに座るところもない。

「わかった」

　司狼はキッチンに立つ泉の横に来ると、足下に置いたビニール袋を開けた。

「これを片付けるんだろう？」

「あ、はい」

「冷蔵庫、開けるぞ」

　泉が頷くと、手早く食材を冷蔵庫に入れていく。

　その間に、泉はグラスに冷たいお茶を注ぎ、寝室に運んだ。ベッドの横に置いたサイドテーブルにグラスを並べて、ベッドメイキングをしてからキッチンに戻る。

　司狼は食材をすべてしまってくれたようで、ビニール袋を折りたたんで片付けていた。

（こういうの、性格出るよね）

　泉はビニール袋をきっちり畳みたい派で、彼も同じらしい。啓太はぐしゃぐしゃに丸める派で、いつも気になっていたのを思い出した。

「どうぞ」

「あぁ」

　彼は寝室の入り口を潜るように中に入ってきた。ドアに頭がぶつかってしまうため寮でもそうしていた。

（寮のベッドから、足がはみ出てそう。っていうか、あの部屋じゃ狭いよね）

　寮は個室が与えられているとは言えワンルームだ。家具やベッドも備え付けで、自由になるスペースはほとんどない。

　寮に入っているのは比較的若い隊員が多く、寮の部屋数も限られているため、階級が上がり給与の多くなった隊員は出ていく。

　それに、エリートである司令補佐官の立場で寮住まいなど聞いたことがない。全国各地に配属が変わるため、自分の家を購入する者は少ないが、給与に見合った部屋に住んでいるのが普通だ。今さらだがどうしてだろう。

「司狼さんって、なんで寮住まいなんですか？」

　泉がテーブルを前にして床に座ると、彼は泉の斜め横の位置に腰かけた。泉とそれなりに距離があるのは言わずもがな。

「君がいるからに決まってる」

「東方防衛師団の司令補佐官が、ですか」

　呆れたように言うと、彼は平然と言ってのける。

「国土防衛隊の男性隊員による女性蔑視が問題になっていたため、その改革を進めていた。今まで警務課の目が届かなかった寮の調査をするのに、ちょうどよかったんだ。寮ごとに警務課の隊員を必ず一人は入寮させ、監視することとなったのは知ってるだろう？　俺が第一寮に入寮したのはそういう事情がある」

「だからって」

「俺の場合は公私混同と言われても仕方がないが、君の安全をどうにか確保したかった。俺が入寮すれば、滅多なことは起こらないだろう」

　寮に警務課の隊員が配置されるようになったのは三年前からだ。ちょうど司狼が東方防衛師団に来た頃。それまでは、女性同士で固まって行動することで身の安全を図るしかなかった。寮に警務課の隊員がいてくれるだけで、どれだけ抑止力になるか。

「司狼さんのおかげで、第一寮は安全です」

　感謝の気持ちを込めて泉が言うと、ややふてくされた口調で返される。

　啓太から言われた「恥ずかしい」という言葉を思い出すたびに卑屈になっていたのに、陰で自分を守ろうと動いてくれた司狼の前で卑屈ではいられない。胸を張って、自分の仕事を誇れるようになりたいと強く思った。

「でも、頭や肩には触れられたんだよな」

「そうですけど……じゃあ……司狼さんも触りますか？」

　泉が頭を司狼へ向けると、大きな手のひらが頭頂部に乗せられた。素直に触れてくる彼がおもしろくて、俯いたままクスクスと笑いを漏らしてしまう。

「なにを笑ってる？」

「最初は、もっと怖い人だと思ってたんですよ。なのに、なんだか可愛いから」

　彼の手を頭にのせたまま顔を上げて笑うと、室内の空気がふいに変わる。司狼が自分を見る目に熱が宿り、目が合った瞬間、彼の胸に抱き留められていた。

「司狼、さん？」

「こういう、衝動は……なかなか、抑えられないんだ。君がもっとわがままで可愛くなければ、ここまで惹かれなかったのに」

　司狼は泉の髪に鼻を埋めて、狂おしげな声を出す。

「それ……私の性格がよくて、可愛いって言ってるんですか？」

「そうだ」

　それではまるで、番だから引かれたわけではないと言われているみたいだ。認めたくないのに、喜びをもう隠せない。司狼と同じ気持ちだとは言えないが、自分が好意を抱いているのは間違いなかった。

　泉は司狼の腕の中でもぞもぞと動き、楽な体勢を見つける。抱き締められても、やめてほしいとは思わなかった。啓太への恋愛感情とはまったく違う。

「言ったのに」

「なにをですか？」

「君に好意を寄せている男を、寝室に入れるなと」

　司狼の唇が頭に触れた。何度も何度も。

　彼の手が頬を包み、指先が唇に触れる。本当はここに触れたいと言わんばかりに。

　抱き締められていると、司狼の身体の熱さが伝わってくる。自分をどれだけ欲しているのか、どれだけ我慢しているのかがわかると、なぜだか嬉しい。

「椎原さん」

「泉、でいいです」

　頬を包む司狼の手に、自分の手を重ねる。目を開けたまま顔を近づけて、軽く唇を触れあわせた。すぐに唇を離すと、ますます強く抱き締められる。

（キスしたら、襲いかかってくるかもって思ってたのに……しないんだ）

　本当はしたいのだろう。

　彼が泉に欲情しているのは目を見ればわかるし、身体の反応も顕著だ。

（べつに、してもいいかなって思ったんだけど）

　司狼を好きだからそう思うのか、ただ単に必死な彼に絆されてしまっただけなのかはわからなくとも、泉は彼にそういう欲を抱いた。

　それなのに司狼は、泉を抱き締めるばかりでキスさえしない。身体は反応しているのに、どこまでも泉の気持ちを大事にする。必死に自分の欲求を抑えて。

「泉……泉」

　自分の名前をそこまで大事に呼んでくれる人はほかにいない。司狼に名前を呼ばれると、胸がくすぐったい。この人をもっと喜ばせたい。そう思ったとき、自然と口から出ていた。

「純」

　ただ、言ってはみたものの、口に出した途端、ものすごく恥ずかしくなって司狼の顔を見られなくなる。抱きあっているだけで彼がどれだけ歓喜しているのかわかるから。

「泉……大好きだ」

　張り詰めたような情欲は鳴りを潜め、今はただ、剥きだしになった愛情で包まれているような気分だった。

「キスだけなら、いいですよ」

　泉が許可を出すと、頬を両手で包まれて、額や目尻、頬に順番に口づけられた。そして、唇に触れるだけのキスが贈られる。

「好きだ、愛してる」

　何度も繰り返し愛を囁かれると、まるで神聖な儀式でも行っているかのように思えてくる。

「わかってます」

　自分はまだ、彼と同じだけの感情は持てないけれど、一緒に過ごすのは悪くない。そう思えるし、司狼と触れあうのもいやじゃなかった。

「少しずつでもいいんだ。俺にとっては、君がこうして受け入れてくれることが奇跡のようなものだからな」

　ただ、このまま流されて、彼の番として生きていく覚悟までは、まだ持てない。彼もそれをわかってくれているようだ。

「そうだ、泉……頼みがある」

　彼は欲求を押し殺し、泉からそっと身体を離した。

「頼み、ですか？」

「あぁ。俺の両親に、会ってほしいんだ。なるべく早く」

　彼の真意がまるでわからない。

　泉の気持ちが整うのを待ってくれているのだとばかり思っていたが、もしかしたら外堀から埋めようとしているのだろうか。

　ただ、泉の家庭環境を知ってなお、家族に会わせてくれることに対して、嬉しさもある。

「ご両親ですか。どうして？」

「泉の気持ちはわかっている。君を急かすつもりはないし、親に君を懐柔してもらおうと思っているわけでもない。ただ、両親には……俺のストッパーになってもらわなければならないんだ」

「ストッパー？」

　意味がわからず首を傾げると、彼が切なそうに目を細めて笑った。

「そう。番を前にした獣人に、理性などないからな」

　司狼がやり過ぎたらそれを止める役割……という意味だろう。たしかに司狼の執着心は重いとは思うが、理性がないというのはおかしい。

　実際、彼と二人きりでいても、司狼は泉がいやだと思うような真似は決してしない。

　触れるだけのキスさえ、泉の許可なしにはしてこないくらいだ。スーパーでの一件は驚いたが、それも許容できる範囲だ。

「そうですか。結婚とか、そういう話が出ないのなら、構いません」

「そうか、よかった。では、来週にでも」

　司狼はなにかを決心するように唇を引き結ぶと、強張った顔で頷いた。

　その彼の顔に言いようのない不安感が押し寄せてくる。司狼が帰った後も胸騒ぎはなかなか収まらなかった。

















第四章












　休み明け、遅番の厨房担当だった泉は、夕食の準備をしていた。

　寸胴鍋ずんどうなべを大きな木べらでかき混ぜ終えて、火を止めた。今日の夕食はミートソーススパゲッティとコールスローサラダ。デザートにバナナだ。

　泉はメインのミートソース作りの担当で、配膳まで行うこととなっている。

「彩乃、こっちは終わり。もうすぐ時間だよ、大丈夫？」

「あとボウル一つ分だから平気！」

　彩乃は巨大なボウルをぐるぐるとかき混ぜドレッシングを馴染ませると、隊員たちが取っていきやすいように小皿に盛りつけて、カウンターに並べていく。

　泉もパスタ担当と連携しながら、ミートソースを盛りつけ、目の前のカウンターに並べた。五枚ほど並べ終えたところで、訓練を終えた隊員たちがぞろぞろと食堂にやって来た。

（間に合った、よかった～）

　毎日の事ながら、時間ぎりぎりだ。

　手を洗った隊員から、厨房のカウンターの前にトレイを持ち並ぶ。隊員はカウンターに置かれた皿を自分で取っていくスタイルだ。

　だが、隊員たちは一気になだれ込んで来るため、カウンターに置かれた皿はすぐになくなり、皿に盛りつけるまで待たせてしまうことになるのだが。

「椎原さん、もっと盛ってよ。これじゃ足りない」

　男性隊員に言われるも、泉は首を振り断った。

「すみません！　あとでおかわりしてください！　足りなくなってしまうので」

「えぇ～めんどくせぇなぁ」

　ぶつくさと文句を言いながらも、男性隊員は後がつかえていることに気づいたのか、そそくさと前に進んだ。

　早速、カウンターに並べた皿がなくなってしまった。

　泉は隣に立つ厨房担当からパスタの皿を受け取り、ミートソースをかけて置いていく。すると目の前に立っていた男性から舌打ちが聞こえた。

「手際悪いな、早くしろよ」

「すみませんっ」

　頭を下げて謝ると、そこにいたのは徽章について難癖を付けてきた早川だった。彼の徽章はまだ見つかっていないらしく、結局、始末書を書き、再交付手続きを取ったと聞く。

　あれから顔を合わせるたびに、早川はこうして頻しきりに嫌味を言ってくるのだ。

　泉に責任は欠片もないが、直属の上司だけでなく、司狼にまで叱責を受けたことに対する完全なる逆恨みだ。

「お待たせしました！」

　カウンターに皿を置くと、早川はわざとらしく手を滑らせて、皿を床に落とした。

「なにやってんだよ！　火傷するだろうが！」

　パスタソースが手にかかったわけでもないのに、早川は手の甲を押さえて、泉を睨みつけた。後ろに並んでいた隊員からも「なにやってんだよ」と不満が出る。

　空腹時の隊員たちの当たりがキツいのはいつものことだ。ここでどちらの責任かを追及している暇はない。

　支援課の同僚は、早川が悪いのをわかってくれており、またかと泉に同情的な視線を向けた。

「申し訳ありません！　すぐに片付けます」

「泉ちゃん、代わる。そっちやっていいよ」

「ありがとう」

　泉はほかの同僚にパスタソースの担当を代わってもらい、掃除道具を持って厨房を出た。すると真横から腕が伸びてきて、押し止められる。

「早川、皿を落としたのはお前だろう。彼女はきちんとカウンターに置いていた」

　よく通る司狼の低い声が厨房に響く。タイミング悪く司狼に見られていたとは思わなかったのか、早川が悔しげに顔を歪ませる。

「違います……っ、その女が！」

「ほかの者も見ていたはずだ。君も自分が悪くもないのにすぐに謝るな。支援課のそういったへつらった態度はこいつらを増長させるだけだ」

「はい」

「お前たち、国土防衛隊の男性隊員が世間からなんと呼ばれているか知らないのか？　知能のない万年発情期の猿、だぞ。支援課の隊員はお前たちの同僚だ。所有物でもないし、見下していい相手でもない」

　そこまでひどい揶揄は初めて聞いたが、学歴のなさを揶揄されることがよくあるのは知っていた。世間は、国土防衛隊の女性隊員を見下しながらも憐憫の目で見るが、男性隊員のイメージはあまりよくはない。

　支援課の女性が襲われたという事件があると、犯人ではなく組織が槍玉に挙げられ、国土防衛隊の男性隊員という一括りにされるためだ。

「お言葉ですが！　男性隊員がそう言われるのは、事件のたびに大袈裟なほど男を悪く言って報道されるからでしょう！　女性を見下す隊員ばかりではありません！」

　早川の隣でトレイを手に待っていた男性が口を開いた。

　たしかに、男性隊員が必ずしも差別的なわけではない。支援課に恋人がいる隊員などはその筆頭で、彼もそうだった。だが。

「自分は違うと言うのなら、早川が悪いとわかっていながら、どうして彼女を助けなかった？　それとも隣にいて見ていなかった、とでも言うつもりか」

　泉が心の中で思っていたことを司狼が指摘した。

「それは……」

　男性隊員は言葉に詰まり、俯いた。

　彼は差別的な発言をしない。けれど、女性が虐げられるのは仕方がないと思っているのだ。ここにいるのが恋人であったなら庇ったかもしれないが、そうではないから見て見ぬふりをする。そういう者は非常に多い。

「早川、わかったら片付けは自分でやれ。彼女の仕事を邪魔するな」

　司狼は、泉が手に持っていた掃除道具を奪い、早川に渡した。早川は渋々それを受け取り、割れた皿とこぼれた料理を片付けゴミ箱に入れていく。

　さすがになにもやらずに見ているわけにはいかず、泉はぞうきんを手にして、汚れた床を拭いた。同じようにしゃがんでいた早川が周囲に聞こえないように声量を落としてぼそりと呟く。

「覚えてろよ」

　泉がびくりと肩を震わせると、背後にいた司狼に強く肩を引かれて早川と離された。ほかの人間には聞こえなくとも、もしかしたら司狼には聞こえていたのかもしれない。

「あとは俺がやる。君は厨房で仕事の続きを」

「は、はい。ありがとうございました」

　泉は頭を下げて、厨房に戻った。

　手を洗い、ヘルプに入ってくれた担当に礼を言って場所を代わった。

　ごたごたした食事の時間が終わり、片付けを済ませたら遅番の仕事は終わりだ。

　二十一時過ぎに彩乃と寮を出ると、裏口に人影を見つけて足を止める。

「終わったか」

　壁にもたれて立っていたのは司狼だ。

　毎日のように送迎する司狼を周囲が不思議に思わないはずはなく、彩乃やほかの同僚には、徽章の件で早川に恨まれている可能性があり、警務課の業務の一環として送迎してもらっていると伝えてある。

　彼女がそれをすんなり信じたのは、司狼の口からも同じ説明があったからだ。ただ、今日の早川の態度を見ている限り、ますます泉への恨みを募らせているようだし、一人にならないように注意した方がいいかもしれない。

「いつもありがとうございます」

　泉が礼を言うと、司狼の纏う雰囲気が柔らかくなった。

「いつもすみません、私まで」

　彩乃も礼を言うと、司狼は「仕事だ」と口に出した。公私混同だとは言えないのだろう。

　彩乃と別れたあと、司狼に手を取られ、手を繋いで帰り道を歩いた。初めてキスをした日から、司狼は遠慮しつつもこうして触れてくるようになった。

　我慢しすぎているから爆発するのでは、という泉の指摘に思うところがあったらしい。最初は逡巡しながらだったが、徐々に彼の遠慮がなくなってきている。

「さっきは、ありがとうございました」

「私情も多分に含まれているが業務の一環だ。しかし、なかなか上手くいかないな。泉たちの立場を、より悪くしているようにも思う」

「難しいですよね。考え方を変えるのって。女性の立場向上を願っていても、私たちも男性に下に見られることに慣れてしまっていますし」

「そもそも国土防衛隊の一般隊員は、事情があって学術院にいけない人材をすくい上げるために、学歴不問としているんだ。そして能力次第では上に行けるような体系になっている。それなのに、今まで学歴社会の中で見下されてきた奴が、今度は女性を見下す側になっていいわけがない」

「そうですね。私も……それで支援課に応募しました。大手企業と同じくらいの収入を得られるところはほかにないですから、助かりました」

「泉が、少しでも働きやすい環境になれば俺も安心できるんだが……まだまだ実現には遠そうだ」

「純は……辞めろ、とは言わないんですね」

　司狼は自分が国土防衛隊の司令補佐官という立場だからか、支援課の女性軽視をわかっていながら、泉に退団を勧めてはこない。それが不思議だった。

「番であることはどうしようもないが、俺は、君からなにも奪いたくない」

　啓太は、泉が国土防衛隊を辞めることを願っていた。その気持ちも理解できたが、なかなか退団の意思が固まらなかったのは、待遇面だけが理由ではない。

　実家もなく家族もいない泉にとって、国土防衛隊は唯一の居場所だった。皆、泉と同じような事情を抱えているため、支援課で働く女性との仲間意識は強い。

（この人は……私からなにも奪いたくないって、言ってくれるんだ）

　恵まれた環境に容姿、地位。それらを手にしているのに、どうしてここまで泉に寄り添ってくれるのだろう。理解しようとしてくれるのだろう。

　番だからという言葉で片付けられないほど深い愛情だ。自分は同じだけの想いを返せないし、まだ答えさえ出せてはいないのに。

「ありがとうございます」

　繋いだ手に力を込めて隣を見ると、心底嬉しそうに口元を緩ませる彼と目が合った。









　翌週の休日。

　泉は司狼の運転する車で、彼の実家を訪れていた。

　司狼の実家は東方防衛師団から車で三十分ほどの場所にあり、寮に住まなくとも十分に通勤できる範囲だ。泉と出会い、第一寮に入寮したというのは本当の話なのだろう。分厚く高い壁にぐるりと囲まれた要塞のようで、車で塀伝いに進んでいくとようやく鉄製の門扉が見えてくる。

　その先には石畳を挟むように左右に広がる庭園。石畳を車で進むと中央に横に広い三階建ての邸が建っている。邸に沿って右側に車を走らせると、裏手が駐車場となっているようだ。

「すごいお屋敷、ですね」

　あまりの驚きでそんな月並みな言葉しか出てこなかった。

　そういえば、司狼の伯母である貴子も、夫が飲食店経営をしていると聞いた。一族で会社経営をしているのかもしれない。

「管理が大変なだけだ」

　家族だけで邸を管理、維持しているわけではないのだろう。泉の想像通り、エントランスを抜けると、使用人の制服を着た何人もの女性に頭を下げられた。

　吹き抜けになっている高い天井には天窓があり、差し込む日射しで室内は非常に明るい。螺旋階段が二階に繋がっており、廊下を進んだ先には開放感のあるリビングが広がっていた。

　どれだけの広さがあるかはわからないが、三十センチ四方の黒タイルが二百枚近く敷かれたリビングは庭に面しており、タイルと同色のダイニングテーブルについていた年嵩の男女が揃って立ち上がった。

「君が椎原泉さんだね」

　おそらく司狼の父だろう。男性に和やかに手を差し伸べられて、握手を交わそうとすると、司狼が泉の手を握り込んでくる。

「父さん、触れないでください」

「純ってばいくら番が大切だからって。挨拶くらいいいでしょう？　はじめまして、泉さん。純の母です」

　夫は憲次けんじで自分は典子のりこだと、司狼の母が紹介した。

　憲次は見目のいい外見をしており、息子である司狼とよく似ていた。典子の顔立ちも整っているが、憲次や司狼に比べると普通に見える。二人とも獣人なのだろうか。

「はじめまして、椎原泉と申します」

　挨拶を返すとダイニングテーブルに案内され、先ほどすれ違った使用人と思われる女性がお茶を運んできた。

「東方防衛師団に異動になって、突然、寮に住むなんて言うものだから驚いたのよ。番と出会ったと聞いてそれはもうびっくりしたし、納得もしたけどね」

「そうなんですか」

「あ、ちなみに私は獣人じゃないの。この人が獣人でね」

　憲次は時折、相槌を打つ程度で話しているのはほとんど典子だ。見た目と同様に明るい人柄なのか和気あいあいとした雰囲気で話は進む。

　典子は、おそらく泉に聞かせるために、あえて番のことや獣人についての話題を出してくれているのがわかる。

「お母様は……番、なんですか？」

　おそらく違うのだろう、と思いながらも問いかけた。

「私は番じゃないわ。普通に恋愛結婚よ。付き合ってしばらくして、この人が獣人だって聞いたの、そのときに番についてもね。といっても、普通は滅多に出会えるものではないみたいだし、この人がこれから先、番に出会ってしまうかも……なんて心配はあまりしてないの。ね？」

　典子は憲次と顔を見合わせて笑みを浮かべた。番でなくともとても仲睦まじい。

　にこにこと妻の話を聞く憲次と、時折、夫に確認するように視線を移す典子。今の司狼と自分よりよほど近しく見える。

　司狼も言っていた。獣人が番と出会える確率はほぼゼロに近いと。だから普通の人間と同じように獣人同士、または人間と婚姻を結ぶのだと。

「素敵なご関係ですね」

「この人には、とても大事にしてもらっているわ。獣人は匂いで相性のいい相手を見つけるって知ってる？」

「いえ……そうなんですか？」

　泉が聞くと、話を引き継いだのは司狼だ。

「あぁ。番なんて普通は見つかるものではないからな。人間が容姿を見るように、獣人は匂いで相手を見る。もちろん容姿や性格にもそれぞれ好みはあるが、一番は匂いだな。実体験で言えば、番はほかの人間の匂いを一瞬で忘れさせるくらいの強烈な香りがする」

　司狼は泉の匂いに惹かれた、ということなのか。自分の匂いは自分ではわからないが、強烈な香りと言われるとあまり嬉しくない。容姿や性格が好みではなかったとしても、番の匂いからは逃れられないのだろうか。

　泉が微妙な顔をしていることに気づいたのか、典子が苦笑する。

「番ほどじゃなくても、獣人は本能的な部分で相手を見つけるのよね。だから、とても愛情深いと言われてるわ」

　人間と違い、打算でパートナーを選ぶことはないのかもしれない。

「でもね、どんな関係でどんなに相性がよくても、お互いに思いやれなかったら長続きはしないわよ」

　泉が心動かされたのは、彼が自分の欲を抑え、泉の気持ちを尊重してくれたからだ。もし司狼が本能のままに行動していたら、とても今のような関係は築けなかった。

「そうですね。私も、そう思います」

　典子の言葉は、番という重い鎖に雁字搦がんじがらめになっていた泉の心を軽くしてくれた。

　獣人だから、番だからではなく、ただ一人の男として司狼をどう思っているのかを考えればいいのだと教えられる。

「だからね、この子自身を見てみて。親バカだと思われても、どこに出しても恥ずかしくないように育てたつもり……ってこれじゃあ、プレッシャーになるわね、ごめんなさい」

「いえ」

　泉は笑みを浮かべて、首を横に振った。

　彼の両親と話していると、司狼がどれだけ愛されているかがわかる。

　司狼が人を思いやれるのは、二人に愛され育てられたからかもしれない。司狼にとっての帰る場所はここにある。いつでも会える距離に家族がいる。それを羨ましいと思った。

「純……そろそろ」

　憲次が司狼に目配せすると、司狼が席を立った。そろそろお開きだろうかと立ち上がろうとするのを司狼に手で制される。

「少し外す。泉はここにいてくれるか？」

「……はい、わかりました」

　洗面所でも行くのだろうかと思ったが、それにしてはなにかを含んだ物言いをした憲次の態度が気に懸かる。

　泉は居住まいを正し、ふたたび席に着くと、リビングを出ていく司狼の背中を見送った。

　リビングのドアが閉まったのを確認し、憲次が切り出す。

「泉さんに……話しておきたいことがある」

「はい」

「泉さんも知っていると思うが、番に出会った獣人は、本能的に番を求めてしまう。でもね、その結果、不幸なことになる例も少なくないんだ」

「不幸なこと……ですか？」

　それは以前に聞いた、番と年の差がある場合や、番にもともとパートナーがいる場合だろうか。

「だから純は、私たちに泉さんを紹介した。私たちをストッパーにするために」

　憲次は泉の問いに答えずに続きを話した。

　憲次の言葉から、あまりいい話ではないと感じられる。そういえば司狼も同じ言葉を使っていた。ストッパーになってもらう、と。

「それは、どういう意味なんでしょうか。純……さんも同じことを言っていました」

　あのときもどういう意味かわからなかったが、今もまだ憲次がなにを言っているのか理解できなかった。

「たとえば泉さんが、純をどうしても愛せなかった場合。泉さんに、ほかに好きな人ができた場合。待っているのは不幸な結末だけだ。純は君を忘れられず、どれだけ嫌がられても、追いかけてしまうかもしれない」

　憲次の言っていることは理解できた。啓太の話をしたときや、男性隊員から触れられるという話をしたときの司狼は少し怖かった。

（もし、私が、純を受け入れられなかったら……？　たとえば、ほかに好きな人ができたら……）

　そうなったら、司狼がどうなるかなど考えたことがなかった。番は獣人からの一方通行なのだ。相手が心変わりする可能性もなくはない。そのあと獣人は一生忘れられない恋心に苦しむ。司狼がそうなったらと考えるだけで、胸が凍りつきそうになる。

「一度手に入れた番を離すのは簡単じゃない。むしろ、ますます執着は強くなるだろう。監禁程度で済めばいい方だ」

「監禁って」

「昔、ある事件が起こった」

　事件というぞっとする単語に胃がきゅっと縮こまる。聞きたくないと思うのに、それが司狼に関係することならば聞かなくてはならない。

「きっかけは、獣人の男が番を見つけたことだった。男は何度断られても諦められなかったのか、番に一日中付きまとい、隙を見て強引に番の身体を開いた。既成事実さえ作ってしまえばどうにかなると考えたようだ。だが、女性にはもともと好いている男がいた。その男との結婚も決まっていたという。恨んでいたんだろう……番となった女性は男の目の前で自死を選んだんだ。男は番を失った苦しみに耐えきれずにその場で死んだと聞く」

　泉はあまりに不幸な結末に言葉を失った。司狼は自分と距離を取ることで耐えていたが、その男のようになる可能性もあったのだ。

　今まで泉に対して強引に迫ってくることは一度もなく、手に触れるだけで真っ赤になっていたくらいだ。けれど、司狼と距離を詰めたのは泉自身。ほとんど付き合っているような状況で、司狼を拒絶するようなことがあれば。

「その事件をきっかけに、獣人とその番という関係性が明るみになった。怖がらせるわけではないが、ストーカー事件で捕まった犯罪者の中には、番を見つけてしまった獣人もいる。なにがあったかは当事者にしかわからない……だが、別れ話のもつれがきっかけで、という報道はよく目にするだろう？」

　憲次は嘆息しながら、辛そうに目を細めた。ここにいない司狼を案じているのがわかる。

「君が息子と食事に行ったときのことを貴子から聞いた。泉さんが告白を断ったとき、純は納得しなかったと」

　たしかに、あのときの司狼は話が通じず怖かった。

　憲次はそこまで言うと、自分を落ち着かせるように息を吐いた。なるべく客観的に冷静に努めようとしているのがわかる。

　そして、ここからが本題だとでも言うように、憲次は居住まいを正し、泉を真っ直ぐに見つめて言った。泉も自然と背筋が伸びる。

「純は、君の意に反するような行動を自分が起こしてしまう前に、私たちに助けを求めたんだ。万が一、泉さんを苦しめてしまったときは、君を守り、自分から逃がしてあげてほしいと。純が、貴子に会わせたのもおそらく同じ理由だ」

「私を……逃がす？」

　唇が震えそうになる。まさか、そんな理由で家族に紹介されたなんて思いもしなかった。

　泉を守るために、もしもの時に司狼から逃げられるように、自分の家族をストッパーにしたのか。泉に家族がいないことを知っているからこそ、自分の家族に頼んだのだ。

　司狼がなにも言わなかったのは、ここにいないのは、その話を聞くことに耐えられないからかもしれない。

「そうだ。だから、ほかに好きな人ができたり、純の執着心に耐えられなくなったりしたときは、私たちに相談してほしい。泉さんが普通に生活できるように援助もするし、就職先も用意しておく」

「純さんは……それで、いいんでしょうか」

　自分がいやになったなら逃げろ、だなんて。司狼はどこまで泉の幸せのことばかり考えるのだろう。そこに司狼自身の幸せは含まれていないではないか。

「当然、よくないだろう。でも、私たちも純を守りたい。息子を犯罪者にしてしまうより、君を逃がす方がずっといい。大切な息子だからね」

　憲次は愛情深い目を司狼が出ていったドアに向けて、うっすらと微笑んだ。

「私が、純さんを受け入れたら、いいんですよね」

「そうね、あなたが純を好きになってくれたら嬉しいわ。でもね、番だからってそれは強制できるものじゃない。あなたの気持ちを無視してまで結ばれたいなんて、純も私たちも望んでいないのよ」

　君からなにも奪いたくない、そう言った司狼の言葉を思い出す。

　泉は、啓太を忘れられないと司狼に言った。その泉の心を強引に自分に向けさせるのは司狼の本意ではなかったのかもしれない。

（どこまで優しいの。少しは、自分のことも考えていいんじゃないの？）

　司狼の優しさに触れるたびに、なぜだか泣きたくなる。どれだけの愛情で守られているかわかるからこそ、自分も彼の心を守りたいと思ってしまう。

　おそらく司狼は、自分という番が見つかってから、両親と何度も話し合っていたのだろう。彼らが決断をしたのは、最愛の息子を守るためだ。

　司狼には守ってくれる家族がいる。それを羨ましいと思うと同時に、番という逃れられない本能から泉を守ろうとする彼の優しさに胸を打たれた。

「わかりました」

　泉が頷くと、二人は満足そうに笑い、自室で待っている司狼を呼んだのだった。









「疲れたか？」

　運転席に座る司狼に声をかけられて、首を横に振った。彼の実家を出てから、言葉少なになった自分を心配したのだろう。

「いえ」

　泉はまだ混乱の最中にある自分の気持ちを上手く言葉にできず、ただ首を振ることしかできなかった。

「まだ夕方だし、どこかに行くか？」

「なら、ちょっと寄ってほしいところがあるんですけど、時間は大丈夫ですか？」

　いつもは一人でしかいかないのに。彼が両親を紹介してくれたからだろうか。

　どうしてか、司狼をあそこに連れていきたいと思った。

「もちろん。どこに行けばいい？」

「動物園に……行きたいんです」

「わかった」

　彼の両親に会って話を聞き、寂しさを覚えたという理由もある。ふと両親に会いたくなってしまった。

　だが一番は、自分の決意を亡くなった父と母に聞いてほしかったのだ。

　場所を告げても、司狼はなにも聞いてこなかった。

（純は……いつも私を尊重してくれるんだよね）

　泉の答えを急かすような真似をしない。それだけではない。彼は泉が別れを選択した際の準備までしてくれていた。

（だから、もう迷わない）









　動物園に着き、司狼と共に園内に入った。

　休日の夕方ともあればなかなか混雑しており、カップルや家族連れが多くいる。司狼に当然のように手を差し出されて、彼と手を繋ぐ。どこにでもいる普通の恋人に見えるだろう。獣人とその番であることを除けば。

（少し執着心が強いくらいだと思えば……獣人と番だって、普通の恋人と変わらない。純が私を裏切ることはあり得ないし、私が別れを選ばないかぎり、ずっとこのまま一緒にいられるんだ）

　泉は、入り口近くにある遊具の置かれた芝生広場を通り過ぎ、その先にあるふれあいコーナーで動物と触れあう子どもたちをぼんやりと見つめた。

「よく来るのか？」

「はい、一人で」

　ここに来るときはいつも一人だし、ふれあいコーナーにいるのは家族ばかりだったため気後れしてしまい、大人になってから体験したことはなかった。

「せっかくだから、触ればいいだろう。行こう」

　突然、司狼は泉の手を引き、ふれあいコーナーに足を踏み入れた。

「でも、子どもばかりですよ」

「大人がだめだとは書いてないぞ、ほら」

　司狼は泉から手を離して金を払う。

　係員から注意事項を告げられ、茶色と白が斑になったモルモットが膝の上に載せられた。

「可愛いな」

「ほんと……可愛い」

　小さく丸まっている身体にそっと触れて、背中を撫でた。毛はさらさらで触り心地がいい。立ったままそれを見ている司狼は、モルモットに触ろうともしない。

「純は？」

「俺は……いい」

　司狼が一歩近づくと、膝の上で丸まっていたモルモットが慌てて逃げ出そうとした。

　高さのあるカゴに入れられているため逃げ出せず、耳をぴんと立たせて警戒を露わにしている。

「あれ、怖いんですかね？」

　司狼が離れると、モルモットは警戒はそのままに徐々に落ち着きを取り戻した。

「獣人は、動物に嫌われる。犬も猫も猿も鳥もだめだ」

「そうなんですか？」

「血が薄まり、見た目はほとんど人間と変わらないが、小さな動物は敏感なんだろう」

　司狼は寂しそうに眉を下げた。動物が好きなのかもしれない。近づいただけで逃げられるくらいだから、彼がモルモットに触れられる日は来ないと思う。

「ふふ」

　羨ましそうにこちらを見る司狼に思わず笑ってしまう。動物と触れ合えないだけで、そこまで落ち込まなくてもいいのに。

「やっと笑ってくれたな」

「え……」

「俺の両親に会ってから、ずっと寂しそうにしていたから。例の話を聞いたからか？　泉に負担にならないようにと思ってのことだったが……」

「いえっ、違います！　そうじゃないんです」

「なら、なぜそんな顔をしている？」

　泉は係員にモルモットを返し、立ち上がる。司狼の手を引き、ふれあいコーナーの柵の外で楽しげな子どもたちの様子に目を向けた。

「ここ……小さい頃に、両親と一緒によく来てたんです」

　家族揃って動物園を訪れたのは、たしか八歳頃が最後だったように思う。あの頃が、一番幸せだった。父がいて母がいて、自分がいる。そんな毎日がずっと続くのだと当たり前のように思っていた。

「そうだったのか」

「ご両親に大切にされてる純を見てたら、父と母に会いたくなっちゃって。児童養護施設で過ごす日々だって、辛かったわけじゃないんですよ。ただ、家族のいる友人が羨ましくなったり、寂しくなったりすると、ここに来たくなるんです」

　泉が言うと、彼は痛ましげな顔をして繋いだ手に力を込めた。

「俺が泉の家族になる。それでは、君の寂しさはなくならないか？」

　手を引き寄せられて、抱き締められる。

「番、だから……そんな風に言うんですか？」

　違うともうわかっているのに、聞いてしまう。言葉で否定してほしくて。彼に対しては、どこまでも貪欲に欲しがってしまう。そんな風に誰かを想うのは初めてだった。

　啓太と別れ、また誰かと恋愛をして卑屈な自分が顔を出すことが怖かった。

　誰になにを言われても気にしないと前を向いているつもりでも、国土防衛隊の支援課でしか働けないことを一番恥じていたのは、自分自身だ。

　けれど司狼は、泉の仕事を恥ずべきことではないと言ってくれた。女性隊員が働きやすくなるようにすると誓ってくれた。

　そんな言葉の一つ一つでそんな泉の心を解きほぐしてしまった。受け入れられるわけがないと思っていたのに、いつの間にかそんな彼の想いに報いたいと思っている。

「俺が、本能で泉を求めているのは否定できない。でも、もう、それだけじゃないんだ。俺は三年間、泉を見てきた。男に意見するのは怖いだろうに、君はいつも毅然としていた。愛情深くて、支援課の同僚をとても大事にしているのも知っている。誰にも頼れないと思っているのか、甘えるのが下手で必死に一人で立とうとする。そんな君を好きになったんだ」

　洗濯室で早川に怒鳴られたとき、本当は怖かった。誰かに助けてほしいと思っていた。けれど、誰も助けてくれないとわかっていたから、自分でなんとかするしかなかった。今までだってそうしてきた。

「泉が寂しさを抱えているなら、俺が埋めてやる。泉が望むかぎり、そばにいるから」

　彼の言葉が泉の胸の隙間に染み渡っていく。

　司狼に抱き締められると、ここが自分の居場所に思えた。

　いつのまにか、ほかの誰よりも大事な人になっていた。胸が詰まり、瞼が震える。

「じゃあ、私を……家族にしてくれますか？」

「もちろんだ。君の望みなら、どんなことでも叶えてやる」

　涙が滲み頬を伝うと、指で拭われる。

「そんなこと言って。本当に叶えちゃいそうですね」

　きっと彼は、言葉通りどんなことでも叶えようとする。

　だからこそ身勝手にはなりたくない。

　泉は、司狼の背中に腕を回し、広い胸に顔を埋めた。

　彼が愛してくれるからこそ、この関係を大事にしたいと、今はそう思える。









　レストランで夕食を食べた後、司狼の運転でマンションに戻った。

　司狼はマンション近くにある駐車場に車を停めて、エンジンを切る。

「今日は、キスだけでは終われない。いいか？」

　そう言われて、期待に胸が疼く。泉も思いは同じだった。

「はい」

　泉が答えると、車から降りた彼が手を差しだしてくる。

　手を繋ぎ、マンションのエレベーターを待つ間、心臓の音が聞こえてしまいそうなほど緊張した。べつに初めてでもないのに、これから彼に抱かれるのだと考えるだけで全身の血が沸騰してしまいそうなほど熱くなる。

「必死に抑えているが、余裕がない。ひどくしてしまいそうだ」

　司狼も同じだったらしい。繋いだ手から熱と彼の想いが伝わってくる。

「いい、ですよ、それでも」

　なんとかそれだけ言うと、隣で頬を真っ赤に染めた司狼が泉の手を強く握った。

　エレベーターに乗り、部屋のドアを開けるまでどちらも無言だった。

　玄関のドアを開けた瞬間に抱き締められて、唇が塞がれる。

「……っ」

　彼の汗ばんだ手のひらがスカートを捲り上げ、太腿に触れた。何度も肌をさすられ、柔らかな内側の肉を揉みしだかれると、中心が甘く疼いてくる。

「んんっ」

　抱き締める腕の力は強く、逃れられない。逃れるつもりもないが。

　司狼の身体の熱さが伝わってきて、それがこちらに伝染してしまったのか、下腹部の奧がきゅっと甘く疼いた。

「抑えなくて、いいです。もっと、触って」

　泉は腕を伸ばし、彼の頬に触れた。

「んんんっ」

　床に押し倒され、食らいつくように唇を塞がれて初めて、早まったかもしれないと後悔が押し寄せてくる。

　ただ、シャツを引きちぎるような乱暴さで胸元を露わにされても、やめてほしいとも思わなかった。大きな手のひらで乳房をぐいぐいと痛いほどに揉みしだかれているのに、己の口から漏れるのは甘ったるい吐息だ。

「ん、はぁ……っ」

　身体の大きさ故か、それとも獣人特有のものなのか、人よりもずいぶんと長い舌に口腔を余すところなく舐め回される。怖じ気づき引っ込めた舌を搦め取られ、ざらついた舌の表面が深いところまで這わされた。

「はっ、ぁ、ふっ、ぅ」

　口は閉じることを許されず、重なった唇の隙間から鼻にかかった声が漏れた。

　キスの合間にスカートやショーツが手早く脱がされて、あっという間に裸にされると、手慣れたその動きに戸惑いが芽生える。

（どうして私……純を女性慣れしてないと思ったんだろう）

　その見た目からは想像できない、驚くほど初心うぶな反応を見ていたからだ。手を繋ぐだけで頬を染める様子から、過去に交際していた女性はいないものだと思い込んでいた。

　普通に考えれば、彼のような人がモテないはずがないとわかるのに。

　番である泉に出会うまでは、ほかの女性と交際していたはずだ。

　そのことに考えが及ばなかった自分に驚いた。同時に、彼がほかの女性を抱いているところを想像してしまい、不快な気分に駆られる。

　自分の嫉妬心に気づくと、三年間耐え続けた司狼の気持ちまで理解できてしまう。地獄のようだった、といつだか彼は言っていた。休日明け、泉の身体から啓太の匂いがする、司狼はそれをどれだけ強靱な精神で耐えていたのだろう。

　司狼の過去を想像するだけで、泉はこれほど辛くなってしまうのに。

「どうかしたか？」

　険しい顔をしていたのかもしれない。司狼が心配そうに顔を覗き込んでくる。

「ちょっと、嫉妬しちゃっただけです。過去、あなたが抱いた女性に」

　泉は彼の背中に腕を回して、ぎゅっとしがみつく。

「そんなの、誰もいない」

　司狼は心底嬉しそうに頬を緩ませると、泉の首や鎖骨、胸元、下腹部と順番にキスをしていく。

「誰もって、本当に？」

　つい探るように聞き返してしまう。

「そもそも職種的に、女性と出会う機会が少ないしな」

　国土防衛隊の隊員が普段接する女性は、支援課か看護課の女性隊員くらいだが、その比率もかなり少ない。そう言われると納得だ。

「でも……手慣れてませんか？」

　司狼は、泉のふてくされた声に気づき笑みを漏らす。服や下着に目を向ける視線で合点がいったようだ。

「単に器用なだけだ。安心したか？」

「はい」

　彼はほかの誰にも触れていないのか。自分も司狼だけだったらよかった。

　そんな感情が胸を突く。

「君が嫉妬してくれて、今、かなり舞い上がってる。ただでさえ余裕がないのに、参ったな。せめて……ベッドでするか」

　手を取られ、手の甲に口づけられると、急に身体を持ち上げられる。

　危なげない動作で怖くはなかったが、ベッドに寝かされたあと、ふたたび司狼に覆い被さられると、こちらが落ち着いていられなくなった。

　司狼は片手でベッドに腕を突き、もう片方の手で自分のシャツのボタンを外していった。泉の倍はありそうな大きな手のひらなのに、器用にも片手で難なくシャツを脱ぐ。

「もっと触れて、いいんだよな？」

「はい」

　彼はベルトを緩め、ズボンの前を寛げた。下着越しにも股間が見事に盛りあがっているのが見て取れてしまい、頬が熱くなる。自分に触れたくてそうなっているのだと思うと、自然と泉の気持ちも高揚していった。

　泉は腕を伸ばし、司狼の頭を引き寄せた。キスをねだるように目を瞑ると、先ほどとは打って変わった優しいキスが贈られる。

　上唇と下唇を交互に食まれ、舐められ、軽く吸われる。ちゅ、ちゅっと音が立ち、彼の唾液で唇がねっとりと濡れていく。もっと深いキスがほしくて、唇を薄く開けると、今度はぬるついた舌で唇の裏側を舐められた。

「ん、あ……は、はぁっ」

　司狼の唾液が舌を伝い口腔に溢れる。それを喉を鳴らして飲み干し、もっととばかりに舌を突き出した。彼のキスは驚くほど甘いが、少しもどかしい。彼の激しいキスを知ってしまった後では特に、焦らされているようだった。

「もっと、ほしい？」

　キスの合間に囁くように聞かれて、素直に頷いた。

　司狼の舌をぺろりと舐めると、深く唇が重ねられた。長い舌に搦め取られ、舌裏を根元まで舐められる。ぞくぞくとした刺激が引っ切りなしにやってくると、ねだるように身体をくねらせてしまう。

　口腔に溜まった唾液が口元から溢れて、互いの唇をべっとりと濡らしていた。いやらしいキスの音が室内に響き、陶然とするような心地好さに意識が攫われそうになる。

「可愛いな、本当に」

「ん……っ」

　熱っぽい声が耳の近くで響く。その声にさえ感じてしまい、びくりと腰が浮き上がった。下腹部の奧が疼くように痺れ、触れられてもいないのに足の間がしっとりと濡れ始める。

「はぁ……っ、ん、くすぐったい、です」

　耳朶を食まれ、中を舐められる。頭の中でぴちゃぴちゃと水音が響き、隘路がなにかを求めるようにきゅうっと収縮する。

「少し、我慢してくれ」

　彼は、まるでマーキングでもするかのように、耳朶や首、鎖骨に唾液を垂らし、そこを丹念に舐めていった。長い舌が肌の上を這うたびに全身がぞくぞくと震えた。

「ん、んっ、で、も……っ」

　腕や手、脇まで舐められるとは思っておらず、羞恥で全身が熱くなる。

「な、んで……も、いいから」

　泉は腰をくねらせて、荒く息を吐き出す。腹の奥がきゅうきゅうと甘く痺れ、愛液が溢れる。触れてほしくてたまらず、無意識に身体を擦り寄せてしまう。

「だめだ」

　けれど、彼にそう言い切られ、今度は下腹部に舌を這わせられた。ぬるついた舌が下腹部や太腿、ふくらはぎと下りていき、やがて足の指まで辿り着く。前戯と言うよりも、そうしなければならないといった動きで、全身を舐められた。

「あぁ、あっ、ん、そんなに、舐めないで、ください」

「もう少しだけ」

　彼の舌から逃れるように身体が上へと動いてしまう。すると脇に手を入れ、元の場所に戻され、ふたたび舌が肌の上を這っていく。

　乳房を寄せられて、柔らかな胸の膨らみを口に含まれた。ちゅ、ちゅっと軽く吸われ、口の中で転がされた。そうされるうちに乳嘴が色を変え、勃ち上がっていく。

「もうすぐ、消える」

　なにが、と聞く余裕はなかった。

「ひ、ぁっ」

　乳首をきつく吸われて、じんと痛みにも似た疼きが走り、泉はびくりと背中を浮き上がらせる。

「や、んっ……はぁ」

　ますます硬く勃起した乳首を激しく舌の上で転がされる。取れてしまうのではないかと思うほど舌の先端で上下左右に弾かれ、もう片方を指先で同じように弄られた。

「あっ、ん、あ、あぁっ……お願い、もう、触って」

　絶妙な舌技で立て続けに快感を与えられ、腰がびくびくと跳ねた。開いた膝を無意識にゆらゆらと揺らし、誘うように司狼の腰に擦り寄せてしまう。濡れそぼった蜜壺からは愛液が溢れ、すでにぐっしょりとシーツを濡らしていた。

「そこ、ばっかり……や、だ」

「もう少しだけ。全部、俺の匂いに染めたい」

　マーキングのようだとは思ったが、正まさしくそうだったらしい。

　両手で乳房を中央に寄せられ、硬く勃った乳首を交互に舐めしゃぶられた。舌を尖らせ、先端を掠めるようにちろちろと舐められたかと思えば、唇で上下に扱くように啜られる。

「ん、でも……っ、ここ……つらいの」

　泉が足を開き、腰を浮かせながら秘部を指で指し示すと、うっとりと微笑んだ司狼が太腿の内側に手を這わせた。優しい動きで肌を撫でられ、全身が総毛立つような感覚が走り、下腹部の奧が切なく蠢く。

「そうか、わかった」

　彼は泉の両足を開き、下腹部に舌を這わせながら、ぱっくりと口を開いた秘裂を指の腹で撫でた。

「あぁっ」

　恥ずかしいほど満足げな声が自分の口から漏れて、羞恥で全身から汗が噴き出てくる。泉のその様子に喜色を浮かべた司狼が濡れそぼった蜜口に舌を這わせた。

「ん、あ、あぁっ、はっ、ん」

　溢れる愛液をすくうように舐められ、腰がびくびくと浮き上がった。愛撫を与えられているというより、彼の唾液で丹念にそこを洗われているような気さえしてくる。襞の一つ一つさえ舐め回されて、とても冷静ではいられない。

「あぁぁっ、待って、なんで、そんな」

　泉は思わず、司狼の髪に手を差し込み、離してほしいと訴えた。

「ほとんど消えてるが、あいつの匂いが残ってるのは許せない」

　前戯にしてはおかしいと思っていた。もしかして司狼は、先ほどからずっと、身体にわずかに残る啓太の匂いを消そうとしていたのだろうか。

　彼が執拗に胸を舐めていたのもそれでかと納得すると同時に、言いようのない恥ずかしさが芽生えてくる。自分ではどれだけ啓太の匂いが残っているかなどわからないし、それを司狼に知られているというのが何よりも恥ずかしかった。

「ん、で、も……匂い、嗅がないで」

「もうほとんど、俺と泉の匂いしかしない」

　啓太と身体の関係があったのはもはや隠しようがないのに、嘘で誤魔化せるなら誤魔化したかったとも思う。まるで上書きするかのように全身を舐められて、本当に自分の身体が彼の匂いに染まっていくような感覚さえした。

「今度は、ちゃんと気持ち良くしてやる」

　襞を捲られ、包皮に隠れたクリトリスをくるくると舐め回されると、つんと尖った芽が顔を出す。ちゅっと音を立てて花芯を啜られ、それによって新たに溢れた愛液を美味しそうに舐められる。

「ひぁっ」

　尖った淫芽を唇で挟み、先端を舌でちろちろと優しく舐られた。その絶妙な舌の動きに感じ入ってしまい、背中が浮き上がった。時折、彼の息が吹きかけられ、その感覚にさえ腰がびくびくと淫らに震える。

「あぁっ、あ、はぁっ、あぁあぁっ」

　泉は必死に司狼にしがみつきながら、髪を振り乱しいやいやと首を振った。焦らされすぎた身体には強烈な刺激となる。気持ち良すぎて、すぐにでも達してしまいそうだ。

「んあぁっ、も……だめ、これ……すぐっ」

「達していい」

　司狼はさらに激しく舌を動かしていく。

　淫芽ごと口に含まれ、転がすように舌全体で舐められた。下肢からくちゅ、ぬちゅっと卑猥な音が引っ切りなしに立ち、その音に煽られるかのように全身がますます熱く昂った。

　彼の唾液が混ざった愛液が臀部に伝うと、それを指先ですくい取られ、蜜壺へと擦りつけられる。身体の中も司狼に染められていくかのようだ。

「あぁぁっ、あ、もう……っ」
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　クリトリスを舌で押しつぶされ、その周りをぬるぬると舐められる。司狼の頭をぎゅっと鷲掴みにすると、さらに容赦のない動きで追い詰められていく。

「──っ！」

　目の前が真っ白に染まり、息が詰まる。背筋を波打たせながら四肢に力を入れ、絶頂に達すると、全身にどっと気怠さが押し寄せてきた。

「はぁ、はぁ、は……っ」

　泉は肩で息をしながら、彼の頭から手を離す。すると、足の間から顔を上げた司狼が愛液で濡れた口元を手の甲で拭った。

　絶頂の余韻はすぐには冷めやらず、全身が小刻みに震える。シーツに触れる背中がじっとりと汗ばみ、四肢から力が抜けた。

　なにも言葉を発せないまま、うっとりと宙を見つめていると、司狼と目が合った。

「そろそろいいか？」

　泉はその問いを「挿れていいか」だと思った。

　だが、泉が頷くと彼はふたたび足の間に顔を寄せてくる。

「な、んで？」

「まだ、俺のを挿れられるほど解してない。それに、中はほかの男の匂いが残ったままだからな」

　かっと頬に熱がこもる。

　責められているわけでもないのに、泉はつい「ごめんなさい」と口に出していた。

　すると彼は身体を起こし、泉を見据えた。

「恋人だったんだ。考えるだけで腹が立つが、仕方がないし、泉が謝る必要もない。これから先、二度と俺以外の男が触れなければそれでいい」

　司狼は泣きそうなほどに顔を歪ませて言った。過去をどうでもいいなどと決して思っていないのはその表情から明らかだ。それでも、納得して辛抱するしか方法はないことも理解しているのだろう。

「でも、ごめんなさい」

　過去に付き合っていた人数は二人で、身体の関係があったのは啓太だけ。

　ほかの男の残滓を消そうとする司狼の気持ちが痛いほどに伝わってきて、それでも謝らずにはいられなかった。苦しそうなその表情を見れば、彼がどれだけ感情を押し殺し耐えてくれているのかが感じ取れる。

「もう、誰にも……純以外の男性に、抱かれない。あなたが、好きだから」

「そうか」

　込み上げる喜びに耐えきれなかったのか、頬を真っ赤に染めた司狼が目を潤ませる。

「もう一度、言って」

「あなたが……好き」

　番だから、ではない。ただ、彼が自分を愛してくれたように、泉もまた司狼純という人を好きになっただけだ。

　泉が真っ直ぐに目を向けて告げると、彼は目を瞑ったままなにかを噛みしめるような顔をして小さく「俺もだ」と呟いた。

「続きをしても？」

　泉が頷くと、ややあって彼の舌が蜜壺に差し込まれていく。ぬるついた舌が媚肉をかき分け中に入ってくる。ぞくりとするその感触に驚き、思わず、下肢にぎゅっと力を入れてしまうと、ゆっくりと舌が引き抜かれていった。

「ん、あっ」

　ざらついた舌の表面が柔襞を撫でる。凄絶な気持ち良さが全身に広がり、肌が総毛立つ。

　ぬちゃりと音を立てながら、唇が触れるほど深く舌を突き挿れられ、ぐるりと蜜襞を舐められる。身体の中に彼の唾液が注ぎ込まれるたびに、啓太の存在が自分の中で希薄になっていっているように思えた。

「はぁ、ん、あぁっ、あっ」

　舌を緩やかに抜き差ししながら、時折、ぐるりと表面をなぞられ隘路を拡げられていく。出し入れのたびに新たな愛液が滲み出し、シーツを濡らした。

　下腹部の奧が痛いくらいに疼き、舌での愛撫だけでは物足りなくなってくる。腹の深い部分が雄を求めてきゅっと張り詰め、長い舌を締めつけてしまう。

「ん、あ……は、はぁっ……まだ？　も、我慢、できない」

「まだだ」

　彼は美味しそうに溢れる愛液を飲み干し、己の唾液を体内に注いでいく。狂おしい刺激に苛まれ、たまらずに腰を捩り、身悶える。

「んんっ、やぁ、は、あっ」

　全身が甘く痺れて力が入らない。達するほどの刺激は与えられず、ただただもどかしさばかりが募っていく。

「ひ、あ、あっ……お願い、純、も、やぁ」

　泉は啜り泣くような声で、腰をがくがくと震わせながら懇願する。

　すると、彼の唾液でふやけてしまいそうな膣から、ようやく舌が引き抜かれた。

「泉の身体からは、もう俺の匂いしかしない」

　ぞくりとするほど凄艶な声色が下肢から聞こえ、ぐったりとシーツに身を沈ませていた泉は、視線だけを足の間に移す。

　顔を上げた司狼は蠱惑的な目を向けて微笑むと、綻んだ膣に指を差し入れてきた。太い指がずぶずぶと陰道に押し込まれ、ぐちゃりと愛液を弾かせながら引き抜かれる。

「あぁっ、あ、はぁっ、あぁあぁっ」

　一本だった指がすぐに二本、三本と増やされたのは、それだけ司狼にも余裕がないからだろう。彼の汗が泉の胸元に滴り落ちる。

　司狼は荒々しい息遣いの中、ズボンのポケットから避妊具を取り出した。そして下着をずり下ろすと、凶器とも言える太い肉棒にそれを被せていく。

　下着から飛び出した赤黒い男根は、はち切れんばかりに膨らみ腹につきそうなほど反り返っている。先端は先走りで滲み、透明な体液が竿を濡らしている。

　普段は、欲望とは無縁のストイックさで隊員たちを厳しく取り締まっている司狼が、自分に興奮している。その淫猥な光景にさらに興奮が高まっていく。

「挿れるぞ」

「ん……」

　極太の陰茎が蜜穴に押し当てられた。シーツについた司狼の両腕に掴まり、自然と身体から力を抜く。期待に喉が鳴った。笠の開いた先端がずぶっと押し入れられると、中心から真っ二つに引き裂かれたような衝撃が身体に走り、息が詰まった。

「あ、あぁぁっ」

　硬く張った先端が隘路を拡げ、蠢く蜜襞を擦り上げながら入ってくる。そして、深くまで一気にずんっと腰を沈められて、全身が硬く強張った。

「ひぁぁっ！」

　あまりに太く長いものに貫かれ、焼けつくような痛みが走ると、首を仰け反らせながら悲鳴のような声を上げてしまう。下腹部を突き破りそうなほど深いところまで、男のもので埋め尽くされる。その圧迫感は啓太のものを受け入れたときの比ではなかった。

「はぁ、は、はっ」

　肩で息をしながら呼吸を整えた。泉が落ち着くのを待ってくれているのだろう。彼は、泉に覆い被さったまま腰の動きを止めている。

「この日を、どれだけ夢見ていたか」

　司狼は、恍惚と目を細めて泉を見下ろした。

　感に堪えない声を漏らし、愛おしそうに泉の頬に触れてくる。

「幸せだ」

　キスの代わりに親指で唇をなぞられると、泣きたくなるほどに胸が詰まる。自分はまだ彼になにもしてあげられない。ようやく気持ちを返しただけなのに。

　自分も彼と同じだけの愛情があると口で言うのは簡単だ。そうではなく、これから長い時間をかけてそれを証明していきたいと思う。

「も……平気、だから」

　泉は掴んだ彼の腕をぽんぽんと軽く叩いた。

　いまだに圧迫感は失せなかったが、痛みはほとんどない。司狼にも気持ち良くなってほしかった。今は、それくらいしか自分にできることはないから。

「辛かったら言ってくれ」

　司狼は腰を深く沈めたまま、陰茎を前後に軽く揺らした。張り出した雁首で蜜襞を削り取られるかのような感覚が引っ切りなしに押し寄せてくる。

「はぁ、はぁっ」

　彼が腰を揺らすたび、愛液がじゅ、じゅっと卑猥な音を響かせる。緩やかに最奥をとんとんと突かれると、ふたたび腹の奥に疼くような感覚が生まれてきた。

「あぁ、あっ、ん」

　雁首で蜜襞を擦り上げられるたびに、身体の奥に火が灯り、目眩にも似た心地好さが湧き上がってくる。

「あぁっ……はぁ、んんっ」

　司狼は、苦痛混じりのよがり声の中に甘さが混じり出したのを見逃す男ではなかった。

「よく、なってきたな」

　腰の動きを徐々に大きくさせていき、抜けるぎりぎりまで肉棒を引き出すと、叩きつけるような勢いで最奥を穿うがった。

「あぁっ、純……はぁ……あぁっ」

　全身を揺さぶるような動きで律動を繰り返された。彼が腰を揺らすたび、ぐちゅん、ぐちゅんと泡立った愛液が飛び散る。

「君のナカは、キツくて、気持ちいい。理性が、飛びそうだ」

　司狼は愛おしそうに目を細めて、泉の下腹部に手を這わせる。そして薄い恥毛を指先で撫でると、ぱっくりと割れた襞の先端でそそり勃つ淫芽を、指の腹で捏ね回す。愛液でべとついたクリトリスをぬるぬると擦られ、泉の理性も崩れてしまいそうだ。

「ひぁぁっ、あぁ……それ、もっ、達イく」

　限界はあっという間だった。達した瞬間、激しくいきみ、男のものを締めつけてしまう。

「んん──っ！」

　背中を波打たせて激しく全身を震わせると、ぴしゃりと大量の愛液が弾けて、結合部を濡らした。

「達ったばかりで悪いが、まだ終われないぞ」

　司狼は泉に覆い被さり、体重をかけないように頭を包み込み、抱き締めてくる。

「平気、だから、最後までして」

　密着した身体は汗ばみ、ぬるぬると滑った。けれど、気持ち悪さはまったくなく、むしろ彼の腕の中は安心する。

「あぁ、そろそろ、俺も達きたい」

　泉を腕の中にぎゅっと抱き締めたまま彼が言った。答える代わりに泉は司狼の背中に腕を回し、しがみつく。

　抜き差しが再開すると、絶頂の余韻で敏感になった身体は、ほんの少しの刺激にも凄絶な快感をもたらした。

「はぁ、あ、ん、あぁぁっ」

　全身が揺さぶられ、その動きで互いの胸元が汗で滑る。乳首が彼の厚い胸板でこりこりと擦られるたびに快感が下腹部の奥にまで伝わり、感じ入った声が止められなくなる。

「乳首も一緒に擦ると、気持ちいい？」

　泉は頬を染めながらも頷いた。すると、つんと尖った男の小さな乳首を擦りつけられ、その絶妙な刺激が心地好く、全身が蕩けてしまいそうだ。

「ん～っ、あ、あぁっ、そこ、好き……好き」

　泉は自分からも身体を揺らして、硬く尖った乳嘴を擦り上げた。くりくりと捏ね回され、同時に張り出した亀頭で最奥をとんとんと穿つ。

「そんなに強く締めつけて、よほどいいんだな」

　徐々に彼の動きが自分の快感を求めるように大胆になっていき、最奥を抉えぐるように真上から腰を叩きつけられた。

　先ほどよりも強く乳首と乳首を擦り合わせると、下肢が強張こわばり彼のものをさらに奧へと引き込むように肉襞が収縮する。身体の中で脈打つ怒張がさらに大きく膨れ上がった。

「あぁっ、んんっ、気持ちい、また……すぐっ、きちゃう」

　子宮口まで届きそうなほどの勢いで穿たれ、泡立った愛液がぬちゅん、ぐちゅんと弾け飛ぶ。全身がぞくぞくと甘く痺れ、滾たぎる肉棒に絡みついた蜜襞が男の精を搾り取ろうと激しく蠢いた。

「も、達く……んぁっ、達っちゃう……っ」

　なにかが下腹部の奧から込み上げてきて、爆発しそうなほどに膨れ上がっていく。突き上げはいっそう激しさを増し、食らいつくような動きに変わった。

「はぅ……っ、ん、も……もぅ……」

　我慢できないと首を左右に振りながら、助けを求めるように強く彼にしがみついた。腰が小刻みに痙攣し、雄に絡みつく肉襞がよりいっそうきつく収縮する。

「ひ、あ、あぁぁっ！」

　意識ごと攫さらっていくような激しい波に抗えず、背中を浮き上がらせながら達した。

　全身が溶けてなくなってしまいそうな心地好さの中、さらに激しく腰を叩きつけられ、またもや大きな波に流されそうになる。

　肌と肌のぶつかる打擲ちょうちゃく音が響き、はしたないほどの愛液が臀部を伝いシーツを濡らす。

「はっ……泉、出していい？」

　ずちゅ、ずちゅっと引っ切りなしに愛液の弾ける音が響き、苦しげに眉を寄せた司狼が興奮しきった息を吐きだしながら、激しく腰を振り立てる。体内で脈動する肉棒で媚肉をごりごりと擦り上げられ、何度となく達してしまう。

「出してっ……お願い……もう……っ、達って……早く」

　啜り泣くような声で懇願しても、容赦のない律動で責め立てられる。もはや過ぎる快感は苦しいだけだ。

「もう少し」

「あぁぁっ！」

　恥毛が擦り合わさるほど深く突き挿れられて、最奥を抉られる。何度目かわからない絶頂に押し上げられ、全身がびくびくと震えた。

　すると、早い律動でずんずんと身体が揺さぶられ、体内で男の熱が弾ける。

「……っ」

　司狼の腰が小刻みに震えて、びゅ、びゅっと勢いよく精が吐き出されたことが避妊具越しにもわかった。

　四肢に力が入らず、シーツに身を沈ませていると、繋がったままの状態で抱き締められた。優しい抱擁に安堵し、全身から力が抜ける。

　身体の中で彼のものはいまだ熱く昂ったままだ。司狼は泉の髪を撫でたり、口づけたり、一頻り顔に触れたあと、泉を抱えたままごろりとベッドに横になった。貫かれる角度が変わり、全身が小さく震える。

「ひゃ……っ、ん」

　仰向けに寝転がる司狼の上に跨がって寝転がっている状態だ。泉が上に乗っていても、まったく重くないのか彼は平然としている。

　ただ、彼のものを受け入れたまま急に体勢が変わると、また違った角度で突き挿れられているようで、一度は治まったはずの熱がふたたび火を灯しそうになる。

「あの、抜かないの？」

「まだ抜きたくない。もうしないから、しばらくこのままでいさせて」

　懇願されると、また変な気分になりそうだからいやだとは言えなかった。泉は身体の力を抜き、彼の胸板にぺたりと頭をくっつける。

「大好きですよ」

　泉が呟くと、ぎゅうぎゅうと抱き締められた。

「俺もだ」

　痛くないのは、これでも彼が手加減してくれるからだろう。

　何度も司狼の優しさに触れた。これから先なにがあっても、自分は彼の手を取ったことを後悔しない。泉はそう決意し、彼に身体を預けたまま重い瞼を閉じたのだった。

















第五章












　休日明けの週は早番だった。休日中ずっと司狼とイチャイチャしていたため、やや身体が辛くはあったが、睡眠時間は確保できていたおかげでわりと元気だ。

　ランチ時間が過ぎ、洗濯物を乾燥機にかけておけば、泉の今日の仕事は終わりだ。

「付き合ってる？　今さらね。とっくにそう思っていたわよ」

　司狼と付き合い始めたことを打ち明けると、乾燥機の電源を入れた彩乃に呆れたような視線を返された。

「とっくに？」

　どうやら毎日の送迎で怪しいと思われていたらしい。が、実際に付き合い始めたのは彼の実家に行った一昨日で、ずっと隠していたわけではない。

「えぇ、早川さんのことも、なにかなくなるたびに支援課のせいにされるなんて、よくあることでしょう？　それだけで司令補佐官がわざわざ送迎はしないと思うの。話してくれないのは少し寂しかったけど、隠していることを問い詰めたりしないわよ」

「ごめん。でも本当に付き合い出したのは先週なんだ」

　どうやら気を使わせてしまっていたようだ。

　さすがに、司狼が獣人で自分がその番だなんて話はできなかったが、彼から告白されていたとだけ伝えた。

　泉は乾燥機のスイッチを入れ、間違えないように部屋番号のプレートを下げておく。

「そうなの？　司狼司令補佐官に憧れている支援課の隊員もいるから、黙ってたのもわからないでもないのよね。でもあの人、隠す気がなさそうに見えるわ」

「うん」

　彩乃の言葉に泉は苦笑を漏らした。

　今朝、いつものように朝四時半に泉を迎えに来た司狼は、寮に着くまでの間、ずっと泉と手を繋いだままだった。

　当然、先に出勤していた彩乃やほかの同僚にばっちり目撃された。

　なにも言わず聞かないでいてくれたことに感謝しつつ、きちんと説明しなければと思っていたのだ。

「実はね、私、司狼司令補佐官が泉のことを好きだって、前から気づいてたのよ」

「えっ？」

　彩乃に言われて驚きの声を上げる。

　たしかに司狼には、三年前からずっと好きだったと告白されているが、彩乃はそれを知らないはずだ。いったいどうしてそう思ったのだろう。

「泉が気づかなかったのは仕方ないわ。司令補佐官は、どうしてか泉にだけは話しかけなかったから」

「どういうこと？」

　泉は訝しげに首を傾げた。自分にだけ話しかけなかった。つまり、彩乃には話しかけていたのだろうか。

「着任して早々にね、司令補佐官に泉のことを聞かれたの。私が泉と仲がいいことに気づいて、話しかけてきたんだと思う。それも泉がいないところで」

「聞かれてた？　なにを？」

「大したことじゃないわ。椎原さんの元気がないけど、なにかあったのかとか。今日は見かけないけど休みかとか。寮の治安維持も警務課の仕事だからと、ほかの隊員についても多少は聞かれたけれど、なんとなくわかるわよね、そういうの」

　彩乃が楽しげに口元を緩ませて笑った。

「だから、司令補佐官が洗濯室で泉に話しかけたとき、ついにって思ったのよ。あのときはまだ、元カレと付き合ってたからハラハラもしたけどね」

　もしかして、早川の徽章を司狼に渡さずに泉に渡したのは怖がっていたわけではなく、司狼に加勢したつもりだったのか。

（だから彩乃、純のこと好みかって聞いてきたんだ）

　頬に熱が集まってくる。司狼が自分にだけ話しかけなかった理由はわかっている。

　泉は司狼の番だ。獣人は番の近くにいればいるほど、欲求を抑えられなくなるという。

　あの頃、啓太と付き合っていた泉には、なにがあっても近づくわけにはいかなかったのだろう。

　司狼に愛されていることを実感するたびに、彼を大事にしなければと思う。司狼はたとえ本能だろうとも、自分の気持ちを押し殺してしまえる人だから。

「二人の交際を聞けて嬉しいわ。おめでとう」

「ありがと」

「今度、詳しく教えてくれるのよね？」

「ふふ、もちろんだよ」

　司狼が獣人であることを話さずにどこまで彩乃に言えるかはわからないが、いつか彩乃には自分が司狼の番であることも打ち明けたい。

「じゃ、ちゃっちゃと終わらせて帰ろう」

「そうね。洗濯機の中はチェックしたわよ。忘れ物なし」

「はい、オッケー」

　引き継ぎの報告書をタブレットに入力する。今日は隊員の忘れ物はなく、部屋に届ける必要もない。それだけで若干のストレスが軽減される。

「ねぇ、司令補佐官は今日も帰りに待っているの？　仕事中よね？　洗剤の在庫も……まだ大丈夫そうね」

　彩乃が洗濯用洗剤の在庫を確認している間、泉は洗濯機の中のゴミを一つずつ取っていく。

「いやいや、早番の帰りはさすがに一人だよ。この時間、休憩もないしね。送り迎えしてもらってるのは、早番の行きと遅番の行き帰り」

「なら、今週は帰りに一人だから寂しいんじゃない？」

　彩乃がからかうような口調で言った。

　寂しいのはたしかだが、朝やランチにも顔を見られるし、これで寂しいなどと言うのは贅沢だ。

「まぁ少しだけね。でも朝は会ってるし……それにマンションまで歩いて十五分もかからないのに、毎日送迎してもらうのは申し訳ないと思うよ」

「そう言いながら嬉しそうなのは惚気のろけね。ふふ、幸せそうでよかった」

　図星を指されて、頬が赤く染まる。家まで送ってもらうことに申し訳なさを感じているのに、一人で帰るのは寂しいなんて。しかも、それを司狼に言えば、早番の帰りも送るために無理をすることは想像に難くない。

「も～からかわないで。いいじゃない、付き合ったばかりなんだから」

　そのとき、洗濯室のドアの外でかたりとなにかが音を立てる。

　なんだろうとドアを開けると、廊下を歩いていた早川と目が合った。彼はちっと舌打ちをすると、足早に二階へ戻っていった。

「誰かいたの？」

「うん、早川さん」

「あら、今日は仕事を休んでいたのね。具合でも悪いのかしら？」

　まだ十四時前だ。有事の際はそのかぎりではないが、通常、陸上防衛課の訓練は夕方十七時まで続く。この時間、寮には支援課の女性隊員しかいないはずである。

「どうだろう……そんな感じじゃなかったけど」

　それにしても、自分はまだ早川に恨まれているらしい。泉が徽章を盗んだと思っているのか、顔を合わせるたびに睨まれる。

（食堂での一件以来、ますます当たりが強くなったんだよね。タイミングが悪いのか、ちょくちょく会っちゃうし、参っちゃう。純に言ったら、心配するだろうしなぁ）

　掃除も洗濯も隊員らが寮にいない時間に行われる。それなのになぜか早川とはニアミスが多い。顔を合わせない隊員も大勢いるのに、だ。

「ふぅん」

　彩乃は、早川に特別興味はなかったのか、会話はそこで終わった。

　洗濯室を出て、ロッカーから荷物を取り、彩乃と寮を出た。

　ついくせで、いつも司狼が立っている入り口を見てしまい、彩乃が口角を緩めた。

「あら、やっぱり寂しいのね。私が送ってあげましょうか？」

「寂しくないってば。久しぶりに帰りに一人だから、慣れないだけ！　また明日ね、お疲れ～」

「気をつけてね、お疲れ様」

「うん、彩乃もね」

　彩乃に茶化されつつも、東方防衛師団の敷地を出て帰路に就く。

　マンション前に着いたところで、携帯電話に司狼からのメッセージが入った。無事についたかと泉を心配するものだ。

（家に帰るだけで、なにかあるわけないのに）

　心配しすぎだとは思うが、彼の愛情が嬉しい。泉はメッセージに返信しようと、文章をうちながらエレベーターを上がった。

　すると、自分の部屋の前に立つ人影が見える。まさか司狼が、と泉は足を速めた。この時間にマンションに来るはずがないのに、つい期待してしまう。

　男性とはわかったものの、逆光で顔が見えない。泉は、数メートルまで近づいて、あまりの驚きに足を止めた。

「どうして、ここに？」

「オツカレサマ」

　早川は泉の部屋のドアに寄りかかり、バカにするような口調で言った。下卑た笑みを浮かべながら、ひらひらと手を振ってくる。

（なにしに来たの。どうしよう……逃げる？　でも、逃げたところで、家を知られていたら意味ないし）

　それに、恨まれているとは言え、早川が自分になにかすると決まったわけではない。自分が謝って早川の溜飲が下がるならその方がいい。司狼にはすぐに謝るなと言われたが、自分が下手に出ないと彼の怒りは収まらないだろう。

「あの、なにか私に用事が？」

　泉は警戒しつつも会話ができる距離まで足を進める。

　早川との距離は一メートル強。なにをされるかわからない怖さで声が震えそうになる。

「ちょっと話があってさ」

「どういった話でしょうか」

「ここじゃな～部屋で話そう」

　早川は寮にいたときとは打って変わった優しげな口調で言うと、顎をしゃくり、泉の部屋を指した。彼の言いなりになってはいけない。いやな予感がして、どうにか打開策を考えるがなにも思いつかなかった。

「恋人でもない男性を部屋に入れると思いますか？」

　平日の昼間だ。マンションの住人は少ないだろう。だが、まったくいないわけではない、と思いたい。なにかあったら大声を上げれば、誰かは気づいてくれるかも。それに、ここでなにか問題を起こせば困るのは早川だ。

「鍵、どれだ？」

「あっ」

　すると早川は泉が手に持っていたバッグを奪い取った。手に持っていた携帯電話が廊下に落ちる。

「なにするんですか！」

「だから、部屋で話をするって言ってるだろ」

　早川はバッグの中をごそごそと漁り、泉の部屋の鍵を取り出した。

　この場から逃げ出そうと踵を返す。だが、早川が自分の部屋に足を踏み入れる忌避感と奪われたバッグについて考えているうちに、初動が遅れてしまった。

「逃がさねぇよ」

　気づいたときには早川に腕を掴まれており、身動きが取れなくなった。

「離して！」

　誰かが気づいてくれないかと大声を出した。発した声は情けないほど震えていて、自分が思ったよりも廊下に響かない。その間にさっさと部屋の鍵を開けた早川は強引に泉の手を引き、玄関に土足で足を踏み入れた。

「ほら、入れよ」

　勢いよく腕を引かれ、廊下に倒れ込んだ。

　肩や背中を打ちつけ、どんっと鈍い音が響く。

「……っ！　なんで、こんなこと」

「いっつも、お前、ウザかったんだよな。支援課のくせに俺に逆らいやがって。支援課の女は俺らの世話して金もらってんだからさ～それらしくお前も媚び売れよ。司狼司令補佐官みたいなエリートにだけ取り入ってないで、平等に慰めてくれないとなぁ」

「取り入ってません！」

「毎日送迎してもらっておいてか？　どうせやらせてる見返りだろ？　そもそも掃除やら洗濯やらしかしてない支援課の女が、身体張ってる俺らと同じだけの金をもらってること自体おかしいだろうが！　気づけよ、給与のほとんどはカラダ手当だって」

　早川はズボンのベルトを引き抜き、前を寛げた。彼がなにをする気なのかは明白で、泉の顔から血の気が引いていく。

「自分の徽章すらちゃんと管理できない人に、私たちの仕事を見下されたくありま……っ、い、った」

　最後まで言い切れずに、頬を叩かれる。ぱんっと乾いた音が立ち、頬が熱を持った。鼻の奥がつんと痛み、血が垂れていくのがわかる。

「おいおい、気持ち良くしてほしいなら、萎えるような声を出さないように気をつけてくれよ。これじゃあ、勃たねぇ」

　早川は萎えた男根を緩く扱きながら、泉の身体にのしかかってくる。

「離して！　誰か！」

「うるさい！」

　ズボンのボタンを外され、身体を捩ってもがくと、何度も何度も頬を殴られた。それでも泉は抵抗をやめない。

「あんたになんて触られたくない！」

　好きでもない男に身体を奪われたところで、きっと自分はなにも感じない。でも、司狼は違う。絶対に傷つく。また、彼を苦しめてしまう。

（純、ごめん、ごめんなさい）

　ほかの誰にも触らせないと司狼と約束したのに、その約束を守れない。ほかの男性と話すだけで嫉妬するのに、こんなことになったら本能を抑えられるだろうか。考えるのは彼のことばかりだ。

「うるせぇなぁ。いい加減黙れよ」

　早川の手が泉の首にかかった。

　ぐっと力を込められると、息が苦しく声が出せなくなる。

「や……め、て」

　さらに首を圧迫され、はくはくと必死に息を吸おうとするが、徐々に目の前が暗くなっていく。意識が遠ざかる中、なにがが壊れるような激しい音を聞いたような気がするが、それがなんなのか泉にはわからなかった。









　がんがんとなにかを打ちつけるような音が響き、その音に目を覚ます。

　泉は視界に入ってきた光景に驚愕し、声も出せずに固まった。どうやら気絶していたらしいと知ったのは、自分がまだ廊下に倒れたままだったからだ。

　そして、目の前では司狼が早川に馬乗りになり、殴りかかっていた。

「ゆ、る……して、くだ、さ」

「許すと思うのか？」

　早川は呻くような声を上げながら、許しを請うていた。顔は血で真っ赤に染まり腫れ上がっていて、意識が朦朧としているのか、ぐったりしている。

　司狼は早川の言葉を意に介さず、無言で殴り続けた。なにがあったのかは明白だった。

「……っ！」

　泉は痛む身体を起こし、這いつくばるように司狼のもとへ行き、振り上げた彼の腕を必死に掴んだ。

「純……純っ、もういいですっ！　私は大丈夫だから！」

　ゆっくりとこちらを見る司狼の目に全身が総毛立つ。完全に理性を失っているのか、彼は肩で息をしながら凶悪な顔をして泉を見据えた。

「もうやめて、これ以上殴ったら、死んじゃいます」

　早川のことはどうでもいい。自分のことも。ただ、司狼に人を殺させるわけにはいかなかった。彼を大事に思ってくれている人がたくさんいる。自分のせいで、彼が犯罪者になるなんて絶対にいやだ。そうしたら、そばにいられなくなってしまう。

「離せ」

「だめ。離しません。純が、捕まったら、いや」

　泉は司狼の腕に抱きつき、ぎゅうっと掴んだ。彼が腕を引こうとするが、構わずに体重をかけて腕を押さえる。

「ひ……っ、いやら、やめ、殴らないで」

　早川は全身を震わせながら後ずさりし、玄関に倒れ込んだ。

　恐怖と殴られたことによる痛みで身体に力が入らないのか立つことはできないらしく、這々ほうほうの体ていで逃げ出した。

「行かないで」

　それを追おうとする司狼の腕をさらに押さえると、彼の怒りがこちらに向いた。

「どうして、ほかの男の匂いをつける？」

　苦しそうで泣き出しそうな目をして司狼が言った。彼は怒り狂った様子でぶるぶると手を振るわせ、壁に拳を打ちつけた。理性をなくした彼に対して恐怖心はあった。それでも、ここから逃げ出したいとは思わなかった。

　泉は司狼の首に抱きつき、自分の方へと引き寄せた。彼の体重を支え切れず、廊下に倒れ込む。背中を強く打ちつけたが、どうでもよかった。

「ごめんなさい」

　泉が謝罪を口にしても、彼の怒りは収まらない。

　噛みつくように口づけられて、体重を変えるようにのしかかられる。

「俺以外の男に触らせるなと言ったはずだ」

「うん、ごめん」

　シャツを引き裂かれて、ズボンを剥ぎ取られると、まだ慣らしてもいない秘部にいきり勃ったものを捻じ込まれた。

「……っ」

　乾いた膣に太い切っ先が入り込み、ずんと最奥に叩きつけられた。その瞬間、身体を真っ二つに引き裂かれるような痛みが走る。

「あぁ、う……ぅっ」

「泉……泉っ」

　休む間もなく腰を打ちつけられて、快感を拾うこともできずに、ただただ耐えるしかない。どこからか出血してしまったのか、司狼が律動のたびにひりついた痛みが走り、涙が溢れる。それでも彼はがむしゃらに腰を打ちつけてくる。

「はぁ、はぁ……っ」

　司狼が苦しそうに息を吐き出しながら、腰を穿つ。

　勃ちきっていなかった司狼の男根が、柔襞の中で徐々に硬く大きくなっていくと、痛みも増した。擦過傷で血の滲んだ部分をやすりで擦られているかのようだ。痛みに顔を顰めながらも、泉は「やめて」とは口に出さなかった。

「俺のものだ……俺の」

　司狼が腰を震わせ、中に精を放った。けれど、彼の目に理性は戻っていない。

　ふたたび腰を打ちつけられて、隘路がかき混ぜられ、ぐちゃぐちゃと泡立った音が立つ。彼の精液が潤滑油となり、隘路を擦られる痛みがやや軽くなった。

「あっ、う、う……ぅっ、ん」

　乳房を鷲掴みにされ指が食い込むほど強く揉みしだかれる。噛みちぎられるかと思うほど強く先端を啜られて、その痛みに眉を顰めた。

　けれど、彼が今味わっている苦痛を思えば、この程度、大したことはない。

（大丈夫だから……怒りが収まるまで付き合うから。そんな悲しそうな顔をしないで）

　泉は痛みをこらえながらも、彼の頭を抱き締めるように腕を回した。

　自分が早川に犯されそうになっているのを見て、司狼がどれだけ怒りを覚えたか。どれだけ辛かったか。目の前が怒りで真っ赤に染まったはずだ。番である自分がほかの男に奪われそうになっているのを見て、理性を保てるわけがない。

　早川のような男が死んだところでまったく胸は痛まないが、絶対に司狼に殺させるわけにはいかない。そのために司狼の怒りを自分に向けるしかなかった。

　胸に顔を埋めた司狼がふーふーと荒く息を吐く。

　動くのに邪魔だったのか、司狼は泉の両腕を頭の上で一括りにした。力任せに掴まれた腕がひどく痛む。それでも泉は笑みを浮かべた。

「はっ……はっ、いず、み」

　胸元に司狼の汗が滴り落ちた。

　司狼は最奥で大量の精を放ちながら、泉の細い首に噛みついた。

「んっ」

　薄い肌に八重歯が当たったのか、焼けつくように首が痛む。肩や鎖骨、乳房にも噛みつかれ、痛みが広がっていく。苦しいし、痛くてたまらない。けれど、今ここで拒絶したら、彼と二度と会えなくなるような気がしてできなかった。

　彼は結合部から溢れた精液をすくい取り、泉の身体に擦りつけた。おそらく早川の匂いがするのだろう。あの男が触れたところを入念に上書きされていく。

「あ、う……うっ、ん」

　ふたたび抽送が始まる。白濁と血が混ざり合い、ぐちゅっと卑猥な音が響く。激しく身体が揺さぶられ、何度となく彼の精を受け止めた。

　汗と体液でべたついた身体を散々貪られる。何時間そうしていただろう。痛みが麻痺してきて、夢と現実の境界線が曖昧になり、意識が遠くなる。

　瞼を閉じる直前に見た司狼の目に理性的な光が戻っている。

「純」

　そう呼びかけると、唇が優しく重ねられた。

　汗ばんだ髪を撫でられ、いつもの優しい手つきに安堵し、笑みが浮かんだ。

（よかった……）

　泉は力尽きたように脱力し、ついに意識を失ったのだった。









　もう起きて仕事の準備をしなければならないとわかっているのに、なかなか瞼が開けられない。頭が重くて、身体中が痛い。それに腕を上げることさえだるかった。

（仕事……なのに、どうしよう）

　もしかしたら熱でも出ているのかもしれない。

　泉はのろのろとベッド脇に置いてある時計を見る。時刻はすでに朝の十時を過ぎていた。今日も早番の予定だったから、今から出勤しても大遅刻だ。それに働けるとも思えない。

（休みの連絡を入れないと）

　おそらく携帯電話には支援課から何度も電話が入っていることだろう。

　室内を見回すが、司狼の姿はない。平日の今日、彼も仕事のはずだ。仕事に行けるくらい回復したのならよかった。

「ん、んっ」

　声を出してみると、風邪を引いたときのようにがらがらで、なにかが喉に突っかかっているような感覚がする。喉の渇きを覚えてベッドからのろのろと身体を起こすと、布団で擦れた肌がびりびりと痛んだ。

「すごいな……これ」

　裸でベッドに寝かされていたが、司狼が拭いてくれたのか気持ち悪さはない。ただ、首や胸、腕、腹にまで、痣や噛み痕が残されていた。

　洗面所で鏡を見ると、早川に殴られた頬も腫れていた。誰が見ても暴行を受けた後だとわかる。

　冷蔵庫から出した水を飲んで、ひとまず着替える。携帯電話を確認したが、支援課からの連絡は一本も入っていなかった。

（純が、伝えてくれたのかな）

　職場にはあとで連絡するとして、司狼からもなにもメッセージがないことが気に懸かる。彼なら真っ先に謝罪のメッセージの一つくらい送りそうなものだ。いくら急いでいたとしても、部屋に書き置き一つなく出ていくなんて彼らしくもない。

　司狼にメッセージを送ろうと携帯電話のメッセージ画面を見ると、どうして早川に襲われたあのタイミングで彼が家に来たのかがわかった。

　司狼へのメッセージを作成していた途中で早川からバッグを奪われ、その拍子に送信ボタンを押してしまったらしい。

　おかしなところでメッセージが途切れていたからだろう。「大丈夫か」「なにかあったのか」と心配する司狼からのメッセージが連続して届いていた。それきりなにも返信しなかったため、急いで部屋に来てくれたのだと思う。

「あ～無理、起きられない」

　支援課での肉体労働でけっこう鍛えられているはずなのに、司狼の本気の情欲を受け止めただけでこうなってしまうとは。

（もしかして、これまではかなり我慢してくれてたのかも）

　物足りないと思われていたらどうしようと暢気に考えながら泉がベッドでだらだらと寝転んでいると、インターフォンが鳴らされた。早川がまた来たとは思いたくないが、その可能性も捨てきれない。

　泉はゆっくりと腰を上げて、インターフォンのカメラを見た。そこに映っていたのは、まさかと思う相手で、身体の痛みも忘れて跳び上がる。

「はっ!?　なんで!?」

　部屋着を見られることの恥じらいすらなくなってしまうほど、驚く相手だった。

　泉はインターフォンに応答し、すぐにドアを開ける。

「き……木虎司令官。どうしてここへ」

「休んでいるところ、悪いな」

　東方防衛師団の司令官である木虎隆治は、司狼とはまたべつの意味で目立つ男だった。恐ろしいくらいに目鼻立ちが整っており、司狼と同じくらい背が高い。

　獣人っぽいと言えば、この男もである。そして、無愛想で四角四面な司狼とは違い、木虎は非常に愛想のいい表情豊かな男だった。

　親しみやすいのに、決して逆らってはならないような雰囲気があるのだ。だが、普段、東方防衛師団本部にいる木虎と、こうして面と向かって話すのは初めてだ。

「いえ……あの？」

　いくら上官とはいえ、昨日の今日で男性を部屋に招くのは憚られた。

　泉がドアを薄く開けたまま困惑していると、木虎がシャツの胸ポケットから折りたたんだ封筒のようなものを取り出してこちらに見せてくる。

「今朝早く、司狼がこれを出した」

　木虎が手にする封筒には退団届とあり、司狼の名前も書かれていた。

「退団って、どうして」

「なにがあったかはだいたい聞いた。君と司狼の関係も知っている」

　木虎は労るような目をして泉を見る。胸元や腹は服で隠れているとはいえ、首や腕に残った痣は見えてしまっていた。

「その上で君に頼むのは、都合がよすぎるとは思っているんだが……あいつを許してやってくれないか」

「許すもなにも、純が……司狼司令補佐官が、謝らなければならないようなことはなにもありません」

　泉が返すと、木虎は驚いたように目を見開き、心底嬉しそうに腹を抱えて笑い出した。

「はははっ、そうか、君は気にもしてないんだな……っ、そうかそうか」

「あの？」

　頭の中を疑問が駆け巡る。

　問題を起こした早川ならわかるが、どうして彼が辞めなければならないのか。

（もしかして……昨日のことを気にして、私から離れようとしてる……とか。番からは離れられないんじゃなかったの？）

　まさかとは思う。だが、いつだって泉の感情を優先してくれた司狼の行動を思い出すと、あながち間違っていないような気がした。

「悪いが少し出られるか？　君と話をしたいんだが、あまり君に近づくわけにはいかないし、俺を部屋に入れる気にもならないだろう？」

「あ……えっと、すみません。すぐに用意します」

「じゃあ、マンションの下で待っている。急がなくていい。辛いだろうからな」

　すべてを知られているのかと察し、頬が熱くなった。

　恥ずかしさで目を逸らすと、木虎ががしがしと頭をかく。

「俺にそういう顔を見せないでくれ。あいつに恨まれたくない」

　木虎はそう言って、玄関のドアを閉めた。足音が遠ざかっていく。

　泉は訳がわからないまま外出着に着替えた。退団届を出したとはどういうことだろう。急ぎ、司狼に「連絡がほしい」とメッセージを送り、部屋を出た。

　木虎はマンション前の木陰に佇んでいた。

「すみません、お待たせしました」

「いや。君も聞きたいことがあるだろう。近くの公園でいいか」

「はい」

　マンション近くの公園のベンチに座ると、飲み物を手渡される。

「ありがとうございます」

「それにしても、声、ひどいな」

　噴き出すように言われるが、泉としてはそれどころではなかった。

「それで退団ってどういうことですか？　木虎司令官はなにをどこまでご存じなんです？　司狼司令補佐官は、今どこに？」

　携帯電話に連絡をしたが、まだ返信はなかった。

　矢継ぎ早に聞くと、落ち着けと言うように手で制される。

「それがわからないから、君に聞くために俺がここに来た。あいつが朝早く、退団願を届けに本部に来たんだよ。事情を聞いたあと、とりあえず実家で待機を言い渡したんだが、そのあと念のために実家に連絡を取ってみたら帰っていないらしい」

「わからないって、いなくなったんですか？」

「あぁ……早川への暴行の責任を取って、と言っていたが、本心はそうじゃないだろう。君から離れようとしてるんじゃないかと思ってな。いい大人相手に心配しすぎだと自分でも思うんだが、獣人は弱いから」

「あの、木虎司令官は、どこまで知ってるんですか？」

　木虎の話し振りから、早川とのいざこざだけでなく司狼が獣人であることも、泉が番であることも知っているような気がした。

「あいつが獣人で、君がその番だってことくらいか。あとは昨日のことだな」

「それってほぼ全部知ってるってことじゃないですか」

「いやぁ、俺もあいつに番が見つかってびっくりしたんだぞ。でも、俺っていう前例があるからなぁ。早川にしたことを聞いて、まぁそうなるよなと思って同情したよ。自分の番がほかの男に押し倒されているのを見りゃキレるだろ。むしろ早川が生きていることに驚いたぞ、俺は」

　前例の意味に気づきぎょっとする。木虎の言い方だと、自分も獣人で番がいると言っているように聞こえるのだが。番持ちの獣人は珍しいのではなかったか。ほとんどゼロに近いと司狼は言っていたのに。

　そんなバカなと思いながらも、自分と司狼が出会ったことを考えると、ゼロに近いがゼロではないのだと妙に納得してしまった。

「木虎司令官も番が？」

「あぁ。だからあいつの気持ちがわかる。司狼は、番を自分が傷つけてしまったことに耐えられなかったんだろう」

「私は、全然わかりません。傷ついてなんて、いないのに」

「獣人は、自分の番にとことん弱いんだ。君から嫌いだと言われたら、心が壊れてしまうくらいに脆い。だったら、苦しくても嫌われる前に自分から離れる方を俺も選ぶ」

「嫌われたくないからって、逃げるんですか」

　唇を尖らせて言うと、木虎が噴き出した。

「そうそう、逃げたんだよ、あいつ。君に嫌いって言われるのが怖いから。だから、頼む。連れ戻してきてくれないか」

「……わかりました」

　なんだか司狼に対して腹が立ってくる。

　絶対に離れない、なにがあっても後悔なんてしないと誓ったのだ。司狼と生涯過ごすことの覚悟を決めた。それなのに、どうして自分から離れようとするのか。どうしてそれが最善だと考えてしまうのか。

（いつだって、私の幸せを勝手に決めるんだから。私は、純のそばにいることが幸せなのに……勝手に離れていかないでよ）

　泉が傷つかないとでも思っているのだろうか。家族になると誓ったくせに。離れられるくらいなら、初めから自分を手に入れようとなどしなければよかったのだ。

「獣人は……普通、番を前にして三年も本能を抑えるなんて、できないんだ」

「え？」

　どういう意味かと聞き返すと、苦笑が返される。

「見た目は人間と同じでも、やっぱり俺たちと人間は違う。想像してくれ、目の前にごちそうがあるのに飢餓状態で我慢ができるか。あいつは君のそばにいたいがために、強靱な精神力で飢餓感を抑え、三年間待ち続けた。そしてようやく手に入れた。だから余計に、失うのが怖かったんだろうさ」

　司狼は、泉がほかの誰かを好きになったときのために、両親にストッパー役を頼んでいたくらいだ。泉の気持ちがほかに移ることに常に恐怖心を抱いていた。

　番を得た獣人と違い、番自身はほかの誰かを好きになることもできる。そうなる可能性を考えて、逃げたのか。

「俺は、あいつの番である君に恋人がいるのを知ったとき、あいつを西方防衛師団に戻そうと思っていた。でもあいつはそれを断った。どんなに苦しくても、自分が恋人の座に納まれなくても君の近くにいたいんだと言っていた」

　司狼は泉に恋人がいる三年間、第一寮にいた。話すことはなかったが、顔を見られる距離に。なにも知らずに啓太と交際していた自分は、知らないうちに彼を苦しめていたのだ。

「本当は、君を誰にも見せず、閉じ込めておきたいはずだ。番を男に囲まれるような場所で働かせるなんて、俺なら考えられない。ほかの男に触れられるなんて、気が狂うほどの苦しみだ」

　涙が溢れて、言葉が出てこなかった。

　いつだか司狼は言った。俺は君からなにも奪いたくないのだと。泉にとって、支援課の仕事が拠り所だと知っていたから。同僚たちが家族のようなものだと知っていたからだ。

　泉を傷つけてしまったことを後悔し、これ以上は欲求を抑えられない、そんな限界を感じて、自分から離れることを決断したのかもしれない。

「あいつを救えるのは、君だけだ」

　木虎に言われて、泉はしっかりと頷いた。

　自分の覚悟を甘く見てもらっては困る。もう離れないと決めたのだ。彼の番になると、好きだと言ったではないか。どれだけひどく抱かれても、どれだけ嫉妬深くても、もう泉は司狼を嫌いになどなれないのだから。









　木虎と別れ、泉はもう一度司狼に連絡を取った。

　電話をかけても、一向に繋がらない。念のため、彩乃に連絡をして欠勤を謝った上で、寮に司狼がいないかを確認したが、見ていないと言う。

（どこに行ったんだろう）

　朝方まで貪られた身体はだるいし、殴られた頬も痛む。睡眠不足で眠気もひどい。それでも、今、追いかけなければ二度と会えないような焦燥に駆られる。

　重い身体を引きずりながら、貴子が店主を務めるレストランへ足を運んだ。電車に乗っている間も気が急いており、いやな汗が背中を伝う。

「泉ちゃん、よね？　どうしたの」

「あの……っ、純、来てませんか？」

　汗で髪が額に張りつき、肩で息をしながら話す。

「いいえ、来てないけど」

「そうですか……ありがとうございます」

　礼を言って、店を出ようとすると、貴子に引き留められる。

「ちょっと待って。顔が赤いわ」

　歩き回っていたせいで、顔が真っ赤になっていたらしい。貴子に水をもらい一気に飲み干す。冷たいおしぼりで汗ばんだ額を拭うと、荒かった呼吸も少し落ち着いた。

「ありがとうございました」

「落ち着いた？　もしここに純くんが来たら連絡するわね。電話番号を教えてくれる？」

「はい。よろしくお願いします」

　貴子と連絡先を交換し、店を出た。

　司狼との思い出は少ない。彼の友人だって知らないし、ここでないとするならば思い当たるのは実家くらいだ。

（実家には行ってないって木虎司令官が言ってたし……でも、入れ違いで帰ってるかもしれない）

　どうやら慌てすぎてパニックになっていたらしい。司狼の実家方面の電車に乗ってから、ようやく電話をすればいいと思い当たった。

　泉は途中の駅で降りて、携帯で典子に連絡をした。

　幸い、典子はすぐに出た。

『もしもし、泉さん？』

「はい、椎原です。先日はありがとうございました」

『どうかしたの？』

　その言葉で司狼が実家に行っていないことがわかった。彼が退団願を出していなくなったと事情を説明すれば心配させてしまう。

　泉は事情を伝えずに「もし彼が実家に顔を出したら、教えてほしい」とだけ言い、電話を切った。

（早く、見つけないと……っ）

　焦りばかりが募っていく。あとは、どこに行けばいい。

　もっと話をしておくんだった。彼が好きな場所、彼が好きな景色を、もっと教えてもらっておくんだった。そんな後悔ばかりで、涙が次から次へと溢れてくる。






　──獣人は、自分の番にとことん弱いんだ。君から嫌いだと言われたら、心が壊れてしまうくらいに脆い。






　どうして今、木虎に言われた言葉を思い出してしまうのだろう。心が壊れるなんて、そんなの考えるのもいやなのに。

　気持ちが塞ぎ込みそうになる。もしかしたら、もうどこにもいないのではないかと悪いことばかり考えてしまう。

（お父さん、お母さん……助けて……）

　ふいに記憶が蘇る。そういえば彼と一緒に行ったではないか。

　落ち込んだときに、寂しいときに、ここに来ると両親に会えるような気がするのだと言ったら、自分が家族になるからと約束してくれた場所。

　逸る気持ちを抑えて電車を乗り換え、動物園に着いたのは十五時近かった。

　昨日の無理が尾を引く中、なにも食べずに昼前から探し回っていたせいで体調は最悪だ。もし司狼がいなかったらもうどこを捜していいかわからない。

（どこ？　いない……？）

　平日だからか来場者は少ない。周囲を見回しても彼の姿はなかった。

　入り口に入る前に、動物園前の広場をくまなく捜していく。

　石垣に沿って園の周りを歩いていくと、人気のない裏通りに出た。さすがにここにはいないだろうと思い、踵を返そうとするが、視界の端になにかが映り足を止めた。

　周囲を見回すと、園の周りを囲っている植え込みの一角にあるムクノキに寄りかかるようにして男が立っていた。

（いた……っ！）

　道路脇には見覚えのある車が停められている。

　覇気のない彼の表情は人が違ったように見える。一瞬、見間違えたかと思ったほどだ。

　泉が駆け足で近づくと、司狼はゆっくりとこちらに視線を向けて、辛そうに目を細めた。そして、泉に背を向けて車に戻ろうとする。

「行かないでっ！」

　泉は叫びながら、運転席のドアに手をかける彼の下に走り寄った。必死に腕を掴むと、司狼の肩が飛び上がらんばかりに震える。

　やはり彼は自分の前から姿を消すつもりだったようだ。

「でも……俺は」

「見つけられて、よかった」

「泉……なんで、ここに来たんだ」

　司狼は肩で息をしながら、なにかを耐えるように眉を寄せた。

　泉は後部座席のドアを開けて乗り込むと、彼の腕を強引に引っ張った。彼は泉の行動に狼狽しつつも、欲求に抗えなかったのか泉に覆い被さってくる。

「泉っ、我慢、できなくなる……っ」

「そんなことで、嫌いになんてならない！」

　強く抱き締められ、腕に力を込められると骨が軋む音を立てる。胸が圧迫され呼吸が苦しい。

　けれど、彼が抗いがたい本能と理性の間で耐えているのがわかると、胸がかき乱される。我慢なんてしなくていい、もう耐えなくていいという想いを込めて、背中に腕を回した。

「俺は……君を、傷つけたのに」

　司狼の目が歯形のついた首や手の形で痣になった腕に向けられた。

「逃がして、やりたかったのに」

　胸をかきむしりたくなるような痛みが彼の言葉から伝わってくる。

　番から離れようとすれば、半身を失ったような苦しさに襲われると言う。それでも彼は決断した。泉を守るために。

「私だって、あなたを守りたいと思うんです」

　この人はどうしていつも、泉ばかりを優先するのだろう。好きだと言ったのに、どうして泉も同じ気持ちだと気づかないのだろう。

　無理をしてまで耐えてほしいとは思わない。昨日のように乱暴に抱かれたって構わない。外に出るなと言うのなら、閉じ込められてもいい。家族のいない自分が会いたいと思う相手は、支援課の同僚くらいだ。

「俺を……？　あんなことをされても、君は優しいんだな」

「あんなことって、私はいやじゃありませんでしたよ。我慢するより、ああやって私にぶつけてくれた方が、ずっといいです。好きだって言ったじゃないですか」

「でも、痛かっただろう？」

「痛かったのは、純の方でしょう？　それに、私を助けてくれた」

　泉は、もぞもぞと身体を動かし、呼吸が楽な位置を見つける。司狼の肩に顔を埋めると彼の唇が髪に埋まった。匂いを嗅ぐように深い呼吸をされて、汗まみれの自分の身体が途端に恥ずかしくなる。

「匂いは嗅がないで。走ってきたから、全身汗まみれなんです」

「無理だ。離せない」

「じゃあ、離さないでいいです。臭くても我慢してくださいね」

　泉が諦めたように言うと、ますます深い呼吸で匂いを嗅がれた。

「臭いわけがない。君はいつもいい匂いがする」

　首筋に張りついた髪をかき分けられて、耳の下に鼻先を押しつけられる。長い舌で汗に濡れた首を舐められ、ぞくりと腰から快感が湧き上がった。

「んっ」

「なぁ、俺を殴ってくれないか……ちょっと、止められそうにない」

「殴りませんってば。我慢しないでって言ったばかりでしょう？」

　泉が言うと、性急な手つきでスカートが捲り上げられて、汗ばんだ手のひらが下着の中に入ってきた。

「こんな場所で、だめだろう」

　そう言いながらも、司狼の手は止まらなかった。本能のままに求めてくれることを嬉しいと思ってしまうのだから、自分も相当彼に溺れ切っている。

「こんなところで抱かれてもいいって思うくらい、私があなたを好きでいるって……そろそろわかってください」

　人通りはほとんどなく、幸い車通りも少ないが、いつ誰がここを通るかわからない。誰かに見られる可能性があるというのに、それでもいいと思うなんて。

（だって……こんなこと言えないけど、我慢してる純ってなんか可愛くて。拒絶とか、ちょっと無理）

　自分がほしくてたまらない、なんて、女冥利……というか番冥利に尽きるではないか。苦しいほど自分を求めてくれている。彼に無理をさせたくないと思うのは本心だけれど、同時にそこまで愛されることに喜びを感じてしまう。

「好きなんです。なにをされてもいいって思うくらい。家族に、なってくれるんでしょう？」

「君は、本当に、それでいいのか？　いやだと言われても、離せないぞ」

「私こそ、離しませんから」

　頭を押さえられ、貪るように唇が塞がれる。厚い舌で口腔を舐め回され、頭の奥がじんと痺れ、なにも考えられなくなっていく。

「はぁ……ふ、っ」

　司狼の太い指が秘裂をなぞり、ぬるぬると滑る。あまり大きな声を出したら、外に聞こえてしまうかもしれない。けれど、感じやすい淫芽をくりくりと捏ねられると、声を我慢できなかった。

「ん、あぁっ」

　唇を離し、首を仰け反らせて、甘く喘いでしまう。

　司狼はそれを気にする様子もなく、指先をくるくると押し回すように、さらに泉を追い詰めていく。

「体勢を変えるか」

　司狼に身体を持ち上げられ、背後から抱き締められるような体勢で、彼の膝の上に座らされた。触りやすくなったとばかりにシャツを捲り上げられ、ブラジャーをずらし乳房を揉みしだかれる。余裕はないはずなのに、昨日よりもずいぶんと優しい手つきで、掠めるように乳首に触れられた。

「は、あっ、あぁっ」

　足がびくりと震えて、宙にゆらりと浮き上がる。触れてほしいと誘うように足を開くと、ふたたびショーツの中に手が差し入れられた。

「昨日は、すまなかった。いきなり挿れて、ここ、切れてしまっただろう？」

　そのお詫びだと言いたいのか、彼は焦らすような手つきで秘裂を擦り、愛液をまぶすように撫で上げる。ぬるついた指先で襞を捲るように開かれ、蜜口を擦られる。

　同時に反対側の手で優しく乳首を引っ張り上げられ、先端を爪弾かれた。硬く凝った乳嘴を指先で掠めるように弄られ、胸から全身に甘い快感が広がっていく。

「んっ、へ、いき……っ、あぁっ」

　ショーツの中がじっとりと湿り気を帯びてきて、彼が指を動かすたびにちゅくちゅくと音を立てた。隘路が切なく疼き、燃え立つように身体が熱くなっていく。

「は、早く……っ、ん、中……して」

「昨日、無理にしたから、中が切れてると思う」

「それでも、いい、ん、です」

　泉は司狼の腕を取り、熱っぽい息を吐く。彼のしたいようにしていい、と思うのは当然だが、それ以上に自分が司狼に抱かれたかった。

「お願い……して」

「わかった」

　やめてやれなくて悪い──そんなふうに悲しそうに言わなくていい。

　司狼がいなくなったと聞いたとき、目の前が真っ暗になったのだ。だから、司狼がここにいるのだとちゃんと感じたかった。

　泉は司狼の身体にもたれかかりながら、上を向き、キスをねだるように頬を擦り寄せた。彼も同じように顔を近づけ、自然に唇が重なる。

「これも、相当痛いだろう」

　彼は唇を離すと、痛ましそうな目で泉の頬を見た。泉が殴られたと思うと怒りがぶり返してくるのか、歯ぎしりのような音が聞こえる。

　たしかに、早川に殴られたせいで口の中は切れているし、頬も腫れている。ただ、そのことがすっかり頭から消えてしまうくらい、泉は司狼が心配だったし、自分から離れようとする彼に怒ってもいたのだ。

「そんなの、どうでもいいから、早く、キスしてください」

　泉は拗ねたように言い、顔を寄せる。

　司狼の唇に自ら唇を押し当て、突き出した舌でぺろりと舐める。こじ開けるように唇を割られると、肉厚の舌が口腔を這い回り、舌が搦め取られた。

　強く舌を啜られ、ちゅ、ちゅっと唾液を啜る音が響く。

　司狼の唾液が口腔に溢れると、それを喉を鳴らして飲み込んだ。口蓋までも舐め回される心地好さに包まれ、頭の中が司狼でいっぱいになっていく。

　キスをしているだけで陶然としてきて、空っぽの隘路が彼を欲して淫らにヒクついた。

「挿れ、て」

　泉はショーツの中に入った彼の手に自分の手を重ねて、誘うように腰を浮かせた。

　すると、彼の太い指がゆっくりと中に入ってくる。彼の言うとおりどこかが切れているのか、指が動かされると、ちりちりと痛みが走る。それでもやめてほしいとは思わない。

「痛いか？」

「痛く、ないです。気持ちいいから、もっと」

「君は、俺に甘すぎるんだよな」

　司狼は自分を落ち着かせるように深く息を吐き、指で中を拡げていく。反対側の指先で花芯を捏ねながら、そろそろと抜き差しされた。

「あぁ、んっ」

　十分に濡れているからか、思っていたほどの痛みはなかった。うねる隘路を擦り上げられるたびに、愛液が溢れショーツがますますじっとりと濡れていく。

　つんと淫らに尖った淫芽をぬるついた指の腹で捏ね回されると、そのあまりの心地好さに隘路を擦り上げる指を強く締めつけてしまう。

「感じてるか？」

　耳元で囁かれると、ぞくりと肌が粟立った。

　煽るような口調ではない。ただ、泉の身体を案じてくれているだけだとわかってはいても、彼の低い声を聞いていると気分が高揚してしまう。

「ん、んっ、はぁっ」

　こくこくと首を振ると、ますます指が淫猥に動かされる。指をばらばらに動かしながら蜜襞を擦られ、全身が充足感に満たされていく。まだ数度しか身体を重ねていないというのに、まるで昔からこうしていたような気がしてくる。司狼と触れあっていると、心の隙間が幸せで埋められていくように思えるのだ。

「よかった……本当に痛くないんだな」

　司狼は確かめるように尋ねてくる。

　泉は力が抜けた四肢を投げ出し、司狼にもたれかかり頷いた。

　すると指をもう一本増やされ、柔襞をなぞるように動かされた。隘路を埋め尽くす指で感じやすい部分を執拗に擦られると、どうしようもないほど気持ち良くなってくる。腹の奥が燃え立つように熱くなり、指では届かない部分がじんじんと疼く。

「はぁ、あっ……も、う……いい、からぁ」

　ゆっくりすぎる指の動きにもどかしさまで感じてくると、いやらしく指に絡みつく蜜襞が、奧へと誘い込むように蠢いた。

「ほしっ……も、これ、挿れて」

　泉は淫らに腰をくねらせ、誘うように足を広げた。背後に腕を回し、臀部に押し当てられている男根をズボン越しになぞる。丸みを帯びた先端を包み込むように撫でながら、手のひらを根元へと下ろしていく。手のひらの中で雄芯がびくんと震え、より硬くなる。

　彼の熱が伝染したかのように、興奮が高まり、最奥が甘く疼いた。

「あぁ。俺も、君がほしい」

　司狼の声にも余裕はない。

　息遣いは荒く、泉が手を動かすたびに、小さな呻き声が聞こえてくる。

　彼は濡れた指を引き抜くと、性急な手つきでズボンを寛げ、いきり勃った肉棒を片手で支えた。

　運転席に隠れているとは言え、フロントガラスから車内を覗き込めば、なにをしているのかは丸わかりだ。そんな、誰かに見られるかもしれない状況が、よりいやらしい気分に拍車をかける。

「泉……自分で、挿れられるか？」

　泉は頷き、座席に膝をつくと、正面から司狼に抱きついた。肩口に顔を埋め、蜜口にぴたりと亀頭を押し当てる。

「あっ、んあぁっ」

　彼の膝の上に座るように腰を落としていくと、指よりも太い先端がずぶずぶと隘路を拡げながら押し入ってくる。しっかりと濡れているからか、痛みはまったくなかった。

　長大なもので腹の中を埋め尽くされていく。すべてを呑み込むと、臀部と彼の太腿が触れて最奥をこつんと突かれる。

「はぁ、はっ、ん」

　無意識に腰を揺らめかせ、その刺激でびくびくと身体が震えてしまう。彼もまた耐えるようにキツく眉を寄せ、興奮しきった息を吐き出した。

「これじゃあ……すぐ、出る」

　司狼は泉の臀部を掴み、持ち上げた。媚肉を擦り上げながら、屹立がずるりと引き抜かれると、全身が総毛立つような鋭い快感に襲われる。

「あぁ、や、あぁっ、ん、んっ」

　陰茎が抜けるぎりぎりで動きを止めると、はち切れんばかりに硬さを増した先端で、浅瀬をかき回される。先走りと愛液が混ざり合い、粘ついた音が引っ切りなしに響く。

「んん～っ」

　片方で臀部を支え、もう片方の手で包皮が剥けた淫芽を捏ね回された。絶頂感が波のように押し寄せてくる。全身が小刻みに震えて、飢え切った隘路が痛いほどに疼いた。

　快感と同時に迫るもどかしさでどうにかなってしまいそうだった。

「ン、やぁ、奧、が……い、いっ……おね、がっ」

　ねだるように司狼の肩に顔を埋め、彼の首をぺろぺろと舐める。彼の喉が上下に動き、より素早い動きで律動が繰り返された。じゅぷ、じゅぷっと愛液が弾ける音が立ち、溢れる淫蜜で陰茎がぐっしょりと濡れていく。

「ここ、すごく、ヒクついてるな。奧にほしいのか？」

「ほし……んっ……もう、早く」

　涙をこぼしながら、司狼の首に甘噛みする。ちゅっと肌を吸い、赤みの差した首を舐める。舌を首筋に這わせながらねだると、一気に腰を落とされた。

「あぁぁっ」

　泉は、背中を仰け反らせながら、みだりがわしい声で喘いだ。すると、真下からずんずんと腰を穿たれて、隘路をかき回される。子宮口を押し上げるような動きで腰を叩きつけられると、目の前がちかちかして、すぐに限界がやってきた。

「ひぁぁっ、あ、だめぇっ」

　達した瞬間、足の間からおびただしい量の愛液が溢れて、太腿を流れ落ちていく。飛び散った蜜が彼のズボンにしみを作った。

「あぁっ、ん、あ、今……待って、無理……待ってっ」

　痙攣するように全身がびくびくと震えて、力が入らない。どこもかしこも性感帯になってしまったみたいで、肌が擦られる感覚にさえ、鋭い喜悦をもたらした。

「無理だと、わかってるだろう……っ」

　狂おしげな声で言われて、さらに容赦なく腰を突き挿れられた。張り出した先端で蜜襞をごりごりと擦られ、ふたたび強烈な絶頂感が押し寄せてくる。

「ひ、あぁっ、あぁ、はぁん、あっ」

　身体を揺さぶられ、途切れがちに喘ぐ。

　快感で頭がいっぱいになり、ここが車の中であることも頭にはなかった。脈打つ怒張で最奥を削り取るように動かされて、得も言われぬ快感に押し流されてしまう。

　腰の動きに合わせて、先走りと混ざり合った愛液が、くちゅ、ぬちゅっと卑猥な音を立てながら飛び散った。指の腹でクリトリスをぬるぬると擦られ、上へ下へと擦られる。

「あ、はぁ、また……っ、達く……ん、もう」
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　鋭い快感が腰から脳を突き抜けていく。おかしくなってしまいそうなほどの強烈な愉悦が絶え間なくやって来る。背中を弓なりにしならせ、腰がびくびくと跳ね上がった。

「んん～っ！」

　達した瞬間、思わず腹に力を込めると、絡みつく蜜襞が欲望を締めつけ、精を搾り取ろうとする。どっと汗が噴き出し、激しい心臓の音が頭の奧で鳴り響いた。肩で息をしながら脱力すると、司狼が腰を震わせ体内で精を迸らせた。

「はぁ……っ、全身……筋肉痛、です」

「ははっ、そうか」

　彼の明るい声が聞こえて、胸を撫で下ろした。

　ぐったりと彼にもたれかかり、体内で温かいものを受け止めた。そういえば、昨日から何度となく中に出されている。

　もしかしたら妊娠する可能性もあるのか、と考えて、そうしたらますます執着心が強くなりそうだと心配になるよりも、喜びで胸がいっぱいになる。

「純……もし、赤ちゃんできたら、嬉しいですか？」

　胸に顔を埋めたまま聞くと、汗ばんだ額に口づけられる。

「嬉しいに決まってる。でも、獣人と人間だと種族が違うからか、なかなか妊娠に至らないんだ。と言っても、人間同士より身体を重ねる回数も頻度も多いから、いつかはできるだろうが。今すぐほしいか？」

　それを聞いて、ほっとすると同時に残念にも思う。彼と夫婦になり家族ができたらきっと嬉しいだろう。けれど、二人だけで過ごすのも悪くないと思う。

「いえ、可能性がゼロじゃないなら、よかった。でも、純と二人だけで過ごすのも、いいかなって考えちゃって」

「そうだな。俺も……同じ気持ちだ」

　臀部が持ち上げられ、彼のものがずるりと抜けていく。

「ん……っ」

　こんな場所で何度も身体を重ねるわけにはいかないのはわかっているが、もう終わってしまうのかと残念な気持ちになってしまう。

　それに、素肌で司狼と触れ合えないことがひどく寂しい。

「君の部屋で、もう一度抱いてもいいか？」

　名残惜しく思っていたのは自分だけでなかったらしい。

　泉は微笑みながら頷いたのだった。
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　司狼は、床の上でぐったりする泉を見下ろしながら、痣になっている手首をそっと指先でなぞった。

　首や肩、胸にはおびただしい数の噛み痕が残っている。歯が当たったのか出血しているところまであった。廊下で無理に抱いたせいで、フローリングで肌が擦れ、背中が真っ赤になってしまっている。

（俺が……泉を、こんなにしたんだな）

　足の間からは、司狼の精液が大量に溢れ出しており、血が混ざっていた。慣らしもせずに怒りにまかせて貫いた。行為の間中、彼女が痛みに耐えていたのがわかる。

「ぐ……っ、ぅ」

　自分がしでかしたことの悍ましさに吐き気が込み上げてくる。

　それなのに、殴られた頬や、首に残るあの男の手痕を見ると、怒りで頭がおかしくなりそうだった。頭の中で何度殺しても殺したりない。

　あのとき、泉が止めてくれなかったら、確実に早川を手にかけていただろう。彼女が自分の身を犠牲にして、司狼の怒りを受け止めてくれたのだ。

「くっそ……っ」

　怒りはまったく収まらない。

　彼女が意識を失うほど抱いたというのに、早川の行為を思い出すだけで、早川だけでなく、どうしてほかの男に触れさせたのかと泉に対しての怒りまで芽生えてしまう。

（もし……同じことがまた、あったら……それで、また泉を傷つけたら。泉に嫌われたら……耐えられない）

　それに、愛する人を傷つけた自分が許せなかった。彼女から離れなければ。嫌われて、憎まれる前に。もっと傷つけてしまう前に。もう遅いかもしれないが。

　目を覚まさない泉を見下ろし、彼女の身体を抱き上げる。ベッドに寝かし、タオルで全身を拭うと、その上からふとんを掛けた。

　司狼は、血が滲むほど強く拳を握りしめて、泉から背を向けた。歯が砕けそうになるほど強く噛みしめる。

　心が悲鳴を上げても、離れがたくとも、そうするほかなかった。









　司狼は寮に戻り、制服に着替えた。

　用意しておいた退団願に日付を記入し、ポケットに入れる。

　時刻は朝の四時半。そろそろ支援課の隊員が寮に出勤してくる頃だろう。

　寮の一階に下りると、泉と仲のいい隊員、一条彩乃の姿を見つけて声をかける。

「今日、椎原さんは休みだ。すまないが対応を頼む」

　以前から彼女には時折、泉の様子を尋ねていた。自分の気持ちはすっかり知られているようで、司狼が泉の休みを伝えても驚く様子もなかった。

「わかりました。泉は風邪ですか？」

「あぁ」

「お大事にと伝えてください」

　それを伝える機会はもうないだろう。

　司狼は彩乃の言葉になにも返さずに、寮を出て、本部へと赴いた。

　アポイントメントを取っていなかったが、司令秘書官に尋ねると幸い木虎は司令室にいるようだった。

「失礼します」

「お～司狼か、急にどうした？」

　上官であり友人でもある木虎隆治は、司狼と同じ獣人だ。自分が獣人であることも、泉が番であることも話してある。

　東方防衛師団に転勤になり、泉という番と出会った当初、木虎はこのまま番のそばに居続けることに反対していた。それを押し切ったのは自分だ。たとえ彼女にパートナーがいても、そばにいたいと願った。

「こちらを受理していただけますか」

「お前……これ、なにがあった」

　泉が早川に襲われかけたことを伝えると、木虎はなにがあったかを察したようだ。

「彼女とちゃんと話したか？」

　そう聞かれて、首を横に振った。泉から決定的な別れの言葉を突きつけられたら、今度こそ自分がなにをするかわからない。

「獣人ってのは、つくづく弱いよな」

　あまり知られてはいないが、強靱な身体があっても、どれだけ外見に優れていても、その愛情深さ故に獣人は弱い。番を得た獣人は特にだ。

　木虎も番を得た数少ない獣人だ。

　今の司狼を見て、自分の過去を思い出したのかもしれなかった。

「一応、受け取ってはおくが、引き継ぎを考えるとすぐにとはいかない。とりあえず、寮で……は無理か。自宅待機を命ずる」

　司狼は木虎に一礼すると、司令官室を出た。

　私服に着替えると、駐車場から車に乗り、東方防衛師団の敷地を出る。そのまま実家に帰るつもりだったのに、どうあっても番の本能からは逃れられないのか、彼女の近くにいたいという感情が湧き上がってくる。彼女の部屋に戻り、今すぐに泉を自分のものにしたい欲求に襲われる。

　これではまるで獣ではないか。

　泉と離れれば、この苦しさからも逃れられるのか。離れた方が彼女のためだ、そう思うのに、自分の感情がそれにストップをかける。

　彼女との思い出に縋っているのか。気づくと泉と訪れた動物園に来ていた。駐車場は空いていたが、中には入らず人気ひとけのない場所に車を停めた。

　外に出ると、石垣の向こうから子どもの声がはっきりと聞こえてくる。

『お母さん、うさぎさん、可愛いね』

『ウサギじゃなくて、モルモットよ』

　司狼の耳は人間より遙かに優れている。会話から石垣の向こうが泉が好きだと言ったふれあいコーナーだとわかった。平日だからか幼い子どもの声が多い。

　司狼は石垣のすぐ近くまで来ると、大きな木に寄りかかり目を瞑った。

　自分が家族になると言ったとき、彼女は泣きそうに目を細めて、幸せそうに笑った。自分なら、彼女の心の隙間を埋めてあげられると思った。もういない泉の両親以上に彼女を愛せると。それなのに、一番大切な人をこの手で傷つけてしまったのだ。噛み痕を、痣を思い出すたびに苦しくなる。

　もし泉に会って、恐怖の顔を見せられたら、もう二度と会いたくないと言われたら。司狼は耐えられない。だから逃げてしまった。

　何時間ここにいたところで、あのときには戻れないのに。

（忘れられるはずがない……でも、離れるしかないんだ）

　思い出に縋るしか、自分を慰められなかった。

「純！」

　ついに幻聴まで聞こえてきたらしい。

　自嘲するように顔を歪めて、声に目を向けると──。
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　それから、一ヶ月が経った。

　今、泉は司狼と一緒に暮らしている。と言っても、司狼が寮を出たわけではなく、夜は泉の部屋で過ごし、泉の出勤時間に合わせて寮に戻るという生活になったのだ。

　泉の生活に合わせるなんて無理があるのではと危惧していたものの、泉から目を離す方がよほど彼にとってストレスになるらしく、もう諦めている。獣人は体力も人間離れしているようで、二日三日寝なくともまったく問題ないらしい。

　ちなみに司狼は、早川への過剰な暴行の責任を取り、数ヶ月分の給与を返納した。

　木虎は、早川の件を丸く収めるために、司狼が獣人であることを公表した。早川がああなったのは、司狼の番に手を出したからだと。もちろん司狼も納得の上でだ。

　当然、隊内には激震が走ったが、獣人の番に手を出したらどうなるのかを知らしめられたと木虎も司狼も満足そうにしていた。

　そして早川には警務課の捜査が入った。

　寮の自室を捜索した結果、支援課の女性を尾行し、部屋に押し入り強姦した数々の証拠が出てきた。相手は泉も知っている先輩隊員だった。なにも言わずに辞めてしまったため当時は心配していたのだが、事情を知って納得だ。

　早川は、それにより懲戒免職の上、起訴された。ついでに言うと、なくした徽章もベッドの下から発見された。






　──寮で、君に手を出そうとする男はもういない。






　結果を聞いた司狼は、満足そうな顔でそう言っていた。

　そもそも自分に好意がある男なんて司狼のほかにはいない。それを言うと、自分の魅力に気づいていない、と呆れたように返されるため、もう諦めている。









「純、私、お風呂に入るけど、どうする？」

「俺も一緒に入る」

　下着などを用意して洗面所に向かうと、当然のように司狼もついてきた。一緒に暮らし一ヶ月も経てばそれも慣れっこだ。

　彼は泉を一人では外に出さなかった。仕事の送迎は当然として、自分がそばにいられないときは女性のボディガードまで手配するのだから徹底している。泉の給与よりボディガード代の方が高いに違いない。

　それでも、司狼は国土防衛隊を退団しろとは言わなかった。彼の負担を考えると退団した方がいいのはわかりきっているが、どこまでも泉の気持ちを慮ってくれることが嬉しかった。司狼のおかげで最近は寮の雰囲気も変わってきているし、国土防衛隊のイメージアップのため広報も積極的に報道機関の取材を受けているらしい。

「そうだ、彩乃がうちに遊びにきたいって言ってるんですけど、いいですか？」

　バスタブの湯に浸かりながら言うと、泉を背後から抱き締めていた司狼が頬を擦り寄せながら口を開く。

「君にほかの人間の匂いがつくのはいやだ。この部屋にも」

「女性でも？」

「なに言ってる。男は論外だろ。匂いがつくほど近くにいなければいい」

　きっぱりと言い切られて、それもそうかと納得する。彩乃には謝らなければならないが、司狼が自分の欲求を口に出せるようになり、むしろ安心した。

「そうですか。じゃあ、匂いがついたら、純が消してください」

「本当に君は、俺に甘すぎるな」

　背後にいる司狼がやや呆れたように言った。

　けれど彼の声の中には、たしかな喜色も混じっている。

「私を、閉じ込めたいって思いますか？」

「そうだな。でも俺は、君が働いている姿も好きだから」

　司狼の唇がうなじに触れた。生温かい舌が首筋を這う。

「私もです。純がいかめしい顔してるのも好きですよ」

「そんなに、怖いか？」

　落ち込んだ声で囁かれて、思わず噴き出してしまう。

「怖くないですってば。可愛くて、好き」

「そんなことを言うのは、君だけだ」

　彼の腕が前に回され、手のひらがいたずらに動き回った。

　泉は、うっとりと目を細めながら、甘い吐息を漏らしたのだった。
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